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プロローグ



　目の前を、銀色に輝く刃が駆け抜けていく。

　落ち着いて相手を見み据すえ、体を引いて刃をかわす。こういうときはとにかく慌あわてるなと、昔誰だれかに教わった。

　桐生きりゆう慎しん太た郎ろうはその言葉どおり、頭の中だけは冷静でいようと努めていた。

　目の前には同じ学校の制服を着た一人の少女。細身だがしっかりとした体つきで、性格をそのまま表に出したようなきつめの目つきをしている。長い髪の毛は右側でまとめられており、彼女の動きに合わせてときたま揺れた。

　辺りに人影はない。時刻は学校帰りの夕ゆう方がた頃ごろ。誰かがついてきているのを察し、人目のない路地に入り話しかけると、彼女は問答無用とばかりに襲いかかってきた。

　一応、予感と覚悟は慎太郎にもあった。だが、突然目の前にその現実が現れたら、誰だって面食らうに決まっている。

　同じ学校の制服を着た少女が、両手に真剣を持って斬きりかかってきている。

　そんな現実を前に、さあどうしようかと慎太郎は考えていた。

「聞いても、いいかな？」

　足を斬きろうと、一振りの刃が振り下ろされる。距離があるので慌あわてる必要はない。冷静に後ろに下がり、その一いつ閃せんをやり過ごした。

「なによ。命いのち乞ごいだったら聞いてあげるわ。だけどその代わり、先に八つ裂きになってよ」

「無茶言うなよ。殺されてから命乞いするなんて、まるっきりバカのやることじゃないか」

「うっさいわねッ。文句があるんだったら戦えばいいじゃない。あんたも……それなりの武器くらいは持ってるんでしょ？」

　右の肩口を狙ねらい、右手に持った刃の剣先を突き出してくる。後ろに下がり続けるわけにもいかないので、慎しん太た郎ろうは左に避よけることにした。彼女の体が伸び、隙すきができる。だが、左手に握られているもう一つの刃が進入を許さない。

　彼女と目線が合う。強い視線に気圧されるように、結局、慎太郎は後ろに跳んで距離を取ることにした。

　駄目だな。逃げてばかりじゃきりがない。ちゃんと話をするためにも、どっかで一回彼女の攻撃を止めないと……

　少女が踏み込み、右の刃を振り上げる。横に避けて彼女の体を凝視していると、左の刃の先っぽと目が合った。きっと、慎太郎が前に出たらあれが突き出されてくることだろう。

　武器がないと駄目だな。二つまとめてとはいかなくても、せめて一つくらいはどうにかできるような武器がないと……このままじゃ厳しいぞ。

　ポケットの中に入っている物に触れる。今持っている物の中で、武器といえそうな物はこれくらいしかないが……

　これじゃあ、役不足だよな。剣先だけになった刀と本身のままの真剣が二つ……相手になるわけない。

　慎太郎のポケットの中に入っているのは、白い布に巻かれた、『色しき彩さい虚こ空くう』という名前の刀の剣先部分だ。ナイフのように扱おうと思えばできないこともないが、持ち手の部分がしっかりしていないので高たかが知れている。

「もうッ、いつまで逃げ回ってるつもりなの？　準備する時間が要いるんだったら少し待っててあげるわよ。だから……あんたにもその気があるんなら……一いつ色しきになりたいっていうんだったら、ちゃんと戦いなさいよ」

　数度目の剣けん閃せんが空くうを斬った後、彼女は痺しびれを切らしてそんなことを言った。

　両手の刀を地面に向ける。待つという言葉は嘘うそではないようだ。

「俺おれは、戦う前に話がしたいって言ってるんだけど……」

「首と胴体を切り離してあげるから、話したいんだったらそれから話せば」

「……だから、無茶言うなって」

　首を振り、右側でまとめた長い髪の毛を揺らす。きつい目つきときつい口く調ちようだが、よく見れば可愛かわいい顔をしていることに気づいた。

　準備……か。できるもんだったら、お言葉に甘えて準備したいところなんだけど……

　正直、準備するようなものは何もない。今の状態でも、戦おうと思えば充分に戦える。

　慎しん太た郎ろうは自分の瞳ひとみに触れた。

　最も信頼できて最も強いカードは、これしかない。だが、そのカードを場に出すということは――

「あんたは……ええっと、確か、相そう馬ま香か澄すみだったっけ？」

「な、なによ。何であんたがあたしの名前を知ってるの？　隠れて人の名前を探るような男は、大っ嫌いなんだけど」

「それはお互い様だろ。あんたも、俺おれのことを知ってるみたいだし……それに、俺の場合は調べたんじゃなくて、勝手に耳に入ってきたんだ。あんたは自分で思ってる以上に、うちの学校では有名人なんだから」

「ふんッ。そんなの、今はどうでもいいじゃない」

　手の甲を使って髪の毛を弾はじく。凛り々りしい立ち姿と重なり、絵になっていた。

「……まあ、確かに、名前なんてどうでもいいことかもしれないけど……」

　場にカードを出すということは、勝負が成立するということだ。そして、勝負が成立するということは――

「先に言っとくけど、俺が本気を出したら冗談じゃ済まなくなるぞ」

「そんなのわかってるわよ……なに？　脅おどしのつもり？　だったらもっと言葉を選べば。バッカじゃないのッ。そんなのであたしが怖おじ気けづくとでも思ってるの？」

　……できれば、怖気づいてほしかったんだけど……

　聞かれたらもっとバカにされてしまうであろう本音を、心で呟つぶやく。もって生まれた性格と容姿のせいで、慎太郎の脅しには大した効力がなかった。

　どうする？　このままじゃあ、本気で戦うってことになるぞ。それなりに覚悟はしてたけど……まさかこんなところで、しかも相手が……

「なあ？」

「なによッ？　無駄話をするための時間をあげたつもりはこれっぽっちもないんだけど」

　若干イラついている。きつい目つきが、ますますきつくなっていく。

　だけどそんな怒気に晒さらされても、慎太郎には聞いておきたいことがあった。

「相馬って……女だよな？」

「はあ？」

　怒りを通り過ぎて呆あきれた。香澄の声こわ音ねは、そんな感じだ。

「ふ……ふざけてんのあんたッ。バカじゃないのッ。バカのくせして人をバカにするようなこと言わないでよッ。バカッ」

　短いセリフの中で何度もバカと言われた。確かに、そう言われても仕方ないような質問をしてしまったと、自分でも思う。

「そう言うなよ……結構、大事な質問なんだから」

「あっそ。じゃあ答えてあげる。女よ」

　言って、刃を突きつけてくる。

「もういい？　むかつく。あんたみたいなバカのために時間を作ってあげて損した。真面目まじめにやる気がないんだったら、最初っからノコノコとこういう場所に出てこないでよッ」

「俺おれとしても、好きで出てきたつもりはないんだけど……」

「そういうのがむかつくっていうのッ。戦うつもりがないんだったら、一いつ色しきなんて目指さないでよッ」

「戦うつもりがないってわけじゃないんだ。ただ、戦いにくいなって思ってるだけで……」

「バカのくせして訳のわからないこと言わないでよ。もういいでしょ？　これが決まりなんだから……続きをするわよ」

　両手に二刀の真剣を持ち、香か澄すみが構える。もう、無駄話をしている時間も余裕もない。

　顔に手を添え、瞳ひとみに触れる。このカードを切ろうと思えば、いつでも切れる。

　いくのか……わかってるのか？　相手は……………女の子なんだぞ。

　自分を問い詰めたところで、納得できるような答えは返ってこない。時間があればどうにかなるという種類の問題ではない。でも、今はもう少し考える時間がほしい。

　この眼めの力は何のためにある？　戦うためだろ。だったら、戦って……

　自分に向かって刃を向けてくる女の子と戦い、傷つけたところで誰だれからも文句は出ない。

　慎しん太た郎ろうはそういう世界に身を置いており、香澄もそれを承認しているのだから、誰からも文句は出ない。むしろ、戦い、傷つけ、勝たなくてはいけないのに……

　負けるわけにはいかないんだ。負けられないんだ。俺たちの戦いは、そういう戦いなんだから……でも、相手は……

　戦っている最中だ。悩む隙すきを、見逃してなどくれない。

　剣けん閃せんが突き抜ける。狙ねらいは、慎太郎の肩だった。

　くそッ。一回だけだぞ……一回だけ、奇跡を見せてやる。

　気持ちを凝縮すると、慎太郎は自らの瞳に宿る力を使う覚悟を決めた。

　停てい眼がん。

　時を止める瞳。慎太郎だけが持つ特殊な力で、この力があるから慎太郎は今この場で戦っている。その力を使い時間を止める。だが、その中で動くことができるのは視力と思考だけだった。それ以外のものは、相手と同じように止まってしまう。

　軽く閉じた瞳を見開き、慎太郎が停眼の力を解放する。

　全すべての時が止まる。

　空も、大地も、人も、この瞬間はその存在が風景に成り下がる。

　神や王だって、この世界の法則には逆らえない。

　全すべての時間が止まった静かな世界。

　この世界は慎しん太た郎ろうの瞳ひとみの存在だけを許し、慎太郎のためだけに、呼吸をしていた。

　止まった時の中、慎太郎は香か澄すみの動きを見つめた。そして見定め、動きの予想を立てる。あまり長い時間は止められない。今も、破裂しそうなほどに瞳が痛む。時間を止めるなんて奇跡、そう何度も起こせない。

　そろそろ限界か……じゃあ、行くしかないな。

　停てい眼がんの力が終わり、時間が動き出す。

　時間が動き出すと、慎太郎は肩を貫こうとしていた刃を握り締め、その動きを掌しよう握あくした。

　香澄の驚きよう愕がくした顔。動く剣先を捕まえただけでも驚くというのに、慎太郎は刃に触れないように刀を握っている。

　一瞬の沈黙の後、残ったもう片方の刀が慎太郎を襲う。慎太郎は掴つかんでいる刃を押し出し、香澄のバランスを崩させることでその攻撃をやり過ごした。

「……口だけじゃないみたいね。驚いたわ。まさか、動いてる刀を捕まえるなんて……」

　奇跡とも言える神技を目の当たりにし、香澄は素直に慎太郎を褒ほめた。バカと言われるよりは確かに嬉うれしいが、そう素直に喜ぶこともできない。

「俺おれが言ってた意味がわかっただろ？　だったら、ここは素直に退ひいといたほうが……」

「やっとやる気になったってわけね。上等よ。あんたなんかに負けたりはしないから」

　どうやら、香澄の闘志に火をつけてしまったようだ。今まで以上に、熱がこもったきつい目をしている。

　あれ、おかしいな……今ので、少しくらいは怯ひるんでくれるはずだったんだけど……

　両目が痛む。痛みと引き換えに奇跡を起こし、それで心の準備をするだけの時間が作れるはずだったのだが……思惑通りにはいかないようだ。

　どうする？　ここで本当にいくところまでいくのか……負けることが心配ってわけじゃないけど……まだ……俺は……



「気がないなら、やめたらどうだ？」



　香澄とは違う女性の声が、慎太郎の後ろから聞こえた。

　振り返った先にいたのは、腕を組んで偉そうにしている一人の少女だった。

　長い金髪、透き通るような蒼あおい瞳。黒いドレスが体を包み、スカートの部分には大胆な切れ込みが入っている。片手には鞄かばんが握られていた。着替えを入れるのにちょうど良さそうな大きさのその鞄は、何かの皮でできている見慣れないデザインの鞄だった。

　真まっ直すぐに伸びた背中と、自分を誇るかのように張られた胸。見た目から感じられる気品と同じくらい、その姿には威厳がある。まるで、どこかの国のお姫様が舞い降りてきたかのようだ。

　派手な子だな……

　第一印象はそんなものだった。

　慎しん太た郎ろうと目が合うと、金髪の少女は嬉うれしそうに笑った。慎太郎は少女のことを知らないのだが、少女は親しげな目を向けている。

「事情は知らないが、お前はあまり戦う気がないのだろう。ならば、こういうときはやめておいたほうがいいぞ。勝っても負けても、お前は何一つ得をすることはないのだからな」

　偉そうな顔と態度のまま、少女はあっさりとそう助言をした。

「なによ。あの女……」

　金色の乱入者に対し、香か澄すみは困惑している。困惑しているのは慎太郎も一緒だったが、その一言には妙な説得力があった。

　気分が乗らないときは、やめとけか……

　答えを貰もらい、背中を押されたような気がした。気持ちを固め顔つきを変え、香澄を見やる。雰ふん囲い気きと様子が変わったことを察し、香澄はわずかに緊張した。

　そして、香澄の後ろに何かがいるようなふりをして、声を上げ視線を向ける。

「え？」

　慎太郎の突然の行動に反応し、香澄が振り向く。そこには何もなく、香澄が振り返った頃ころには、慎太郎は背中を向けて一目散に逃げ出していた。

「ちょっ……ちょっとッ。なに逃げてるのよッ。バカぁッ」

　夕ぐれに響くバカという罵ば声せいを背中に受け、慎太郎は懸命に走り出そうとする。

　それを、金髪の少女が手を出して遮さえぎる。

「まあ、逃げるという選択に対しての異論はないが……私を置いていく気か？　男であろう。ならば、それなりの気き遣づかいをみせてみろ」

　瞳ひとみは、自分を連れて逃げろと言っているようだった。

　考えるよりも先に体が動くと、慎太郎は少女の手を握り駆け出していた。

　考えなどない。とにかく、こうしないといけないと勝手に体が判断したから、慎太郎は少女の手を取り走り出した。

　そのまま、長い距離を息が切れるほどに走った。

　どこをどう走ったのかは正直よく憶おぼえていないし、気にしてもいない。家に向かって続いている道を、慎太郎は息を荒らげて一心不乱に走り続けた。

　しばらく走った後、慎太郎は後ろを振り向いた。どうやら、あの子は追いかけてきていないようだ。ホッとすると同時に、何とも言えない倦けん怠たい感かんが体を包んだ。

　辺りを見回す。

　夕暮れの住宅街。ここから自宅はそう遠くはない。自分が走ってきた方向から誰だれも来ないことを確認すると、慎しん太た郎ろうは頭を冷やして息を整えた。

　そして、掴つかんだ手の平の持ち主を確認する。

　きれいな顔。豪華な金髪。派手な格好。偉そうな態度……ほとんどは走り出す前と同じだった。だがたった一つ、偉そうな態度だけは大きく違っていた。

　なぜか、恥ずかしい思いでもしたかのように、少女の顔は真っ赤だった。

　そして突然、慎太郎の手を払い落とす。

「お、お前……………そ、そうか。そうだな。見た目が違うのだから、それも当然か」

　訳のわからないことを言うと、少女は一人で納得したかのように頷うなずいた。

　払い落とされた手の平を見やる。事情はわからないが、女の子に拒絶されるのはあまり気分の良いものではない。

「……あのさ……ああいう場所だったから、思わずあんたを連れて逃げてきちゃったけど……あんたって、誰？」

　聞かれ、少女の顔が慎太郎のほうを向く。すでに普通の顔色に戻っていた少女は、慎太郎に見せびらかすように自らの髪の毛をかきあげた。

「ふふ、名乗ってもらえるだけ光栄に思え。私はイリス。お前を捜していたんだ。喜べ。私と出会えた今日を、お前にとっての忘れられない記念日にしてやる」



    

  
    
      



    

  
    
      　言葉にできないくらい優ゆう雅ができれいな顔で、だけどどうしようもなく偉そうに、イリスと名乗った少女はそんなことを言った。



    

  
    
      


１「王になる少年と、王になりたい猫」



　探していた人間が見つかったからだろうか。少女は嬉うれしそうな顔をして微笑ほほえんでいる。対して慎しん太た郎ろうは、理由が飲み込めずに混乱している。

「捜してたって言われても……事情がよくわからないんだけど」

「何だ？　お前はキリュウの家の人間ではないのか？」

「そうだけど……」

「そうなのであろう。だったら、それで充分ではないか。ふふ。どこのどんな馬の骨が相手かと思ったが、案外ちゃんとした男じゃないか。安心した。褒ほめてやるぞ」

　偉そうだという印象は間違っていないようだ。初対面とは思えないほど、その少女は上から目線で慎太郎に接してくる。

「……全然説明になってないんだけど」

　依然として正体は不明。だが、少女自体はそのことを一切気にしていない。

「こんな所で話をしても無駄に疲れるだけだからな。よし、とりあえずお前が居を構えている所に私を案内しろ」

　言って、胸を張りながら自分の荷物を突き出してくる。口よりも雄弁に、その態度が「私の荷物を持て」と言っていた。

「ええっと……案内しろって言われても……」

　慎しん太た郎ろうが混乱しているのを見て、金髪の少女が機嫌を損そこねる。

「お前……その程度の礼儀も習ってないのか？　女の荷物を持つことは男の最低限の礼であろう。しかも、こともあろうに私の荷物なんだぞ。死んで燃えて灰になったとしても持つというくらいの気概を見せろ」

「いや、灰になる前に、死んだら荷物は持てないし……」

「私は気持ちの話をしてるのだ。本気にするな。アホかお前は」

「初対面でアホかと言われても困るんだけど……ところで、俺おれの質問には答えてくれないのか？」

「質問？　何だ、そんなものがあるんだったら早く口にすればいいではないか。自分の意見を抑え込んでも、損をするだけだぞ」

　だったらまず人の話を聞けよ。

　かなり不満であるが、慎太郎は文句を言わず、改めて質問をする。

「何で俺の名前を知ってるのかは知らないけど……とりあえず、あんたが俺を捜してた目的って……」

　話の途中だというのに、彼女は慎太郎を一切気に掛けることなく、何かに気づいたように舌打ちをした。下手に出ろとは言わないが、会話の最中なのだからせめて欠片かけら程度の気き遣づかいくらいは見せてほしい。

「ちッ。初めて顔を合わすのだから礼儀としてこの姿でいたが……仕方ない」

　そう言って慎太郎の手を握ろうとしてくる。だが、手が触れようとした瞬間、少女は電気が流れたように慎太郎の手から逃げ出した。

「そ、そうだッ。そうだったな……お前は、男だったのだな……」

　手を握っていたときと同じように、少女の顔が真っ赤になる。変化の理由は、当然のようにわからない。

「何だよ？　急に顔を赤くして……そういえば、さっきも立ち止まったら急に俺の手を払い落としたけど、手に触れない理由でもあるのか？」

　照れながら、だが偉そうに、少女は答えた。

「ふん。大したことではない。ちょっと……驚いただけだ」

「驚いた？　何に？」

「男の……肌というものにだ」

「は？」

　腕を組んでそっぽを向く。顔は、ちょっと赤くなっていた。

「仕方ないであろう。私は男というものに触れたことがないのだ。何気なく触れたものが自分の予想に反したものだったら、誰だれだって驚くであろう？　違うか？」

「それはまあ、確かにそうだけど……」

　どういう具合で予想に反していたのかは知らないが、握っていた手を力いっぱい払い落とされた自分の気持ちにもなってほしい。

「俺おれの手って、普通の人とは違うのか？」

　再び自分の手に目をやる。見た目におかしな点は、特に見受けられなかった。

「そ、それはよく知らん。先ほども言っただろ。私は男に触れたことがないのだ。だから、お前の手が他の男と違うのかどうかは知らん……だが、女と違うということだけは嫌でもわかる」

「そりゃ、女の子と比べたら確かに違うだろうけど……」

　腕を組んだままの偉そうな態度。目線は適当な方向で、慎しん太た郎ろうの顔を見ようとはしない。

「お、男の手というものは、大きくてしっかりしているのだ。女のようなか弱い儚はかなさが一切感じられん。それを、良いと取るか悪いと取るのかは人によって違うのであろうが……私は少々戸惑った。それで思わず払い落としてしまっただけの話だ。不快にしたのなら謝る。許せ」

　謝るという言葉は、態度には全然反映されていなかった。腕を組んだまま、偉そうな態度をキープしている。ただ、今のセリフから、手を払い落とされた理由と、顔が赤い理由は理解することができた。

　男に触れたくらいで顔を赤くして照れるなんて、見た目と違ってずいぶんと純情なんだな。いや、でも、純情な子はこんな派手な格好はしないだろうし……何なんだこの子。訳がわからないぞ。

　スカートの切れ込みは、無視したくてもできないほどに大胆だ。気にしないようにしていてもつい見てしまい、少女の白くて細い脚あしに、逆に慎太郎が照れてしまう。

「ま、まあとにかく……男の体が女とは違うということは理解した。それだけでも勉強になったから、これからは多少気をつけるようにしよう」

　態度はそのままで、目線を合わせてくる。キリッとした強い目線は、男に驚き醜しゆう態たいを晒さらしたことを忘れさせようとしている感があった。

「お前も、私には気安く触るなよ。まあ、偉大で有能な私のことだから、男の体のことなどはすぐに克服してしまうのだろうが……それでも、時間がかかるのは確かだからな。いいか。はっきりと言っておくぞ。男のお前が、許可もなく私の体には触るなよ。触ったら、一万回処刑してやるからな」

「一万回って……一回で充分だと思うけど」

「ふん。つまらぬことを言うな。それよりもいいか。時間がないから要点だけを簡潔に伝えておくぞ。今後、私に触るときはまず私に許可を取れ。それから、私の心の準備ができるまで待て」

　何で偉そうにそんなこと言われないといけないんだ……

　そんな文句が喉のど元もとまで上がってきた。

　だが。

「そうでなければ――」

　顔を赤くして顎あごを引く。

「――ドキドキしてしまうではないか」

　そしてわずかに上うわ目め遣づかいでそう言った少女の姿を見て、何を言おうとしていたのかを忘れてしまった。

　偉そうな態度のせいだろう。しなだれた姿が異常に可愛かわいく見える。

　何なんだこの子は……本当に……何なんだよ。

　格好も合わさり、慎しん太た郎ろうは少女をまともに見ることができなかった。体温が上がり、顔が赤くなっていくのが自分でもわかった。

「うん？　なんだ？　どうしてお前が赤くなる？　熱でもあるのか？」

「いや、あの、熱とかはないけど……」

　お前のせいだ。

　そう言えれば、少しは気分が楽になったような気がする。



    

  
    
      



    

  
    
      　会話が途切れると、少女は切せつ羽ぱ詰つまったように真面目まじめな顔をした。どんな事情かはわからないが、時間がないという少女の言葉は本当のことのようだ。

「ここでは人目があるかもしれないからな。適当な場所まで付き合ってもらうぞ」

「つ、付き合うって……行くんだったら一人で行けば」

「私のことなのだから、お前のこととほぼ同義だろう。それに、お前がいないと荷物の持ち手がいなくなる」

「何言ってんだよ。荷物だったらそのままあんたが持ち続ければ……」

「お前は男であろう。だったらつまらぬ文句を言うのはやめろ。私がついて来いと言っているのだ。お前は、世界中の人間全すべてに嫌われることになるとしても、黙って私についてくればいい」

　偉そうに……

　不満はあったが、とりあえず慎しん太た郎ろうは少女についていくことにした。

　背中を向け、慎太郎を引き連れたまま駆け足で人ひと気けのないほうに向かっていく。

　やがて、完全に人の気配が消える。誰だれの目もなさそうな路地を見つけると、少女は慎太郎を連れて奥へと向かっていった。

「ちょっと、待てよ……こんな所で何を……ッッ」

　路地の最さい奥おうまでたどり着くと、慌あわてふためく慎太郎を意に介することなく、彼女は自分の服を脱ぎ始めようとした。

「お前ッ。何してッ」

　頭の中が真っ白になった。このままだと、頭が爆発してしまいそうだ。

「誰も来ないかちゃんと見張っていろよ。隠すような理由はなく、むしろ人に見せたいほどきれいな肌だが、むやみやたらと誰かに見せるのは面白くないからな」

「面白くないって……何言って……」

「こら。お前が見てどうする？　お前はあっちを向いてちゃんと見張りをしてろ」

「あ、ああ……」

　促うながされるまま、慎太郎は彼女に背中を向けて見張りをすることにした。

「穢けがれなき雪のようにきれいな裸だが、覗のぞくなよ」

　最後に一言、そう言って釘くぎを刺してきた。

　背中越しに、彼女が着ていたドレスが地面に落ちる音がする。想像して、興奮するなというほうが無理だ。考えたくなくても頭に浮かんできてしまい、勝手に喉のどが渇かわいていく。

　服と肌が擦こすれ合う音が消えると、次に鞄かばんが開く音が聞こえてきた。そこから、布状の何かを取り出しているようだ。

　着替え？　こんな所で、何で……

　口には出せない言葉が頭で踊る。もはや見張りの役目をこなすことはできず、聞こえてくる音と、勝手な想像に意識が支配されていた。

　落ち着け。落ち着いて考えろ。初めて出会った派手な見た目の女の子が、今俺おれの後ろで服を脱いでいる……しかもここは道端で、いつ誰だれに見られてもおかしくはなくて……何だ？　俺はどうしたらいいんだ？

　落ち着いて考えるなど、出来るはずもなかった。

　何なんだ、何なんだ。本当に何なんだ、この子は。派手な格好してると思ったら、男に触れないくらい純情で……なのに、路上で平気で服を脱ぎ始めて……くそ。全然、意味がわからないじゃないか……

　持っている情報をまとめたら、逆に頭が混乱してしまった。

　彼女は慎しん太た郎ろうが有している常識の外で生きている。それ以外、表現のしようがない。

　悶もん々もんと悩み続ける慎太郎をよそに、金髪の少女は着がえを済ませていく。

　そして音が消える。

　喉のどの渇かわきを消す為ために、慎太郎は自分の唾つばを飲んだ。

「いいぞ。振り向け」

「あ、ああ……」

　ある程度勝手な予想をした。だから、覚悟はできていた。

　金髪碧へき眼がんの少女がどんな姿でそこにいたとしても、逃げ出すほどに慌あわてふためくことはないだろう。

　ゆっくりと振り返る。

　直視しないように視線を泳がせながら、彼女がいた場所に視線をもっていく。

「……」

　興ざめする現実。

　そこに、彼女はいなかった。

「お、おい……」

　辺りを見回すが誰もいない。路地の最さい奥おうでその先がなければ、身を隠すような障害物もない。消えてしまったとしか表現できないほどきれいさっぱりと、金髪碧眼の少女は消えてしまった。

「どこに……」

　火ほ照てりきっていた頭が一気に冷める。気分としては、狐きつねか狸たぬきに騙だまされたかのようだ。

「おい」

　冷め切った頭に響いてきたのは、先ほどまでの偉そうな声こわ音ね。姿は見えないが、そばにいるのは間違いないようだ。

「おいって言われても、姿が……」

「こっちだこっち。王に忠誠を尽くすように頭を下げてみろ」

「頭って……」

　言われるがまま頭を下げる。

　視界に入ってきたのは一匹の猫だった。

　どこにでもいそうな三毛猫。見た目は普通なのだが、普通ではない箇所が二箇所あった。

　一つは、猫には相応ふさわしくない豪壮な服を着ているということ。そしてもう一つは、猫のくせして二本足で立っているということ。ただ、二本足で立つのは楽なことではないようで、そばにある鞄かばんで前足を支えて必死になって立ち姿を保っていた。

「猫なんて、さっきまではいなかったのに……」

　特に意味もなく、猫の体に触れようとする。その瞬間、聞いたことのある偉そうな声に一喝された。

「こらッ。先ほども言ったであろうが。私の体に触れたいのであれば、まずは私の許可を取れ」

　声に驚き伸ばした手を引く。すぐに辺りを見回したが、やはり彼女の姿はどこにもない。

「私の体って……」

　そんなバカなと思った。だが、声が聞こえてきた方向と、セリフの意味から考えてそれしか考えられない。

「お前……」

　豪壮な服を着て、必死になって二本足で立っている猫に話しかける。

　猫は、偉そうな顔をして笑った。

「この姿で改めて自己紹介をしてやる。私はイリス。お前を王にしてやる者であり、いずれは世界の全すべてを統治する、王になるべき者だ」

　偉そうな態度でそう言うと、偉そうな態度の猫はスッテンコロリンと後ろに転んでしまった。





　振り返れば、色々なことがあった一日のような気がする。

　我が家の敷地に足を踏み入れ、慎しん太た郎ろうはそんなことを思った。

　高級な家が並ぶ住宅街の一角。慎太郎の家は、絵に描いたような和風の趣おもむきを持った邸宅であった。敷地に入る前にまずは門をくぐる必要がある。そこからしばらく通りを抜けて、やっと玄関へとたどり着く。右手には季節を彩いろどる大小さまざまな植木があり、左手には大きな庭が見て取れた。

　玄関の前に立ち、引き戸になっている扉を開ける。少し帰りが遅くなったことを、慎太郎は気にしていた。

「ただいま」

　挨あい拶さつをしてすぐに目に入る人影が一つ。着物に身を包んだ女性は慎しん太た郎ろうの姉で、名前を静しず華かといった。

「お帰りなさい。慎太郎」

　真まっ直すぐに伸びた長くて艶つややかな黒髪。一朝一夕では身につけられないおしとやかで気品に溢あふれた立ち振る舞い。着物から覗のぞく白く透き通った肌。才色兼備や大和撫子やまとなでしこという言葉は彼女のためにある。

「ごめんなさい。ちょっと、帰りが遅くなりましたけど……」

「いえ、慎太郎が気にする必要はありません。主人を待つのは家を守る者の務め。あなたは気にすることなく、堂々と門をくぐればいいのです」

　そう言われると、逆に気を遣つかってしまう。

　姉であるにもかかわらず、静華は玄関で三つ指をついて慎太郎の帰りを出迎えていた。

　慎太郎は静華との二人暮しだ。必然的に、家の中で最も年配の男性は慎太郎ということになる。静華は男性を立て、女性は一歩引くという考え方を徹底している人間なので、自然と慎太郎はこの家の主人として扱われ、このように接せられていた。

　春になったばかりとはいえ、気温はまだ肌寒い。暖房器具もない玄関で一人、正座で帰りを待っていてくれた姉のことを考えると、悪いこともしていないのに心が痛んだ。

「姉さん。いつも出迎えてくれるのは嬉うれしいけど……そんな風にかしこまったのはやめてくれよ。こっちが気を遣うからさ」

　下げていた頭を上げる。そこには、誰だれもが想像するとおりの整った美しい顔がある。ただ、その両目は閉じられたままだった。

　姉は、とある理由で盲目だった。

「慎太郎は、私がここで待つのが迷惑ですか？」

「迷惑ってわけじゃなくて、ただ、気を遣うから……」

「何度も言っていることですが、あなたが私に対して気を遣う必要はありません。従者が主人に対して礼を尽くすのは当然のこと。そこを曖あい昧まいにしてしまっては、誰が主人で、誰がその方に尽くすのかがわからなくなってしまいます。私はあなたを主人だと思い、尽くしているのですから、あなたもそれなりの態度を取らなければいけません。そうすることで、尊敬しあえる関係が築けるのですから」

「それは……まあ、何度も言われたことだから、わかってるつもりなんだけど……」

「あなたはこの家の主あるじとしての務めを果たし、私はそれに付き従う者としての務めを果たしている。それだけのことです」

　気品を越え、威圧感すらもある態度でそう言われると、返す言葉が失なくなってしまう。

　尽くされているといえば聞こえがいいのかもしれないが、ここまで真しん摯しに尽くされてしまうと逆に緊張してしまう。

　尽くされた分だけ、尊敬される主人になれ。

　そう、脅迫されているような気分だ。

「中々見上げた心こころ遣づかいではないか。それでは、私がお前の望む主人である限り、お前は私の言うことは何でも聞くということだな？」

「はい。それは当然のことですが…………………………？」

　突然、慎しん太た郎ろうが持っている鞄かばんの中から声がした。

　あいつだと慎太郎が思った矢先、そいつは鞄の中から顔だけを覗のぞかせた。

「よし。だったらまずは服を脱いでみろ。お前の白く澄すんだ肌がどれだけの美しさを持つか、私が見定めてやる」

「慎太郎がそう望むのであれば、私は一向に構いませんが……今のは慎太郎の声ですか？」

「いや、あの……俺おれの声じゃなくて……なんていうか、説明しにくいんだけど……」

「どうした？　尽くすといったお前の覚悟はそんなものか？　先ほどの言葉が嘘うそでないというのなら、この場で肌を晒さらすことぐらい簡単な――ふごッ」

　覗いていた猫の頭を鞄の中に押し込む。そして素早く鞄を閉じた。

「なんて言ったらいいのか……端的に言ったら、俺の客みたいなものだから、姉さんはあんまり気にしないでよ」

「客、ですか。でしたら、私もそれ相応の礼を尽くさなければ、慎太郎に恥をかかせることになってしまいますが……」

「いいよ。そんな上等な生き物じゃないと思うから。姉さんは気にしないで」

「慎太郎がそういうのであれば、私はそれで構いませんが……今の声を発した人は、人ではないのではないですか？」

　盲目なので、誰だれがこの場にいるのか静しず華かにはわからない。だが、その分気配を察する能力に長たけているので、何がこの場にいるのかを感じることはできる。

「それは、ちょっと俺にもよくわからなくて……」

　どうしようもなく曖あい昧まいな返事なのだが、その態度だけで静華は全すべてを察したようだ。意味深な微笑ほほえみを慎太郎に向ける。

「慎太郎がよければ、もう少し今のお方とお話をさせていただきたいのですが」

「え？　あ、まあ、姉さんがそう言うなら別にいいですけど……」

　姉の頼みを受け、鞄を開ける。猫は憎しみの感情を前面に押し出し、慎太郎を睨にらんだ。

「おいキリュウ。私に対する扱いが酷ひどいぞ。これ以上私を粗末に扱うようであれば、私としても考えがある。まずはお前を処刑してだな、それから……」

「ほら、姉さんがお前と話をしたいって」

「こらッ。私の言葉を無視するな。私が処刑するといっているのだから、まずはお前は命いのち乞ごいをして……」

　猫が入った鞄かばんを持ち上げ、正座したままの姉の目の高さまで持っていく。静しず華かの存在を認めると、猫の興味は慎しん太た郎ろうから静華のほうへと移り変わった。

　しばしの静せい寂じやく。沈黙を破ったのは静華だった。

「よろしければ、お名前を聞かせてはいただけませんか？」

「私か？　私の名前はイリスだ。お前の名前はなんというのだ？　私が名乗ったのだから、お前も名乗るのが礼儀であろう」

「そうですね。失礼しました。私は静華と申します。桐生きりゆうの家の者で、慎太郎の姉をやらせていただいております」

「シンタロウ……ああ、お前の名前か。そうか、中々いい名前を持っているのだな。どういう意味がある名前なのかは知らんが、響きが気に入った。これからはその名前で呼んでやるぞ。感謝して感激しろ、シンタロウ」

　顔を慎太郎のほうに向け、憶おぼえたばかりの名前を呼ぶ。もちろん、慎太郎としては感謝も感激もできはしない。

「そう……それは、嬉うれしいよ」

「ふっふっふ。そうであろう。私が名前で呼んでやっているのだ。もっともっと感激しろ」

　社交辞令の感謝を、猫は全力で真正面から受け止めたようだ。猫背のくせして、思いっきり偉そうに胸を張っている。



    

  
    
      



    

  
    
      「それでシズカとやら、私への話というのは何だ」

「いえ、特に伝えたいことがあったというわけではなく、ただ、どのようなお方かというのを知っていたかっただけでして……他意はありませんので、気にしないでください」

「そうか。私と顔通しをしたかったということだな。わかった。私もシズカのことを覚えておくから、これからはよろしく頼むぞ」

「はい。慎しん太た郎ろうと共に、これからよろしくお願いします」

　軽く微笑ほほえんだまま、静しず華かが立ち上がる。

「ついに、慎太郎にも神がついたということですね」

　そして意味深な一言を残し、静華は食事の用意をするために台所のほうに消えていった。

　その後ろ姿を見送ると、慎太郎は鞄かばんの中の偉そうな猫と一緒に自室に向かうことにした。





　家全体の雰ふん囲い気きどおり、慎太郎の部屋は和室だ。かろうじてテレビと勉強机があるくらいで、それ以外は殺風景なものだ。

　部屋の真ん中。畳の上に鞄を置くと、慎太郎は襟首を掴つかんで中身を取り出した。

「ふふ。シズカとやらは、お前と違って中々できた女ではないか。私に対する正しい態度が気に入った。これからは専属で私の面倒を見させてやるから、そう伝えておけ」

　襟首を持たれ、人間に持ち上げられている状態なのに、豪壮な服を着た猫はでかい態度を改めようとはしない。子分でも見るような目で慎太郎を見ている。

「猫の分際でなに偉そうなこと言ってんだよ。面倒を見させてやるじゃなくて、面倒を見てくださいだろ。それに、初対面の姉さんに向かって服を脱げとか……お前、狂ってるんじゃないのか」

「なにおぅ。偉大なる王になる予定の私に狂っているとはどういうことだ。時と場所によっては、不敬罪でお前の首が切られているところだぞ」

「何が不敬罪だ。猫のくせして生意気な」

「私だって好きでこのような姿になっているわけではないッ。毛むくじゃらで非力で、四つんばいでなければ移動すらもままならないなど……違う姿になれるのなら、私だってなりたいわッ」

　叫ぶと同時に唾つばが飛んできた。

　なぜこんな猫と口くち喧げん嘩かをしているのだろう。考えるととてつもなく虚むなしくなってくる。

　出会ったときは間違いなくきれいな金髪碧へき眼がんの少女だった。それが、路地裏で着替えを始めたと思ったら、あっという間に偉そうに喋しやべる変な猫に変わってしまった。

　詳しい話は場所を変えてしたいと言ったので、とりあえず自宅にこの猫を連れて帰ることにした。猫のくせして、四本足で歩くのは屈辱的で嫌らしい。「大切に丁寧に持ち歩け」と命令されたので、とりあえず慎しん太た郎ろうは彼女が持っていた鞄かばんの中に猫を詰め込んで家まで帰ることにした。そして姉に暴言を吐いて、今に至る。というのがここまでの流れだ。

　こんな生意気な猫、途中で捨ててくれば良かった。

　思いっきり睨にらんでくる猫を見ていて、慎太郎はそう思った。

「とにかく、お前が言ってた通り場所を変えてやったぞ。これで文句はないだろ。どうして今こういうことになってるのか、ちゃんと説明しろ」

　自分の要求を口にすると、猫は拗すねたように唇を尖とがらせてそっぽを向いた。

「ふんッ。私は機嫌を損そこねた。話して欲しかったらそれなりの誠意を見せろ」

「誠意って、何しろって言うんだよ」

「そうだな……お前を探して一日中歩き回ったから足が痛い。だから、足でも舐なめろ」

「……」

「どうした？　私の威厳ある話が聞きたいのではないのか？　足を舐めるだけだぞ。ほらほら。高貴で美しい私の足を、慈いつくしむように優しく舐めろ」

　そう言って、汚い猫の足をヒラヒラと慎太郎の目の前で泳がせる。

　もう一度思った。こんな生意気な猫、途中で捨ててくれば良かったのにと。

「お前……猫のくせしてあまり調子に乗るなよ」

　仕返し的な意味を込めて、慎太郎は猫の顎あごの下を軽くさすった。ダメージを与えようという意思は欠片かけらもない。ただ、猫を撫なでるときは顎の下がいいという先入観からの行動であった。

　撫でると同時に、少女の姿のときにしていた会話を思い出す。

　この、少女だった猫は、男に触れられると恥ずかしさからひどく照れるはずだ。

「あ、はわわわわ……」

　だが、生意気だった猫が見せた態度は、慎太郎の予想を裏切るものだった。

　照れとは違い、気持ち良さを全開にした蕩とろけるような顔で、慎太郎を見つめてくる。

「なんだ……何をした。これはどんな攻撃だ……」

「いや、別に攻撃って程のことじゃないけど」

　もう一度顎あご下したをさすってやる。すると、同じように蕩けるような顔になった。

「あ、あふっ、はわ……わぁ……」

　猫とは思えない声を出し、顔を慎太郎の指に擦こすり付けてくる。事情はわからないが、この行為をたいそう気に入っているようだ。

「お、おにょれ……このような攻撃に屈するほど、私は甘くは……」

　中指でサラッと顎下を撫でる。

「ああ、あわわ……………ううん、もう一回やって……」

　生意気だった猫がずいぶんと従順になった。

　それからしばらくの間顎あご下したを撫なで続けてやることで、猫はすっかり機嫌を良くした。

「猫の体など無能で忌いま々いましいだけだと思っていたが、このような隠れた快楽があるとは……ううん、猫の体もそんなに悪いものではないな」

　幸せそうな顔の猫。この様子ならどんな質問にも答えてくれるだろう。

「機嫌は直ったか？」

「うむ。今なら世界の半分をお前にくれてやってもよいぞ」

「別に世界なんか欲しくないけど……何なんだよ、お前。男に触られるのは恥ずかしいから嫌だったんじゃないのか？」

「アホかお前は。姿形が変わればものの受け取り方が変わって当然であろう。猫の状態で触られて、男と女の体の違いなどわかるものか。それくらい触る前に理解しろ。アホ」

　生意気な……

　その態度に呆あきれると、今度は着ている服が気になってきた。赤くて立派な服で、猫が着るにはもったいないほど立派なものだ。

「こんな豪華な服まで用意して……見た目も態度も、全部まとめて偉そうだな」

　何の気なしに、慎しん太た郎ろうは見れば見るほどよくできている服に手をかけた。脱がそうという意識はなく、ただ単に触れてみようと思っただけだ。

「こ、こらッ。何をするか」

　襟首を持たれてぶら下がっている猫が、恥ずかしそうに身をよじらせる。前足を胸の前にもってきて、裸を見られるのを嫌がっているようなそぶりを見せる。

「別に何もする気はないさ。ただ、よくできた服だなって思って……」

　そう説明をして、更に服を触る。すると、猫の恥ずかしそうな態度はみるみるうちに度を上げていった。

「こ、こら。やめろ。無礼であろうが、女の服に手をかけるなど。私はお前が触れることを許可してはいないぞ。やめろ。私がやめろと言っているのだから、死ぬとしてもやめろ」

　どうやら本気で恥ずかしがっているようだ。身み悶もだえする姿には、猫とは思えない妙な艶なまめかしさが備そなわっている。

「何言ってんだよ。猫なんだから、別に裸を見られたって気にするようなことは……」

「やめてくれ、頼む……………恥ずかしいんだ……」

　女の子の声でそう言われ、慎太郎の頭の温度は一気に限界まで下がってしまった。

　猫のくせして、服を脱がされると勘違いして恥ずかしがっている姿は、可愛かわいかった。

「あ、ご、ごめん……」

　反射的に、手を離して顔を逸そらす。一瞬だが、相手が猫だという意識は吹き飛んでしまっていた。抵抗もできないか弱い女の子の服を無理やり脱がそうとした錯覚に襲われ、意味のわからない罪悪感が込み上げてくる。

　くそ。なんでこんな猫相手に、こんな気持ちに……

　変な空気になり場が沈黙する。しばらく時間が経たつと、猫は恥ずかしがっていた自分を誤ご魔ま化かそうとするかのように、いっそう偉そうな態度で慎しん太た郎ろうに話しかけてきた。

「おいシンタロウ。貴様、王である私に恥をかかせるとは……………許さんッ。もう本当に許さんぞッ。お前だけは必ず、私がこの手で……」

「悪かったよ。だからとりあえず機嫌は直してくれ」

　指先で軽く顎あご下したを撫なでてやる。

「あ、あ、ふあ……こら、それは……」

　それだけのことで、猫の熱は一気に引き、蕩とろけそうな顔に変わってしまった。

「こ、こら……わたしは、おこっているのだぞ……だから、いまはそういうことをしている場合では……………あ、やんッ。ふぁあ……あ、もっと、やさしくして……」

　効果は抜群。激げつ昂こうしていた虎とらは、主人に擦り寄る猫に成り下がった。顔を指に寄せて、もっともっとと精一杯甘えてくる。

「機嫌は直ったか？」

「きげん？　ふぁ……わたしは何か、うんッ、怒っていたか……あ、きゃん……そんなことはいいから、もうちょっと右も……」

　ここまで効果があると、逆にこちらが戸惑ってしまう。

　本当に……何なんだ、こいつは。人の姿のときは触られるのは駄目なくせして、道端で服を脱ぐのは大丈夫で……猫のときは、触られたら気持ちよさそうな声を出すくせして、裸を見られそうになったらもの凄すごく照れて……

　とにかく話をして、少しでも多くのことを知るしかない。そうでなければ、この猫のことは一生理解できそうにない。

　持ち上げていた体を畳の上に下ろす。招き猫のような座り方で、猫は慎太郎の顔を見上げてきた。

「それで、話を戻すけど……お前はいったい何なんだ？」

　聞いても返事はない。甘く惚ほうけた顔で慎太郎の顔を見ている。

「おいッ。いつまでそんな顔してるつもりだ？」

　強めの口く調ちようで注意すると、やっとのことで猫の顔は元に戻った。

「うん？　何だ？　何か言ったかシンタロウ」

「言ったよ。お前は何なんだって、聞いてるんだよ」

　そう言われ、完全に偉そうな態度を取り戻す。どうやら、自分が話の中心に来るのが嬉うれしいようだ。

「何だ？　お前はキリュウの家の人間なんだろう？　だったら、私のように力を与えにきた者のことくらいは知っているのではないのか？」

「力を与えにきたって言われても……」

　思いつくことがないわけではなかった。ただ、言い伝えだと思い、本気にはしていなかっただけだ。

「お前が……俺おれの式しき神がみだっていうのか？」

「シキガミ？　お前の世界で、私たちのことを何て呼んでいるのかは知らないが、まあ大体はそんなところだ。私はお前を王にするために、こことは違う世界からやってきたのだ」

「こことは、違う世界……」

「そうだ。私が住む世界。その世界の王になるため、私はここにやってきた」

　猫の目がキラキラと輝いてくる。将来の夢を語る、子供のような瞳ひとみだ。

「お前の世界の王になるのに、何で俺のところに来る必要があるんだよ」

「何だ？　トロくて頭の回転が遅そうな見た目どおり、何も知らないんだなお前は。いいだろう。無能な者に徳と学を教えてやるのも王の役目だ。特別に私が説明してやるから、ありがたく聞くのだぞ」

「……そりゃどうも」

　気が短い人間だったらここで喧けん嘩かになっている。慎しん太た郎ろうは猫と喧嘩するのはバカらしいと自分に言い聞かせ、黙ってありがたい説明を聞くことにした。

「私が生まれ育った世界はこことは違う世界だ。文化や風習はだいぶ違うが、人が住み生活を営いとなんでいるという点ではこの世界とあまり大差ない。そしてその世界は、一人の偉大にして強大な王によって支配されている。その王が圧倒的な力を持っているから、私の世界は平穏にして確実な発展を遂とげていくことができている。そこまでは理解できるか？」

「ああ。理屈は理解できるけど……」

「だが、どんなに優れた王とはいえ、その存在は永久不変のものではない。万人を支配する王でも、万物を支配する神が決めたことに逆らうことはできない。どのように強い者でも、いつかは必ず死というものが訪れる。そのとき、王を失った世界がどうなるかくらいは、愚ぐ鈍どんそうなお前でも理解はできるだろう？」

「愚鈍は余計だけど……まあ、大体はわかるさ。みんなが勝手に戦争をしたりするんだろ」

「そうだ。そうなってしまっては、世界は必要としない混乱を迎えてしまうことになる。それを防ぐために、私の世界では次代の王を決めるためのある慣ならわしがあるのだ」

「どんなものなんだ？」と聞くと、猫は勿もつ体たいつけたように笑った。

「それは、異世界の王を決める争いに参加し、王に必要な資質を見定め、手に入れるというものだ」

「王……」

「そうだ。異世界……この場合ではこの世界のことだな。この世界での王を決める戦いに参加している者に力を貸し、王になる手助けをする。そうして、自分が助力した者が王の位くらいを掴つかむことで、私は、私が本来存在している世界の王になることができる。これは私の世界で歴史というものが生まれたときから、悠久に続いている慣ならわしだ」

　猫背のくせして、段々と自分の胸を張ってきている。事情を説明しているだけなのに、どうしてここまで自信満々になれるのだろう。

「よって、私はお前に力を貸してやる。喜べ。一人では何もできそうもない愚かなお前に、将来の王である私が力を貸してやるというのだぞ。今からでも遅くはない。先ほどまでの非礼を詫わび、誠心誠意私に尽くせ」

「尽くすって……具体的にはどんなことをしてほしいんだったっけ？」

「足でも舐なめろ。お前の格と私の格、どちらが上なのかここではっきりさせるのだ」

「……誰だれが猫の足なんか舐めるかよ」

　流れるような手つきで偉そうな猫の顎あごを撫なでる。一変、偉そうだった顔が、快感にぼろ負けしている情けない顔に変わった。

「にゃんっ。あふ、あ……こ、こら、はなしの途中にそれをするのは、ひきょう……だぞ」

　説得力のない顔で文句を言ってくる。

　その顔が本当にどうしようもなく不細工で、優越感どころか哀あわれみを覚えた。

「お前が俺おれのところにきた理由は大体わかったよ。でも、お前のその姿は一体何なんだ？　王になるって言ってたけど……お前が言ってる王って、猫の王のことなのか？」

「……………」

　猫を黙らせるのに便利な手法は、少々威力がありすぎるようだ。蕩とろけるような瞳ひとみをしたまま、猫はあさっての方向を見つめている。

「おい。話に集中しろよ」

　軽い力で横っ面つらをはたく。正気を取り戻すと、猫は偉そうな顔で強く睨にらみつけてきた。

「貴様ッ。王になる者である私の顔をはたくとはどういうことだ？　本来なら、触れるどころか視界に入れることすら許されないほど、私とお前では格が違うのだぞッ」

「わかったよ。叩たたいたことは謝るから、ちゃんと質問に答えてくれ」

「ふんッ。私は多分に納得していないが……まあいい。今回だけは許してやる。それで、私に聞きたいこととは何だ？」

「お前のその姿だよ。出会ったときはちゃんと人の姿をしてたのに、何で今は猫の格好なんかしてるんだ？　偉そうな服着て、四本足で歩くのが屈辱だって言うんだったら、猫の格好なんてしなかったらいいだろ」

　慎しん太た郎ろうの言葉に顔色を変える。

　嫌なことを思い出して悔しがっている。そんな風に見えた。

「私だって、好きでこのような姿をしているわけではない」

「じゃあ何でだよ？」

「これが、この世界にやってくるための代償だから仕方なくだ」

「代償？」

「そうだ。どんなに立派な志こころざしを持っていようが、所しよ詮せん、私はこの世界の人間ではない。どんな世界であろうが、世界にはその世界のルールというものがあるように、この世界は別の世界からやってきた私の存在を拒んでいるんだ。だから人という、存在が大きな生き物の姿をし続けていると、それだけで大きく力を消費してしまう」

「力を消費するって……じゃあ、その力が失なくなるとどうなるんだ？」

「本来の世界に戻されることになるな。そうなってしまっては、もう二度とこちらの世界に来ることはできん。王になるという私の約束された未来も、そこでお終しまいになってしまう。だから私は、屈辱的だということがわかっているが、あえてこの姿で……」

　忌いま々いましそうに、自分の手の平を握り締めようとしている。だが、猫なのでそれが上う手まくできない。

「猫が嫌なら他の姿になればいいじゃないか」

「アホッ。それができるのであれば最初からそうしている。私の家系は、こちらの世界に来るとこの姿になると昔から決まっているから……嫌々、それを受け入れることにして……くそッ。忌々しきはこの猫の体。一いつ糸し纏まとわぬ裸体を晒さらして、四つんばいで外を歩き回るなど、将来の王である私にできるものかッ」

　言葉の羅列だけを聞くと凄すさまじいことを言っているように聞こえるが、猫の姿をしているので、「何を言ってるんだろう、こいつは」くらいにしか思えない。

「お前が言ってることもわかるような気がするけど……別に、猫が裸で歩くのは普通のことなんだから、そんなに恥ずかしがることは……」

「アホ。アホ。アホ。シンタロウのアホ。この先私のそばにいようという男なのだから、私のそういった心情くらいは簡単に理解しろ、アホ」

「……人間のときは、道端で裸になってたじゃないか」

「あれはいいのだ。人間のときの私は、誰だれが見ても見み惚ほれるほど美しい裸体を持った美女だから、見られたところで恥ずかしがる必要などは一切ない」

　胸を張り、顎あごを上げ、超がつくくらい偉そうな自分を見せつける。言葉の通り、それだけ自分に自信があるということなのだろう。

　まあ、今はただの猫だが……

「でも、触られるのは駄目なんだろ？」

「うッ。そ、それはだな……」

　一転して、恥ずかしそうな顔を見せる。その点は、自分の欠点だと認めているようだ。

「それも仕方ないのだ。私の世界では、貴族の家に生まれた娘は成人するまで家族以外の男と触れ合うことが許されん。色々な世話は全すべて女たちによって一任される。だから、初めて触れた男に少々戸惑っただけだ。覚悟はしていたのだが……まあ、仕方ないことだな。しかし、だからといって、私を侮あなどることは許さんぞ。そういう事情で男との交流は一切なかったわけだが、その分女との交流は不必要なまでにとってきたつもりだ。だから、女の扱いに関してはお前の何百倍も心得ているから、私に嫉しつ妬とするなよ」

「するかよ……って、それで姉さんに向かって服を脱げとか言ったのか？」

「ふっふっふ。まあ、そういうことになるかもしれんな。どのような彫刻や宝石よりも、女の裸のほうが美しいから興味があるというのに間違いはないが……それよりも、他の女の裸を見たら自信がつくのだ」

「どんな？」

「私の裸のほうが何百倍も美しい」

　呆あきれて、言葉にならなかった。人間、ここまで自分を好きになれるものなのだろうか。

「もしも自分が世界で一番美しい宝石を持っているとしたら、他の人間に見せびらかしたくなるのは当然のことであろう。私がやっているのはそれと同じだ。まあ、私の場合は美しすぎて、自慢ではなく惨ざん殺さつに近いことになってしまうのだがな」

　どれだけ攻撃力があれば、心を惨殺できるんだよ……

　突っ込みたかったが、そこはあえてやめておいた。下へ手たに刺激して、自慢攻めを受けるのも辛つらい。

　猫の機嫌が変わらないうちに、慎しん太た郎ろうは話を元に戻し先に進めることにした。

「そういえばお前、私の家系って言ったけど……お前みたいなのがこっちに来るのは、初めてじゃないのか？」

「お前ではない、イリスだ。これ以上礼を逸いつした態度を取るというのなら、私もそれなりの無礼で返すぞ」

　そう言って、拗すねる。

　散々偉そうにしておいて今いま更さら無礼も何もないと思うのだが、これ以上開き直られても困るので、慎太郎は一応謝罪しておくことにした。

「悪かったよ。それで、さっき聞いたことだけど……」

「私のような存在のことか？　それならば答えは、何度もあるというものになるな。この世界での王の争いには何度も参加しているし、それなりの知識も持っている。そうでなければ、私が猫の服を用意しており、お前の名前を知っていたことの理由が説明できないであろう」

「なるほど。そう言われてみれば、確かにそうだな」

「そうだ。これからは、そういうことは言われる前に理解するように心がけておくのだぞ。そうでなければ、頭脳明めい晰せきな私との会話が成り立たなくなるからな」

「はいはい」

　無礼な言動は適当に受け流す。短い会話の中で、イリスとの付き合い方を理解したような気がする。

「私のことは大体これで説明したことになるな。では、次はお前が私に自分の説明をする番だな」

「俺おれ、のことか？」

「無論だ。何だ？　この先、私とお前で明日の天気の話でもすると思ったか？　だったらしてやる。明日は晴れだ。よし、これでこの話は終わりだ。お前は自分のことを話せ」

「……」

　小さく素早くバカにされたような気がするが、気にしてはいけない。この程度のことを気に病んでいては、この猫との会話はできない。

　何から話せばいいのかな。

　適当に思い浮かべ、まずは当たりさわりのないことから話すことにした。

「名前は、桐生きりゆう慎しん太た郎ろう。高校に行ってて、学年は一年だよ」

「コウコウ？」

「学校のことだよ。そっちがどんな世界なのかは知らないけど、お前の世界にも、文字の読み書きを教える場所くらいはあるだろ？　それの、こっちの世界での呼び方だよ」

「ほう。それは中々興味深い場所だな。どんなことを教えるのだ。気け高だかい女性の喜ばせ方か？　それとも、不愉快な男の叩たたき潰つぶし方か？」

「……世界中探しても、そういうことを教える学校はないと思うけど」

「何だ。だったら、あまり面白くはなさそうだな」

　つまらなそうにため息をもらすイリス。一度でいいから、彼女の思考回路を覗のぞいてみたいものだ。

「とにかく、俺は高校に通ってる普通の人間だから。自己紹介って言われても、大したことは言えないから……」

「ふっ。つまらない謙けん遜そんはやめろ。私にはわかっているぞ。お前はこの世界の王になる器うつわを持った者なのであろう？　だからこそ、私という偉大な存在を引き当て、味方にすることができたのだ」

「王……か」

　浮かんできたのは、一いつ色しきという言葉だった。

　気づけば、慎太郎は無意識のうちに自分の目に触れていた。

「こっちの世界には、一色っていう名前があるんだよ……それが、こっちでは王様の位くらいって呼ばれてるんだ」

「イッシキ……聞かぬ名だが、その名前にはどれほどの力があるのだ？　王の位と呼ばれているのだから、それほどの力はあるのであろうな？」

「ああ。ある……と、思うよ」

「思うとは何だ？　お前は、幻想のために他の者と争っているというのか？」

「俺おれも、詳しいことは知らないんだ。ただ、一いつ色しきにはそれだけの価値と力があるっていうから、俺は……」

「誰だれに言われたのだ？」

　盲目になってしまった姉の顔を思い出す。慎しん太た郎ろうはポケットの中に手を突っ込むと、『色しき彩さい虚こ空くう』という名前の刀の刃先を握り締めた。

「姉さんだよ」

「シズカか？　ほう、イッシキという名前の王に関しては、お前よりもシズカのほうが知識があるということだな」

「……そうだな」

「そうか。ならば、詳しい話は後でシズカに聞くとして……二つほど早めに知っておきたいことがあるから答えろ。この世界の王はどうやって決めるのだ？　私の世界のように、誰かに助力するということではないようだが……」

「簡単だよ。お前が助力するってことは……俺が力を使うってことだろ。単純な話だ。力を使って戦って……最後まで勝ち残った奴やつが、王様になれるんだ……」

　単純だからこそ、好きにはなれない理屈だった。要は、王になりたければ戦争をして勝ち残れということなのだから。

「なるほど。それはわかりやすいな。王とは最も力が強い者のことをいう。それを、最もわかりやすい形で決めようというのだな……私がお前を見つけたときに争っていた娘も、そのイッシキという名前を目指している者だということだな」

「……そうだよ」

「よし、理解した。ならば次の質問だ。お前はどうして王を目指しているのだ？」

「……」

「どうした？　難しい質問ではないであろう。一色という名前の王になって、お前はいったい何がしたいのだ？」

　数秒の無言。空気を察したのか、イリスは何も言わなかった。

「……姉さんを、助けてやりたいんだよ」

「シズカを助ける？　なぜだ？　私の見立てでは、シズカは誰かの助けを必要とするような女には見えなかったぞ」

　思い出す。

　慎太郎は、ポケットの中の刃先をよりいっそう強く握り締めた。

「……一色になったらな、名前と一緒に、不思議な力がもらえるらしいんだ」

「力？」

「ああ……なんでも願いが叶かなえられる、不思議で、強い力さ。それで、俺おれは姉さんの目を治してやりたいって思ってるんだ。だから、一いつ色しきって名前のために戦うことにして……」

「そうか。極めて個人的な理由というのが少々気に入らんが……まあ、一人の女のために王を目指すという理屈は嫌いではない。わかった。それならば私はお前に力を貸してやる。喜べシンタロウ。私がお前ごときに力を貸して言っているのだぞ」

「そう。それはどうもありがとう」と、慎しん太た郎ろうはイリスの言葉を適当に流した。

　慎太郎は養子だった。

　桐生きりゆうの家には、一色の名前のために戦うという宿命がある。そのために強い子が求められるのは当然のことで、人にはない不思議な力を持ち、戦って生き残れる強さを持っているから、慎太郎は桐生の家に養子に取られた。

　故ゆえに、姉の静しず華かとは血が繋つながっていない。そしていつしか、静華のために命をかけて戦っても良いと思うようになってしまった。

　不思議な力が宿った眼めに触れる。

　停てい眼がん。

　そんな名前の力があるから、慎太郎は、姉のために戦うことを選んだのだ。

「お前のことも少しは聞いてたんだ。一色の戦いに参加する奴やつには、『皇こうの式しき神がみ』って呼ばれる、不思議な生き物が味方をしてくれるって。それで、半信半疑でも少しは期待してたんだけど……」

「ふっふっふ。みなまで言う必要はないぞシンタロウ。期待以上で感激しているのだな。わかっているぞ。だからそんなに褒ほめるな。照れてしまうではないか」

　気分よく狂っているようなので、本当のことは何も言わないでおこう。

　一応味方で、一応神なのだ。傷つけないに超したことはない。

「シンタロウ。この世の最高である私を味方にしたお前に、もっと嬉うれしくなるようなことを教えてやろう。こちらの世界の月の神に、名前はあるか？」

「月の神の名前？　すぐに思い出せないけど、名前だったら確かあったような……」

　ふむと、招き猫のように座った猫が頷うなずく。

「私の世界では、月というのは絶対的な美と、強さの象徴なのだ。優しく威厳がある光で、煌こう々こうと全すべての人間を照らし、その存在を誇示し続ける。美しさと強さの象徴として、私の世界では賛辞を贈る際によく月という言葉が使われる。その中でも『麗しき月の夜フイルテイアレイイリス』という、数十年に一度しか見ることができない幻の月が出る夜がある。その日は月の女神がこの世に降り立った日として、世界中の人間すべてが月の持つ魔力に魅了されてしまう日なのだ」

「ふーん。それはロマンチックな話だけど……それがどうかしたのか？」

「アホだなお前は。そこまで説明したら意味はわかるであろう？　私の世界に住む月の神は女で、名前があるのだ。その神の名前こそ――」

「……イリスか？」

「そうだ。私は、美しさと強さを合わせ持った月の神と同じ名前を持っているのだぞ。それだけで、どれだけ私が偉大な存在であるかが容易に想像できるであろう。わかるか？　わかったのなら今からでも遅くはないぞ。跪ひざまずいて泣いて許しを請こい、私の足を舐なめろ。そうすれば、蒼あおく麗うるわしき月の偉大さをお前にも感じさせてやる」

　偉そうに……麗しき月だろうが何だろうが、今はただの猫のくせして。

「どうだ。ここまで話せば、無知で無能で不細工なお前にも、私の偉大さが理解できたであろう。それさえ理解すれば、寛大な私はお前の今までの無礼を全すべて許してやるぞ」

　自分のセリフに興奮するイリス。

「お前はこの世界の王である一いつ色しきの名前をかけ戦っているのであろう。だが、安心して歓喜しろシンタロウ。私がお前のもとにやってきたからには、お前の勝利は約束されたも同然だ」

　突如として二本足で立ち上がり、イリスは猫のものである自分の胸を張る。

「さあシンタロウ。ここで私の存在と力を欲しろ。そして共に、自らの願いを叶かなえようではないか」

　立ち上がったイリスは、自信満々、そんなことを言い放った。

　政治家のスピーチのように熱を持った演説だが、慎しん太た郎ろうにはあまり届いていない。イリスとは逆に、冷めた頭で冷静な態度であった。

「……………いや、お前が何かの役に立つとは思えないんだけど」

「にゃ、にゃにおッ」

　驚き憤慨したイリスがバランスを崩して派手に転ぶ。そのまま畳に這はいつくばり、立ち上がろうとしない。

「お、おのれ……無礼もここまでくると許しがたい。言うに事欠いて役に立つには思えないだと。超一流の「契約術師ソリユースト」である私に対してその暴言。宣戦布告と受け取るぞ」

「なんだよソリューストって？」

「私の世界で力を持っている者の呼び名だ。世界に存在するあらゆるものと契約をして、その力を引き出すことができるのが契約術師だ。私とお前が契約すれば、私が契約している力をお前のものとして引き出すことができるのだが……今の言葉で私は機嫌を損そこねたぞ。お前に力は貸してやらん。せいぜい自分の無力さを思い知って地面に這いつくばるがいい」

　畳の上に這いつくばっている猫の一声。当然、慎太郎の耳が痛むことはない。

「そうするよ。せっかく違う世界から来てくれたのに悪いけど……俺おれは、別に必要以上の力なんて望んでないから」

「何を言っている？　王を目指す者であれば、力と色いろを欲するのは当然のことであろう。必要以上の力は必要ないだと？　そんなものは、背負ったものの重さに耐えられない軟弱者の言うことだッ」

「いいよ、それでも。俺おれはちゃんと戦えるだけの力を持ってるから……意味もなく、強くなりたいなんて思ってないんだ」

　偽いつわらざる慎しん太た郎ろうの気持ち。だが、慎太郎を王にして、自分が王になりたい猫はそれでは納得しない。

「何をふぬけたことを言っているのだッ。このアホッ。強さと力はいくらあっても満足できるものではないであろうがッ。そこに座れッ。私が一からお前に王の道というものを説いて……」

　ゴチャゴチャとうるさそうだったので、慎太郎は例の手でイリスを黙らせることにした。

　軽く優しく顎あごの下を撫なでてやる。それだけで覇気は身を潜ひそめ、瞳ひとみは蕩とろけたものへと変わってしまった。

「きゃふっ……あ、お、ふ……………あ、やん、きもちいい……もう一回だけやって」

　少女の、甘く蕩けた声が響き渡る。それを慎太郎は、苦々しい気持ちで聞いていた。

　ギャーギャーとうるさいのが収まるのは確かに便利なんだけど……この声だけはどうにかならないかな。人には聞かせられないし……第一、聞いている俺が照れる……

　だがそれでも、可愛かわいらしい容姿をした猫が気持ちよさそうな顔をしているのは、見ていて楽しい。その顔がもうちょっと見たかったので、慎太郎は調子に乗って撫でる指の速さを増した。

「あ、だめ……そういう、らんぼうなのは……………ちょっと、好きかも……あふん」

　甘い声が響く。

　照れて顔が赤くなった慎太郎は、調子に乗ったことを反省しつつ、身み悶もだえるイリスから手を引いた。





「学校はどんなところだ？　面白いのか？　楽しいのか？　私を満足させるだけのものはちゃんと用意されているのか？」

　スポーツバッグから顔だけを出して、猫がそんなことを聞いてくる。

　次の日。本人がどうしても連れて行けと主張するから、慎太郎は嫌々イリスを連れて学校に行くことになった。無論、慎太郎としては絶対に選びたくない選択肢であったわけだが、心の広い姉が「一度だけならいいではないか」と言ったので、渋しぶ々しぶながらその選択肢を選ぶことになってしまった。

　なので今日は、部活にも入っていないのにスポーツバッグを持って登校することになった。中にはタオルが敷き詰められており、動物を入れて移動できるものになっている。そのバッグから顔だけを出して、イリスは猫の姿のまま慎しん太た郎ろうに話しかけていた。

「おい、あんまり喋しやべるなよ。服を着てる段階でお前は普通じゃないんだから……この上喋ってるところまで見られたら、大騒ぎになるだろ」

「ふっふっふ。それは当然であろう。私は将来王になる者だぞ。その魅力で人を惹ひきつけるのは至極当然のことではないか」

　自信満々で語る首だけの猫。面白がって弄もてあそばれるという発想は微み塵じんもないらしい。そういう、超がつくくらい楽天的な性格が少し羨うらやましかった。

　学校が近づくに連れて、生徒の数が多くなる。イリスの姿を見られたら面倒なので、この辺りでバッグの中に引っ込めておいたほうがいいだろう。

「いいか。家を出るときにも言ったが、お前は絶対に喋るなよ」

「わかっている、安心しろ。私は王だぞ。約束は天に誓って守る」

「どうだか」

　不意打ち気味に、頭を押してバッグの中にイリスを突っ込む。喋らないという約束だったのに、バッグの中からは罵ば詈り雑ぞう言ごんにも似た文句が聞こえてきた。

　まあ、面倒なことになりそうだったら、鞄かばんから出してその辺に捨てていけばいいか。

　そう結論付けて、慎太郎は学校に向かうことにした。

　何気ない、いつもどおりの登校風景。目につくのは同じ学校に通う生徒ばかりで、たまに出会う知り合いが朝の挨あい拶さつをしてきた。

「……」

　一人だけ、不自然なほどに凛りんとした空気を放っている少女がいた。

　細身の体だが、弱々しい雰ふん囲い気きは一切ない。鍛えられて、無駄な肉がついていないという感じだ。髪の毛は黒く長く、それを頭の右側で一つにまとめている。髪の毛は艶つややかで、それが彼女の気け高だかさを演出している。

　鋭い眼光からは、生き真面目まじめそうな性格が窺うかがえた。抜き身の刃物のような雰囲気。触れたら、切りつけられてしまいそうだ。

　ごく普通の通学用の鞄を片手に持ち、もう一方の手には、長い棒状の物を入れた袋を持っている。その袋の中身を慎太郎は知っている。あの中には二本の木刀が入っているのだ。

　相そう馬ま香か澄すみ……昨日、慎太郎に凶刃を向けてきた少女だ。

　慎太郎が通う学校には剣道部というものがない。道場はあるのだが、剣道部自体は過去に不祥事を起こして失なくなってしまったらしい。

　そんな、忘れ去られていくだけだった剣道部を復活させた――正確に言えば、同好会として再出発させた人間が彼女だ。部員は彼女しかおらず、活動自体はしていないに等しいが、それでも、彼女は剣道部を一人で作り直した。そのおかげで、学校ではちょっとした有名人になっていた。

　誰だれが信じてくれるだろう……昨日、あの子に殺されかけたって。

　片手に握っている棒状の物の正体は木刀だ。だが、それには仕掛けがしてあって、中には本物の刃が隠されている。

　身がすくむような輝きを持った刀が二つ。それが、彼女が持っている物の正体だ。もちろん、その事実を知っているのは慎しん太た郎ろうだけだ。

「一いつ色しきか……」

　殺されそうになった理由はその名前だ。彼女も、慎太郎と同じく一色の名前のために戦うことを選んだ人間なのだ。

　名前と力を手に入れるために、刀を使って殺そうとしてきた。

　昨日のことを思い出すと、朝から気が滅め入いっていく一方だった。

　慎太郎に気づかず、香か澄すみは一人で学校へと向かっていく。話しかけるものは誰もいない。

　抜き身の刃に触れることを皆が嫌がるように、彼女は誰にも触れられることなく、一人歩いていった。

「……昨日は逃げたけど……逃げたら、駄目なんだよな……」

　掛ける言葉などあるわけがない。その後姿に気づかれないように、慎太郎は身を小さくして学校へと向かっていた。





「お前はもう二度と学校には連れてこないからな」

「何だ？　王になろうという人間が小さいことを言うな。誰にだって過あやまちというものはあるだろう。私の場合はそれが少し困ったタイミングで起こっただけではないか。だからそんなに怒るな。むしろ許せ。私がどれだけ深く反省しているか、この態度で察しろ。アホ」

　放課後。人ひと気けのない廊下で、慎太郎はスポーツバッグの中の猫と会話をしていた。

　怒っている理由は、授業中にイリスが「腹減った」と大声でぼやいたからだ。幸い、教室内の全員が受け流したからよかったようなものを……心の中では、絶対に慎太郎を授業中に奇声を発する変人扱いしたに決まっている。

　それを思うと、今でも顔から火が出そうなくらいに恥ずかしかった。

「大体、腹減ったってなんだよ。猫とはいえ、お前の元は人間の女なんだろ。だったら腹が減っても我慢するくらいの、おしとやかさを見せろよ」

「うるさいな。女であろうが猫であろうが、腹が減るときは減るんだ。私は育ちがいいから我慢というものがあまり好きではないのだ。だからそれくらいのことでピーピー言うな。まったく、お前のほうこそ男のくせして器うつわが小さい。私を見習ってもっと大きな人間になれ。アホ」

　何て生意気な奴やつなんだ……

　帰り道の途中で捨ててしまいたい。その欲求を何とか堪こらえるために、慎しん太た郎ろうは深く大きく深呼吸をした。

「……まあいい。とにかくもうお前は学校に連れて行かないから。これからは家で大人おとなしくしてろよ」

「ふんッ。それは私の言葉だ。ものを学ぶところだというから、どれだけ優ゆう雅がで愉快なことを教えてくれるのかと期待していたのに……教わるものは文字ばかりではないか。まったく面白くない」

「当たり前だろ。学校はそういうところなんだよ。わかったら、これからは学校に行きたいなんて言うなよ」

「ふんッ。アーホ」

　生意気にも限度があるので、黙らせることだけを目的として、慎太郎はイリスの顎あごを撫なでてやった。それだけで、態度が一変して従順な猫に変わる。

「あ、あ……ちょ……ここでは……あ、やん……」

　だが、代償としては人には聞かせられない声を出すので、慎太郎は急いでバッグを閉めてイリスを封印する。

「ったく。百害あって一利なしじゃないかよ。この神様は」

　イリスが入ったバッグを背負い下駄箱を向かう。バッグの中から「シンタロゥ……もっとぅ……」という声が聞こえたので、一度だけ大きく鞄かばんを振っておいた。





　姉が帰りを待っているので、いつもだったら寄り道はせずに帰るところなのだが、今日は事情が違った。

　敷地の片隅、今は誰だれも寄り付こうとしない剣道場に慎太郎は向かっていた。

　他のクラブにとっては関係のない場所なので人影は少ない。遠くのほうで運動部の声が聞こえる以外は、特にこれといった物もない寂しい場所であった。

　道場の入り口の前に立つ。正しい作法などはわからないので、慎太郎はとりあえず引き戸になっている扉をノックした。

　返事はない。

　恐る恐る顔を覗のぞかせながら、慎太郎は中の様子を窺うかがった。

　剣道部が廃部になってだいぶ経たっているはずなのだが、荒れている形跡はどこにもなかった。的確な表現ではないのかもしれないが、生きている死んでいるで言えば、この道場は間違いなく生きていた。

「……」

　床には雑ぞう巾きんがけの跡があった。ここの主あるじがこの場所を大切に扱っていることが、それだけでわかる。

　靴を脱ぎ、道場の奥のほうに歩を進める。神聖さを宿した空気は、奥にいくたびにその密度を増していった。

「部員は……あの子だけだって聞いてたけど……」

　たった一人でこれだけのものを作り上げている。その事実に、頭が下がりそうだった。

「何か用？」

　声をかけられ、振り返る。

　朝と同じ、凛りんとした雰ふん囲い気きそのままに、剣道着姿の相そう馬ま香か澄すみが立っていた。

「別に、用ってわけじゃないけど……」

　片手には木刀が握られている。気の強そうな態度で、香澄は右側でまとめられている髪の毛を弾はじくようにしてかきあげた。

　慎しん太た郎ろうは、威圧感に押されるように一歩だけ引いた。

「ここはあんたみたいな人間が来るところじゃないの。何をしに来たのかは知らないけど……邪魔で鬱うつ陶とうしいだけだから、どっか行ってよ」

　ずいぶんな言われよう。刀ではなく言葉で、ざっくりと切られた気分だ。

　一定の間合いを保ったまま、香澄が道場の奥に場所を移す。慎太郎はそれを目で追った。

「昨日は、大した話ができなかったから。ここでなら、少しは話ができると思って来たんだけど……」

　やっと、慎太郎に対して興味が湧わいたようだった。きれいな瞳ひとみが慎太郎を見つめてくる。

「話？　あたしとあんたが何を話すっていうのよ？　あたしとあんたで話すことなんて何もないし、そもそも、あたしはあんたなんかと話なんてしたくないわよ」

「そりゃまあ、そうだけど……寂しいじゃないか。喧けん嘩かだけして、後はそれでさようならなんて。袖そで振り合うもなんとやらって言うだろ。だから、少しくらいは話をしても……」

　手に持つ木刀を慎太郎に突きつけてくる。

　悲しいくらい、そこには敵意しかなかった。

「何よ、ビビってんの？　だったらやめちゃえば。そっちのほうが、あたしも楽でありがたいし」

「……ま、それは確かにそうなんだけど」

　こういう、攻撃的な態度はやめてほしい。言いたかったことを忘れてしまいそうになる。

「それとも何？　昨日の決着を、ここでつけるっていう気？」

「そういう風に見えるか？」

「全然。昨日も、適当なことを言ったら、あんたはさっさと逃げ出したじゃない」

「適当なことじゃないさ。俺おれにとったら、結構大事なことだ」

「あたしが女だっていうことが？　そんなの、どうでもいいことじゃない」

　昨日は、それを確認して逃げ出した。

　一いつ色しきの戦いに参加している以上、どこで誰だれと戦うことになっても構わないという覚悟を、慎しん太た郎ろうも持っているのだが……初めての相手が、女の子だとは夢にも思わなかった。だからどうしていいのかわからず、昨日は逃げ出したのだ。

「女も男も関係ないじゃない。要は勝って、強いってことを証明したらいいだけでしょ。それとも何？　あんた、そんなこともわかってないの？」

「それくらい俺おれも理解してるよ。ただ、あんたは女の子なんだから……」

「何度も言わせないでよッ。それがどうしたって言うの？　そんなことあんたに言われても、あたしは嬉うれしくもなんともないんだから」

「……そう。じゃあ、何も言わないけど」

　結局、戦うことになる。

　わかっていたことなのに、どうしてこんなにも悲しいんだろう。

「ここは私にとって大切な場所なの。だから、あんたなんかと戦って汚したくない」

　突きつけていた木刀を収め、背中を向ける。

「自然公園は知ってる？」

「一応……」

「その東に、あまり人の来ない噴水があるから。七時にそこで待ってて。昨日の決着をつけてあげる」

「……また逃げるかもしれないけど」

「だったら一生逃げ続ければ。あんたの想おもいはその程度だったっていうだけのことで、あたしは痛くも何ともないんだから」

　手痛い返事に、慎太郎は返す言葉もなかった。

「……わかったよ。じゃあ、俺も逃げずに戦うさ」

　香か澄すみに背中を向ける。結局、一言も言いたいことが言えていないことに気づいた。

「待って」

　呼び止められ、振り返る。

　凄すさまじい速さの踏み込みから、木刀が振り下ろされた。

「……ここで戦うのは嫌なんじゃなかったのか？」

「ふん。ちょっと、試しただけよ」

　それなりの余裕を持ち、慎太郎は背負っていたバッグでその攻撃を防いだ。本気の打ち込みかどうかわからないが、この程度の攻撃なら、何度でも防ぐことができる。

「安心したわ。弱い奴やつをいじめるのは、好きじゃないから……」

　そのセリフを吐き、髪の毛を弾はじくようにしてかきあげる。

「そういえば、昨日の金髪の女って何なの？　あんたと一緒に逃げてったみたいだけど」

「え、あれは……」

　俺おれの式しき神がみです。と、説明するのも面倒なので、慎しん太た郎ろうは適当に誤ご魔ま化かすことにした。

　慎太郎の説明に納得していない様子だったが、結局は興味がないのだろう。香か澄すみは深くは聞いてこなかった。そして香澄の姿が道場の奥に消えていく。

　追いかける理由が何もないので、慎太郎は何も言わずに道場を後にした。

「七時か……」

　とりあえず、姉に帰りが遅れるという連絡をしよう。そうしないと、あの人はいつまでも玄関で帰りを待ち続けてしまう。

「戦う理由は人の数だけあって、最後に勝ち残るのは一人だけ……か」

　あの子は、何で一いつ色しきの名前と力を求めているんだろう。

　聞き忘れたことを、少し後悔した。

「しょうがないか。俺にも、負けられない理由があるんだから」

　姉のために。

　慎太郎も、進むべき道を譲ることはできなかった。

　……………うん？　そういえば何か大切な事を忘れているような……………

　思い出した瞬間、血の気が引いた。

　木刀の一撃を防いだバッグの中には……確か……

「しまったぁッ。お、おいッ、大丈夫……………か？」

　ビクビクしながらバッグを開ける。

　肉片が飛び散っていたらどうしよう。そんな想像までしてしまった。

「お、おい……」

　バッグの中には、かろうじて原形を留とどめた猫の姿があった。ただ、その顔は恐怖とショックで引きつって固まっている。

「シ、シンタロウ……何が起こったのだ？　さっき、カミナリが……ここに……」

「わ、悪い。すっかり、忘れてたから……」

　ガチガチに固まった顔を、慎太郎のほうに向ける。どれだけの恐怖を味わったのか。その顔が雄弁に物語っていた。

「わ、私はもう二度と、学校なんて場所には来ないぞ……」

　残された気力でそう言うと、イリスはコテンと気を失ってしまった。





「シンタロウはいざとなったら私を盾たてにして逃げるつもりなんだな。わかった。そっちがその気なら、こっちにも考えがあるぞ。ここからは協力関係はなしだ。せいぜい、前から向かってくる槍やりではなく、背中から飛んでくる弓矢に気をつけることだな」

「悪かったって言ってるだろ。王様なんだからそれくらい許せよ」

「許すにも限度というものがある。殺されかけておいて、おいそれと許してやれるものか」

　約束の公園。噴水を前に、慎しん太た郎ろうはベンチに座って彼女を待っていた。横にはスポーツバッグが置いてあり、そこから猫の生首が覗のぞいている。

「お前の気持ちはわかるよ。だから、悪かったって言ってるじゃないか」

「その程度の言葉で許されるか。許してほしいのであれば……」

「足を舐なめる気はないから、これで勘弁してくれ」

　バッグから出ている顎あごを優しく撫なでてやる。機嫌はともかく態度はこれで確実に変わる。

「おっ。こら、そんな方法、何度も私に通用すると……」

　少しは我慢したようだが、最後はあっけないほどあっさりと陥落してしまった。

「あ、うん……にゃんっ……あ、あふ……やぁん、あっ、もうちょっと、みぎも……」

　どうやら機嫌も直ったようだ。徐々に声こわ音ねが甘くなってくる。

　こいつを黙らせる方法としては凄すごく便利で、猫を可愛かわいがるのもそんなに悪い気はしないんだけど……

「ううん……もう許してやるぞ、シンタロウ……あ、待って。まだやめないで……」

　……声だけは、何度聞いても慣れないな。

　顔が赤くなっていくのがわかる。

　純情な慎太郎は少女の甘い声を聞き続けることができず、機嫌が直ったのを確認すると、弄もてあそんでいた指を猫から離した。

　七時が近づく。

　辺りが闇やみに染まっていく。

　お遊びは、もうお終しまいだ。

「悪いな。お前の相手はここまでだ。鞄かばんから出してやるから、何かあっても、自分の身は自分で守れよ」

「ふぇ……なにか、いったか？」

　彼女が姿を現す。

　戦う前だというのに、なぜか、どうしようもないくらい、気分が昂たかぶらなかった。

「お待たせ」

「……………待っちゃいないさ。出来ればあんたが逃げ出すことを、俺おれは願ってたよ」

　姿を現した相そう馬ま香か澄すみに向かって、桐生きりゆう慎太郎はそんな軽口をきいた。



    

  
    
      



    

  
    
      


２「時を止める瞳ひとみ」



　振り下ろされる刃をかわして間合いを取る。

　真剣で切られたことはないが、傷の痛みくらいは容易に想像できる。あれは、当たってはいけないものだ。

　正面に立つのは、熱のこもった瞳を向けてくる相そう馬ま香か澄すみ。木刀としての封印を解いた刀を両手に持ち、しなやかな体技を見せつけてくる。

　左手に握られた刀が、慎しん太た郎ろうの胸の高さを通り抜けていく。軽く跳んでそれをかわした。

「刀は銃刀法違反なんじゃないのか？」

「何言ってんのよ。これは、そういうのを無視した戦いでしょ」

「……そういえば、そうだったな」

　一いつ色しきの戦いに常識というものは通用しない。法や掟おきてというものを超えた、自分の意思を押し通す強き者を決める戦いなのだから、常識などが通用するわけがない。

　好きな武器を使って、好きな戦い方で、好きなタイミングに、勝ち負けを決めたらいい。それ以外、ルールらしいものは特にはなく、その結果生まれてしまう不都合は全すべて今の一色が処理してくれる。

「女の子は、おしとやかなほうがいいと思うけど……」

「うっさいわねッ。ペラペラ喋しやべる男のほうがみっともないわよ」

　素の喧けん嘩かだけではなく、口くち喧げん嘩かのほうも強いようだ。逆に、慎しん太た郎ろうのほうが言葉に詰まってしまった。

　幾度となく、慎太郎を狙ねらった剣先が駆け抜ける。その全すべてを、慎太郎は冷静に受け流す。

「何よ。昨日と同じで逃げるだけ？　男だったら、ちゃんと向かってきなさいよ」

「攻めてるからわからないんだろうけど、逃げるのも、これはこれで難しいもんなんだよ」

「ふんっ。口ばっかし、そういう男は大っ嫌いよ」

「口くち下べ手たよりは、魅力があると思うけど」

　軽口をききながら、攻撃をいなす。

　慎太郎にはまだ余裕があった。二刀の真剣を持った少女を相手にしても勝てるという自信から生まれる、揺るぎない余裕が。

　刀の間合いから離れる。様子見はこの程度で終わりにすることにした。

　足を止めて標的を見定める。相手がどんな行動をしてきても対処ができるよう、慎太郎は心構えをした。

「……」

　だが、起こったことがあまりにも予想外のことだったので、慎太郎の思考は止まってしまった。

　何だ……

　香か澄すみの周りを、無数の光の玉のようなものが浮かんでいる。野球のボールくらいの大きさで、ふわふわと香澄を守るように宙に浮いていた。

　そのうちの一つが慎太郎に向かって飛んでくる。あまり速くはなく、慎太郎は虫を払うようにその光を手で打ち落とした。

「……ツッ」

　瞬間、蜂はちに刺されたような痛みに襲われた。わけもわからず、慎太郎は飛とび退のいて香澄と周りの光から離れる。

　何だ？　どうなってんだ、あれは……

　痛みに襲われた手を押さえる。

　証拠はないけど、この痛みはあれのせいだよ……何だよあれは？　刀なんかより、よっぽど厄やつ介かいなんじゃないのか。

　香澄の周りを飛んでいる光は、ざっと見で十個程度。あれが全て今のものと同じだけの攻撃力を持っているとしたら、今までの余裕は全て消し飛んでしまう。

　どうする……原理はよくわからないが、あれと刀、同時に防ぐの無理だぞ……

　嫌な汗が流れてくる。許されるなら、恥も外聞も捨ててもう一度逃げ出してしまいたい。

　慎しん太た郎ろうの様子を窺うかがっていた香か澄すみの動きが止まる。忌いま々いましそうに慎太郎を見つめたまま、警戒しながら口を開く。

「……ねえ、一つ聞いてもいい？」

　突然の質問だが、拒否する必要は特にない。

「何だよ？」

「あんた……契約って、してる？」

「契約？」

　訳がわからなかったので、そのままの気持ちを素直に態度に表した。

「式しき神がみとの契約よ。あんたもこの戦いに参加してるんだったら、それくらいは知ってるでしょ？」

　契約。そういえば、あの猫がそんな感じのことを言っていたような気がするが……

「あんたまさか、その程度のこともしてないの？」

「そ、それはまあ……こっちにも色々と都合があって……」

「信じらんない。あんた、バカなんじゃないの？」

「バカではないつもりだけど……」

　何と言われようが反論できない。契約に関する知識を、慎太郎は何一つ持っていないのだから。

「その光は……契約したから出せるのか？」

「そうよ」

　鬱うつ陶とうしそうに、香澄が右側でまとめられた髪の毛を手の甲で弾はじく。

「戦いの参加者なんだから、あんたも『契約の神器』くらいは持ってるはずでしょ？　それがあれば、式神と契約して力を貰もらうことができるはずだけど……」

「『契約の神器』……ああ、あの刀のことか」

　姉に貰った『色しき彩さい虚こ空くう』を思い浮かべる。今は布に包んで、お守り代わりとして服のポケットに入っている。

「猫か、犬の式神がそばにいるんじゃないの？　それともそれは、ただのペットなの？」

「いや、ペットじゃなくて、もうちょっと上等なものだとは思うけど……」

　神というよりは、ただの変な奴やつです。本音を口にしていいものか。慎太郎は香澄に悟られないように、それを考えた。だが、すぐに思考は元に戻る。契約云うん々ぬんは抜きにして、とりあえず今はこの戦いに勝つ方法を考えなければいけない。

　刀と光。さあ、どうしたものか……………？

　忌々しそうに慎太郎を捉とらえていた瞳ひとみを、香澄はそっと逸そらした。

「……やだ。あんた、本当にむかつく。本当にやりにくい。本当に……嫌い……」

　呟つぶやきとともに、香澄を取り巻いていた光が消える。そしてそばにあった鞘さやを手に取ると、その中に刃をしまい、刀を木刀へと戻した。

「……何のつもりだ？」

「別に……あんたみたいな、丸腰の男に勝っても嬉うれしくないし……」

　目線を逸そらしたまま、言いにくそうにそれを告げる。

「勘違いしないでよ。都合が悪くなって、あんたが逃げ出すのが嫌なだけで……別に、あんたの心配とかしてるわけじゃないから」

　顔を上げ、束ねた髪をかきあげる。向き直した瞳ひとみは、敵意に満ちていた。

　……なるほど。あくまでも対等の条件で戦いたいってわけか。でも、そんなの……

　ふと、悲しい気持ちになった。そして、負けられないという気持ちが強くなった。

「髪の毛……鬱うつ陶とうしいんだったら切れば」

　親の仇かたきでも見るような目線。敵意よりも憎悪の方が強い。

「うるさい……黙っててよ」

　言葉を吐き捨てると、香か澄すみは慎しん太た郎ろうに向かって駆け出してきた。そして、先ほどまでと同じような攻防が始まる。

　木刀が振られ、慎太郎が跳とび退のいて避よける。それを追いかけ、香澄は追撃の一刀を放とうとした。

　ここで終わらせる。それが、お互いのためだ。

　心の中でそう呟つぶやくと、慎太郎は自身の力――停てい眼がんを使うことにした。

　時間を止め、香澄の動きを見極め、見切る。そして時が動き出すと、香澄の一撃は前もって慎太郎が予想していた通りの軌跡を描いた。それに合わせ、慎太郎が間合いを詰める。

　思ったとおりだ。ここで、彼女はもう片方の刀を振ってくる。それにタイミングを合わせれば……

　停眼で見切った相手の動きに合わせ、慎太郎も体を動かす。今までその予想が外れたことはなく、突然襲われた昨日も、それで上う手まくいった。

　だから今日も、同じように香澄の刀を制することができると思っていた。

　しかし……

「なっ……」

　予想は外れ、香澄は更なる追撃をしようとはしなかった。攻めているはずの香澄が一歩後ろに下がり、距離を取る。そして切っ先を軽く慎太郎の手に当てていった。

「つッ」

　反射的に慎太郎も距離を取る。完全に予想が外れた今、相手の射程距離内にいるのは自殺行為以外の何者でもない。

　嘘うそだろ……ちゃんと、見極めたはずなのに……

　慎太郎の瞳だけが存在を許された世界。その中で見極めた事象に間違いはありえない。だが彼女は、ありえるはずのない間違いを突きつけてきた。

　打たれた手を押さえながら、冷静に考えを巡らせる。

　ギリギリだ。ギリギリで彼女は、行動を変えたんだ。俺おれの動きに合わせるために……

　相手を侮あなどっていた自分を素直に恥じた。これは普通の喧けん嘩かとは違う。自分だけが特別なわけではない。

　前日、香か澄すみは慎しん太た郎ろうの起こした奇跡を見ている。準備と警戒があるのは当然だ。

「……参ったな。昨日、格好つけて力を使うんじゃなかった……」

　思わず、本音が口からこぼれた。とにかく今は、香澄の秘密を探らなくてはいけない。

　攻撃の意思があるふりをして、慎太郎が少しずつ距離を詰める。香澄はそれに反応し、同じように少しずつ後ろに下がっていく。

　緊張の糸が張り詰めた瞬間、慎太郎は香澄に向かってステップを踏んだ。その動きを確認し、香澄も後ろに向かってステップを踏む。結果、二人の距離は詰まらなかったが、相手の反応が見たかっただけなので特に問題はない。

　慎太郎は地面を踏んだ瞬間、逆に距離を取るために後ろに飛んだ。

「ッッ」

　息が詰まりそうになった。

　後ろに飛ぶ慎太郎よりも遥はるかに速い速度で、香澄が間合いを詰めてきた。

　やばいッ。

　思った瞬間、停てい眼がんの力を使ってしまっていた。

　止まった時の中で香澄の動きを見極める。木刀を突き出して、右肩を狙ねらっている。迷いのようなものは一切ない。反撃は絶対にないと判断している顔だ。

　両目に、針で突かれたような激痛が走る。そこで停眼の力が終わる。

　時が動き出すと同時に、慎太郎は左に飛んだ。だが、かわしきることはできず、切っ先がわずかに右肩をかすっていった。

「いってぇ……」

　痛いが、泣き言を言っている暇はない。追撃にこられたら完全には対処しきれない。慎太郎は多少の犠牲を覚悟し、攻撃を重ねてくるであろう香澄を迎え撃つことにした。

　だが……

　追撃は来ず、スッと、流れるような動きで香澄は距離を取った。

　来ないのか。何でだ？　間違いなく、今が畳み掛けるチャンスだったのに……

　二人の間に生まれた距離を保ちつつ、慎太郎は必死になって頭を動かした。ここで秘密を見抜かないと、間違いなく終わる。そんな予感があった。

　心が、読めるってわけじゃなさそうだな。もしも読めるんだったとしたら、もっと的確でやばい攻撃をしてくるはずだ。

　完全に裏をかかれたにしては、慎しん太た郎ろうの被害は少なすぎる。それから察するに、彼女は慎太郎が密ひそかに慌あわてふためいていたことを知らないのだ。

　だけど、俺おれが考えてる方向性みたいなものはわかってるはずだ。そうじゃなければ、この眼めを相手に嘘うそがつけるわけがない。

　何か秘密がある。それには気づいているが、その秘密がまだわからない。

　目か……俺と同じように、時間を止めて相手を観察して……

　すぐに、その予想は間違いだという結論にたどり着く。

　いや、だとしたら、彼女は自分の目に対して無関心すぎる。一瞬時間を止めるだけで、どうしようもない激痛が目にくるんだ。それを無視して戦い続けるなんて、できるわけがない。

　停てい眼がんの代償。慎太郎は痛む両目を気にして、普段よりも多めのまばたきをしていた。

　時間を止めるってわけじゃないみたいだな。となると、どうやって俺が考えていることを……

「あんた、ビビってるの？」

　ぎゅっと、心臓を鷲わし掴づかみされた気分だった。

　右側でまとめている髪の毛を振り上げる。心の奥底まで全すべて、見通しているような目をしていた。

「今いま更さらだけど……恐こわいんだったらやめれば。これ以上弱い奴やついじめたって、あたしも気分が悪いだけだし」

　言い放つと、香か澄すみはそっと視線を逸そらした。覇気は鳴りを潜ひそめ、普通の少女が持つ雰ふん囲い気きに包まれる。

　心配してくれている。根拠はないが、そう思った。

「大丈夫だよ。ちょっと考え事しているだけで、やる気は充分あるから」

「……あっそ。そういう、虚勢を張る男を見てたら、八つ裂きにしてやりたくなる」

「そりゃ残念。俺は、あんたみたいな女の子は好きなんだけどな」

　一瞬で香澄の顔が赤くなる。そして尻尾しつぽを踏まれた犬のように、激しく噛かみついてくる。

「ふ、ふ、ふ……ふざけないでよバカッ。今、あたしとあんたが何をしてるのかわかってるの？　寝言だったら、家に帰って寝てから言いなさいよ、バカッ」

　今まで聞いた中で、一番発音のいいバカだった。

　赤くなった顔を左右に振り、香澄が自身の温度を下げる。せっかく身を潜めた覇気が、余計な一言で甦よみがえってしまった。

　相手を押し潰つぶしそうな覇気を包み込んだまま、香澄が静かに木刀の切っ先を向けてくる。

「これが最後……ここで謝るんだったら、一生治らない大おお怪け我がくらいで許してあげる」

「謝って済むんだったら、俺も頭を下げるんだけど……悪いな。謝る、理由がないんだ」

「……ふん……バカ……」

　なぜか、寂しげな声に聞こえた。

　ここで終わりにしてくれたほうが俺おれとしてはありがたいんだけど……そういうわけにはいかないよな。一いつ色しきの力とかいうので、俺にもやりたいことがあるんだから。

　戦いは続く。だが、事態は依然として好転していない。このまま続けば、間違いなく押し切られて慎しん太た郎ろうは負ける。

　どうする？　どうにかして、あの駆け引きの強さの秘密を見抜かないと……

　思考が後ろ向きになると、自然と体もそれに従ってしまう。

　先ほど突かれた肩が痛み出し、慎太郎は左手でその箇所を押さえた。

　どうする？　どうする？　どうする……………ッ……

　ふと、その匂においが鼻についた。肩を抑える左腕の制服に染み付いた獣の匂い。言うまでもなく、イリスの匂いだ。

　ったく。肝心なときに何の役にも立たなくて、制服に匂いだけ移しやがって。俺の神様はハズレなんじゃ……………

　昨日から住み着いた猫の姿を思い浮かべる。それと同時に、その言葉は浮かんできた。

『猫か、犬の式しき神がみがそばにいるんじゃないの？　それともそれは、ただのペットなの？』

　何でもない一言の、綻ほころびに気づいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　……なんで彼女は、俺おれのそばに猫か犬がいることを知ってたんだ？

　無論、慎しん太た郎ろうはイリスという猫のことを一度も話していない。その上、イリスと出会ったのは昨日のことで、前もって調べておくということもできないはずだ。

　だが、彼女はそれを知っていた。それは、なぜか……

　答えは、制服に移った匂においが教えてくれていた。

　そうか。あの子の力は……

　頭を悩ませていた問題の答えが出たような気がした。だが、まだその答えが正しいと決まったわけじゃない。

　適当にきいていた軽口。それがここで意味を持ってくる。

　攻勢に転じようとする一瞬。慎太郎は声を掛けて香か澄すみの足を止めた。

「少しだけ、魔法を見せてやろうか？」

「魔法？」

　木刀を構えたまま、いぶかしげな顔をする。

「ああ。秘密を見抜ける、魔法の目だ」

「……」

　警戒したままだが、拒絶することはない。慎太郎の様子を窺うかがいながら話を合わせてくる。

「お喋しやべりで、嘘うそをつく男は八つ裂きにしてやりたくなるって言ってるんだけど」

「大丈夫だよ。損はしないさ」

　話に乗ってきてくれた。後は、欲しいものを手に入れるだけだ。

「あんたの秘密を言い当ててやろうか。あんたは……」

　意識を集中して、その一瞬を見極める。

「相手の匂いで、相手が考えてることがわかるっていう力を持ってるだろ？」

　慎太郎の予想通り、香澄はわずかに体を緊張させた。

「いや、考えてることがわかるっていうのは言い過ぎだな。もっと単純なこと……たとえば、恐こわがっているのかとかが、相手の匂いからわかるんだろ？」

「……」

「多分、緊張した瞬間に出る汗とかが、普段とは違う特殊な匂いを出してるんだろうな。あんたはそれを敏感に嗅かぎ取って、戦いに生かしてるんだ。違うか？」

　戦場には似つかわしくない、ささやかな静せい寂じやく。

　軽く瞳ひとみを閉じると、香澄は髪の毛を振った。そして瞳を見開く。

「……よく、わかったわね。それがわかるヒントなんて、何もなかったはずなんだけど」

「あんたにとったらゴミでも、俺に取ったらお宝だった。そんなとこだよ」

「あっそ……ふん。口先だけじゃないってのは認めてあげるけど、それがどうしたっていうの？　そんなこと知ったって、あたしとあんたの力の差は何も変わらないんだから」

　彼女はまだ気づいていない。自分が犯した、いくつかのミスに。

　どうして意味もなく、慎しん太た郎ろうが軽口を叩たたいていたか？

　それは、大切な話をするときに、その重要性を悟られないため。

　どうして秘密に気づいたことを、わざわざ相手に教えたのか？

　それは、気づいた秘密が真実であるという確証を得るため。

　予想の真偽がはっきりするとしないとでは、天と地ほど状況が違ってくる。匂においに秘密があるとわかってしまえば、その力の裏をかくことは充分に可能だ。

　……一回だけだ。これを逃のがしたら、俺おれは間違いなく彼女には勝てない。

　勝つという、覚悟を決めた。

　それは慎太郎にとって、逃げることの何倍も覚悟のいることだった。

　香か澄すみに気づかれないように、制服のポケットに入っている『色しき彩さい虚こ空くう』という刀の刃先を取り出す。そのまま白い布の封印をわずかにほどき、鋭く尖とがる切っ先をあらわにすると、慎太郎は香澄に見られないように手の平に刃を立てた。

　痛いのは嫌いだが、眼めを潰つぶすよりはましだからな……

　奥歯を噛かみしめ手の平を切り裂く。赤い血が、溢あふれるように流れ出してきた。

　準備はできた。後は、勝つだけだ。

　無意識のうちに出てしまう匂いから、香澄は慎太郎が何かをしているということを察している。だが、何をしているのかがわからないから、踏み出すことができない。

　警戒心をむき出しにした顔で、黙って慎太郎の動きを観察している。その選択が間違いだと問いただすように、慎太郎は真正面から香澄に向かっていった。

　何かしようとしていることを香澄は知っている。だから、何がきても確実に対処できるように、香澄は守りを固めていた。

　チャンスは一回しかないんだ。上う手まくやれよ。

　自らを鼓舞すると、慎太郎は手の平に溜ため込んだ自分の血を口に含んだ。そしてそれを、霧状にして一気に吹き出す。

「なに？　目め潰つぶしのつもり？　そんなの、通用するわけがッッ――」

　香澄の顔色が変わる。一番頼りにしていた武器が、一瞬とはいえ潰されたからだ。

「嫌でも鼻につくだろ。血の匂いは」

　鉄分を含んだ、独特の匂いを発する血という液体。滅めつ多たに嗅かぐことのない匂いだから、印象は強烈で無視することはできない。

　相手の匂いを敏感に嗅ぎ取って立ち回ってきた香澄にとって、鼻が使えなくなるというのは眼を潰されたに等しい意味を持つ。そうなってしまった人間が取る行動は、一つしかない。

　鼻が回復するまでの時間稼ぎとして、香澄は逃げるようにして後ろに跳んだ。

　その一瞬だけが、慎しん太た郎ろうにとっての勝機だった。

「悪いな。俺おれも、勝たなきゃいけない理由があるんだ」

　素早く香か澄すみに追いつくと、慎太郎は彼女の顎あご先さきをかすらせるようにして、掌しよう打だを放った。大した痛みは与えていない。だが、効果だけは充分すぎるほどにあった。

「あっ……」

　軽く声をあげ、香澄が尻しり餅もちをつく。その拍子に持っていた木刀が地面に落ちた。

「うそ……こんな、ことで……」

　立ち上がろうとする香澄だが、体は一向についていこうとしない。グラつく視界を抑えるために、香澄は額ひたいの辺りに手を当てた。

「やめとけよ。脳のう震しん盪とうを起こしてるんだから、動かないでジッとしてたほうが……」

　慎太郎の制止も聞かず、香澄は立ち上がろうとする。だが、依然として体はいうことをきかず、立ち上がるとすぐに地面に両りよう膝ひざをついてしまった。

　体を支えるために、両手も地面につく。

「やだ……こんなことで、終わりになんか……」

　足あ掻がくように、何とかして立ち上がろうとする。しかし、それでも体はついてこない。

「もうやめろよ。勝負はついたんだ。だから、これ以上戦おうなんて……」

「うるさいッ。うるさいッ。うるさい……バカ……」

　搾しぼり出すように、香澄はそう言った。

　何で、そこまでして戦おうとするんだ。無理したって、気分が悪くなるだけでどうにもならないはずなのに……

「あたしはまだ、負けてないんだから……」

　香澄が見せる執念を前に、慎太郎はかけるべき言葉を見失ってしまった。

　近くで、噴水が吹き出す音が聞こえる。そこで、自分が公園にいることを思い出した。

　反射的に見上げた風景。



　辺りを見回し、その人影に気づいた。



　誰だれだ？

　慎太郎と同じくらいの背格好。違う学校の制服を着た少年が、何も言わずに黙ってこちらを見ている。

　黒髪、黒目。余裕を感じさせる立ち振る舞いと、軽く人を見下した感のある瞳ひとみ。細身だが、頼りないという印象は受けない。むしろ逆で、ちょっかいを出したら噛かみ殺されてしまいそうな底知れない恐こわさを持っている。

　聞かずとも、本能がそれを理解した。

　あいつは、やばい奴やつだ。それも、桁けた外はずれに……

　慎しん太た郎ろうが気づいたことで少年が微笑ほほえみかけてくる。そのまま、無言で歩み寄ってくる。できればかかわりたくなかったが、動けない香か澄すみを置いて逃げ出すわけにはいかない。

　適当な距離まで近づくと、少年は友人のように話しかけてきた。

「ケリは、つけないのか？」

　親しみよりも先に、見下されているという印象を抱いてしまった。それを払ふつ拭しよくするために、慎太郎は飄ひよう然ぜんとした態度で答える。

「あんたは？」

　二人の視線が合う。少年は、余裕溢あふれる立ち振る舞いを決して崩そうとはしなかった。

「新しん堂どう遊ゆう馬ま。ただの、通りすがりだよ」

　一発で、一瞬で、体中が緊張した。普通に挨あい拶さつをした、ただそれだけなのに。

「……ただの通りすがりにしたら、ずいぶんと落ち着いてるみたいだけど」

「だろうな。俺おれにしたら、慌あわてる理由が何もない」

　遊馬がひざまずいている香澄に近づく。何一つ言葉を交わすことなく、遊馬は野良猫を蹴け飛とばすように香澄の肩を蹴った。

「おまッ――」

　怒りなどの前に、その突拍子のない行動にただ驚いた。それに遅れて怒りがやってくる。

「何してんだよお前ッ」

　喰くいつかんばかりに、首元を掴つかんで叫ぶ。慎太郎のそんな態度を前にしても、遊馬の余裕は一向に形を崩さない。

「怒るなよ。別に、喉のどを切り裂いて殺したってわけでもないんだから」

「てめえ……」

　首元を掴んだ慎太郎の手を払い落とす。瞳ひとみに、後ろ暗さのようなものは微み塵じんもない。

「お前とこの女は何をしてたんだ？」

「何って……」

　当然の常識のように、遊馬は言い放つ。

「戦争だろ。なら、負けた人間は何をされても文句は言えない。そういうもんだ」

「……」

　真まっ直すぐな主張に、返す言葉を失う。

「一いつ色しきの名前は一つしかない。だが、それを欲しがってる人間は腐るほどいる。じゃあどうする？　簡単だろ。戦って勝って奪って、自分のものだと叫び続ける……それが戦争だろ？　負けた奴は弱いからいけないんだ。そして、弱い奴は奪われるしかないんだ。お前、そんなのもわからないで戦ってたのか？」

「……何なんだよ、お前？　いきなり出てきて偉そうに、何言ってんだ」

「名前だったらさっきも言っただろ。新しん堂どう遊ゆう馬まだ。それ以外、何か説明がいるか？」

　手の平を握りこんだ。別に喧けん嘩かをしたかったわけではない。ただ、目の前で不愉快な言葉を連つらねるこの男を否定したかった。

「お前も、一いつ色しきの名前を欲しがってる人間か？」

　含みを持った顔で遊馬が笑う。余裕は、決して崩れない。

「そう……なのかもしれないな。別に、名前が欲しくて戦争がしたいってわけじゃないが、その名前が俺おれには要いるんだ。だから、とりあえず戦ってる」

「とりあえず？」

「ああ、とりあえずだよ」

　戦う理由としては、どうしようもないほどに、しょうもないものだった。

　遊馬が一歩だけ後ろに下がる。無論、怖おじ気けづいたわけではない。話をするのに、二人の距離は近すぎた。

「……今の一色っていうのは、どんな人間だと思う？」

　予告もなく話題が切り替わる。この場の主導権を握っているのは遊馬なので、慎しん太た郎ろうは不満げにだが話を合わせる。

「さあ、知らないけど……お前は知ってるのか？」

「知ってるに決まってるだろ。一色ってのは、俺の親父だからな」

「ッ……」

　一色の実子。遊馬は自分のことを、そう言った。

「寿命で、今にも死にそうなくせして、強さだけは何も変わっちゃいない。あれは化け物だ。人間じゃない……だけど、タネがないってわけじゃない。あの強さには秘密があるんだ。そしてその秘密が……」

「願いを叶かなえる事ができる、一色の力」

「そうだ。それがあれば、あの野郎と同じだけの力が手に入る。そしてその力で自分の思い通りのことができる――俺はそれが欲しいんだ。そうすれば、俺は俺の願いを叶えることができる」

　自分の右手を握り、熱を持って言葉を放つ。その思いに、歪ゆがみがなければ淀よどみもない。

「お前の願いって……」

　向けられる視線は、慎太郎の更に奥を見ているようだった。

「強い生き物になるんだ」

「強い、生き物……」

「誰だれの言う事もきかない。文句も言わせない。気に入らないものは全部力で叩たたき潰つぶして、誰にも縛られずに、自分の生き方を貫く……俺は、そんな強い生き物になりたい……いや、ならなきゃいけないんだ」

「……そのために、一いつ色しきの力が欲しいっていうのか？」

「ああ。この世で一番強い生き物になれるだけの、力がいるんだ」

　願いなんて人それぞれだ。誰だれが、どんな願いを持って戦っているのだとしても、慎しん太た郎ろうに文句を言う権利はない。だが、遊ゆう馬まの言葉には納得できなかった。

「お前は、それが正しいと思って……」

　見下した目で笑う。遊馬にとって、慎太郎の言葉は虫の囀さえずり程度でしかないのだろう。

「正しいってのは何だ？　強い奴やつの理屈だろ。お前は弱いんだ。吼ほえるな。文句があるんなら、力で俺おれを潰つぶして、それを押しつけてみろ」

「……やってみるか？」

「時間の無駄だろうけどな」

　二人の間に熱が生まれる。それは温度を上げながら、膨張していく。

　合図があれば、すぐにでも二人の距離はゼロになるだろう。

「……………待って、よ」

　か細い声が聞こえてくる。揺らぐ意識とグラつく視界に耐え、必死になって搾しぼり出した香か澄すみの声だった。

「あんたが誰か知らないけど……邪魔よ。まだ、桐生きりゆうと、あたしの勝負は終わってないんだから……」



    

  
    
      



    

  
    
      　急激に遊ゆう馬まの熱が冷める。向ける視線は、冷たくて遠い。

「喋しやべるなよ、お前。弱い奴やつは文句を言わずに黙ってろ」

「なん、ですって……」

　必死になって立ち上がろうとするが、今の香か澄すみにはそれだけの力もない。

「いいさ。じゃあ、そのままくたばれ」

　香澄に向かっていこうとする遊馬を呼び止める。

「待てよ。その子は関係ないだろ。今は俺おれとお前の……」

「うっさい。バカ……あんたは、黙ってなさいよ」

「お、おい」

　身を案ずる慎しん太た郎ろうをよそに、香澄は戦おうとする。遊馬に対する意識はどこかに飛んでいき、今は香澄のことが心配だった。

「……」

　つまらなそうに香澄を一いち瞥べつした後、遊馬は慎太郎を見た。先ほどまでの熱は、すでにどこかへと消えている。

「自殺だったら一人でやってくれ。俺は、好き好んで雑ざ魚こを殺すような趣味はないんだ」

　言って、遊馬が背中を向ける。二人の距離はまだ近い。手を伸ばせば、簡単に触れることができる。

「ただ、あの野郎の力のためには、とりあえずお前たちは潰つぶしておかないといけないからな……しばらくの間、俺はこの辺りにいる。だからその間に、お前は考えておけ」

「何をだ？」

「逃げるか、戦うかをだ。言ったろ。俺は雑魚の自殺を手伝ってやる趣味はないんだ。時間をくれてやる。だから、俺に叩たたき潰されるか、一いつ色しきの名前を諦あきらめるか。選んで来い」

「大した自信だな。お前が俺に負けるって可能性は、考えてないのか？」

　振り返ることなく、彼は言った。

「俺とお前じゃあ、強くなければいけない理由が違うんだ。負けるなんて、ありえるわけないだろ」

　立ち去っていく遊馬を、慎太郎は止めなかった。

　不愉快で気に入らない奴だったが、戦うとなれば話は別だ。勝てるという想像がまるでできない。この場での戦いにならなかったことに、内心、ホッとしていた。

「バカじゃないの……この場で、やっちゃえば良かったのに……」

　香澄の声を聞き、意識の全すべてが彼女のほうを向く。辛つらそうな顔を見ると、慎太郎の胸は締めつけられた。

　彼女をそんな風にしたのは、紛れもなく自分なのだから。

「大丈夫か？」

「うっさい。うっさい、バカ……まだ、あんたとも、決着が……」

「無理、すんなよ」

　香か澄すみの腕を掴つかみ、無理やり背中に背負おうとする。もちろん、香澄はそれに逆らう。

「ちょッ……やめてよ。勝手に、触らないでよ」

　背中に背負った瞬間、腕で思いっきり首を絞められた。息ができなくなって、意識が飛びそうになる。

「ちょっと、待て……今は、それどころじゃあ……」

　シャレにならないくらい苦しくなる。首を絞める腕を何度か叩たたくと、やっとのことで力を緩めてくれた。

「けほッ、ごほッ……じょ、冗談にしては力が強すぎるんだけど」

「うるさいッ。冗談なんかじゃなくて……あたしは……」

　顔を背中にうずめてくる。

「やだ……嫌い……あんたは、やっぱり、大っ嫌い」

「そんなに、嫌われるようなことをしたつもりはないけど」

「うるさい……嫌い。全部が、大っ嫌い……」

　そして大人おとなしくなる。

　慎しん太た郎ろうは子供を寝かしつけた親の気分でため息をつくと、香澄を背負ったまま、彼女の荷物を持って自分の荷物がおいてある場所に向かった。

　ベンチの上に置かれたスポーツバッグ。その中には、服を着た偉そうな猫がいる。

「大変みたいだな。王を目指す戦いというのは」

　今の戦いを見ていたのか、意外にも、イリスは労ねぎらいのような言葉をかけてきた。

「どうだ？　シンタロウが望むのであれば、ここでお前と契約をして力をくれてやってもいいのだぞ」

　耳に響く、少女の声こわ音ね。惹ひきつけられる要素は大量にあったが、今はそういう気分ではなかった。

　肩越しに香澄の様子を窺うかがう。緊張の糸が切れたのだろうか。すやすやと、無防備な顔をして眠っていた。

　この子も、無理してたんだろうな……

　今まで何の反応も示さなかったことから考えるに、香澄は慎太郎の背中に背負われてすぐに眠りに落ちてしまったのだろう。

「悪いな。今は、力とか、そういうことは考えたくないんだ」

「……そうか。ならば、シンタロウの意思を優先してやることにするが……あまり、いい顔をしていないな」

「……かもな」

　イリスの入った鞄かばんを肩にかける。

　背中に少女で、腕には彼女の荷物。そして肩にバッグを担かついで中には偉そうな猫が一匹。

　昨日までの自分には、想像もできない姿であった。

「帰るのか？」

　尋ねるイリスに「ああ」と答え、慎しん太た郎ろうは家路につくことにした。



    

  
    
      


３「だから僕は剣を振るう」



「お帰りなさい。慎太郎」

　遅れると言っていたにもかかわらず、静しず華かはいつもと同じように三つ指をついて慎太郎を待っていた。礼儀正しく頭を下げると、それに合わせて艶つややかな黒髪が揺れた。

「ただいま。悪いんだけど……今日はちょっと、荷物が多くて……」

「ええ。構いませんよ。慎太郎が持ち帰ったものでしたら、どのようなものでもちゃんとした扱いをさせてもらって……………あら、お客様もいるのですか？」

　背中に背負った少女。静華は盲目なので、発見が遅れた。

「そうなんだ。ちょっと、わけありで……事情は、まだ上う手まくは説明できないんだけど」

　一いつ色しきの名前のために戦った相手だとは言えない。言ったら、姉がどのような反応を示すのか予想もできないことが恐こわかった。

　何かを考えているかのように、静華の返事はわずかに遅れた。

「……構いませんよ。その方が慎太郎にとってのお客様であると言うのであれば、私はあなただと思ってその方に尽くすだけですから」

「姉さん……」

「男性が多弁になるのは好ましいことではありません。自らが正しいと思うのであれば、何も言わずにそれを行なえばいいだけです。女性の役目は、少ない言葉からそれを理解し、手助けをすることですから」

　穏やかで優しい、いつもの姉の顔だった。その顔を見ると、嫌でもこの人が好きなんだと認識させられた。

「私は一いち途ずに慎しん太た郎ろうを信じています。だから、恥じることなく自分がしたいことをすればいいのですよ。どんなときでも、私はそれを支えますから」

「……ありがと。じゃあ、ちょっとお願いがあるんだけど」

「なんですか？」

「この鞄かばんの中に入ってる、うるさい猫の世話をしててほしいんだ。今はちょっと、この子の面倒がみたいもんだからさ」

「ええ、構いませんよ」

　肩からバッグを下ろし静しず華かに手渡す。バッグの中からは、「私の相手をしろッ。シンタロウのアホ」という声がした。

　帰り道の途中、イリスは思い出したかのように、慎太郎に向かって、自分の境遇に対する文句を言い始めた。それだけだったら別に問題はなかったのだが、それを適当に聞き流したのが失敗だった。

　自分の言葉で熱を上げたイリスは、今では烈火のごとく暴れ狂っている。

「うるさくて手に負おえないようだったら、鞄ごと燃やしてもいいから。とにかく、頼むよ」

　イリス入りのバッグを受け取ると、静華は「わかりました」と答え、頭を下げた。続いて、「待て。火あぶりはやめろ」という声がしたが、二人はそろってその文句を無視した。

　玄関から上がり、香か澄すみを背負って自室に向かう。静華は一切口を出すことなく、バッグを持って居間のほうへと姿を消していった。





　とりあえず布団を敷くと、慎太郎は香澄をその上に寝かせ、上から毛布をかけてあげた。自分の部屋、自分の布団で女の子が眠っていると考えると、奇妙な居い心ごこ地ちの悪さが芽生えてくる。

　慎太郎は香澄から離れて座ると、彼女の顔を見ないように背中を向けた。

　さて、これからどうしたもんかな……

　この先の扱いに思いを巡らせ、慎太郎は自分の頭を掻かいた。

　彼女は敵だ。それは紛れもない事実で、誤ご魔ま化かすことはできない。だけど、これ以上傷つけるなんてことも、できるわけがない。姉は正しいと思うことをしろと言った。だが、今の慎太郎には、その正しいと思うことがなんなのか、よくわからない。

「……ねえ」

　背中から女の子の声がする。発する相手は、一人しかいない。

「ああ、気がついたか。気分はどうだ？」

　座り直して香か澄すみを見やる。すると、香澄は慎しん太た郎ろうに背中を向けるように寝姿を変えた。

「さっきよりはだいぶいいけど……ここって、あんたの家？」

「そうだよ。別に、変なことをする気とかはないから安心してくれ。何かあっても大声出せば、誰だれか来ると思うから」

「……ふーん」

　表情が見えないので、今何を思っているのかを知ることはできない。声質からだと、あまり興味がなさそうに感じられた。

「ねえ、ちょっと聞いてもいい？」

「いいけど」

　質問は、背中越しだった。

「何で、あたしをここに連れてきたの？」

「何でって、決まってるだろ。あんな所に、女の子を置き去りにしていけるかよ」

「女とか、男とか……そんなの関係ないじゃない。あたしとあんたは敵同士で、こんな風に助けられたって……それは、変わんないんだから」

「そんなのわかってるよ。だけど、それでも……見捨てるなんて、できるわけないし」

「あたしだったら見捨てた。見捨てて、犬にでも食われちゃえばいいって思ったと思う……だって、あたしはあんたが大っ嫌いだから……顔を見なくても済むように、死んじゃえばいいって……思って……」

　セリフとは裏腹に、声は小さくてか弱かった。

「嫌だ。あんた、本当に嫌い……………やめてよ。こんな風に優しくされても、あたし……あんたに、何も返してあげられないよ……」

「いいよ、別に。何も、返してほしいなんて思ってないから」

　毛布を強く握り、背中を丸める。

　今どんな顔をしているんだろう。それが気になった。

「そういうところが嫌い……優しくしないでよ……」

　その一言を最後に、香澄は黙り込んでしまった。

　部屋中を気まずい空気が包み込む。押し潰つぶされそうな重圧の中で数分を過ごすと、静しず華かが戸を開けて部屋に入ってきた。

「失礼します。慎太郎。これ、何かの役には立つと思いますから」

　差し出されたのは、救急箱と一通りの薬が入った薬箱。それに添える形で、水の入ったペットボトルが手渡された。

「ありがと」

　軽くお礼を言う。すると、静しず華かが顔を寄せて耳打ちをしてきた。

「慎しん太た郎ろう。部屋のすぐ外で、イリス様が中の様子を窺うかがおうと必死になっているのですが……お止めしておきましょうか？」

「中の様子を、ですか……大体予想はできますけど、あいつは何を知りたくてそんなことをしてるんですか？」

「遠回りな言い方でしたが、どうも、慎太郎がお客様に対して何かをするのを期待していらっしゃるようでしたよ」

「……そうですか。何かを、するですか……」

　……あの色情魔のエロ猫。俺おれが何すると思ってんだよ。

　イリスのことは後で自分がどうにかするからと伝え、とりあえず姉には席を外してもらうようにお願いをする。

　用事を済ませると、言われるがまま、静華は邪魔にならないようにさっさと部屋を出て行った。もちろん、その際にも頭を下げることは忘れなかった。

「今のって……」

　香か澄すみの顔がこちらを向いている。だが、慎太郎と目が合うとすぐに向き直してしまった。

「姉さんだよ。なに？　俺のお嫁さんにでも見えた？」

「見えるわけないじゃない、バカ。あんたと今の人だったら、全然つりあってないもの」

「そう。それは残念」

　軽口に対し、ちゃんとした返しをしてくる。元々大した怪け我ががあるというわけではないが、この様子ならもう心配する必要はないだろう。

　看病の必要がないと思うと、自然と慎太郎の気が抜けてきた。

　そして、先ほどの姉の言葉を思い出す。

「悪い。ちょっと部屋を空あけるけど、そのままでいてくれ。すぐに戻ってくるから」

　香澄に一声かけると、慎太郎は立ち上がって部屋を出て行くことにした。引き戸になっている戸を開け廊下に出て、あの猫の姿を探す。

　気配を殺して壁に張り付いている猫を見つけたのは、探し始めて一秒も経たたないうちだった。後ろ足だけで器用に立ったまま、体全体を壁に押し当てて見つからないように細工をしている。背中をこちらに向けたまま、ぷらんぷらんと尻尾しつぽが揺れていた。

「おい」

　声をかけられ、豪壮な服を着ている猫が体をビクつかせる。

「お前、そんなところで何してるんだよ」

「ちッ」とよく聞こえる声で舌打ちをすると、体を壁にくっつけたまま、ゆっくりとイリスは振り向いた。

「おお、シンタロウではないか。奇遇だな、こんな所で何をやっているのだ？」

「覗のぞきをしようとしているエロ猫を火あぶりにしようと思ってたところだよ」

「な、なんだとッ。誰だれが覗きをしようとしているエロ猫だ。私はだな、男と女のあれやこれにちょっと興味があったから、王としての器量を増やすという意味でも、秘密の情事を少しだけでも見ておこうと思って……」

「そういうのを覗きっていうんだよ」

「違うッ。だんじて違うッ。確かに、普通の人間がそれを行なえば下劣で恥じるべきことなのかもしれないが、私のような王の場合は違う。悦楽と道楽を極めようというのは、王としては当然のことで、むしろ健全なことであって――」

　首根っこを掴つかんでイリスを持ち上げる。言い訳は、依然として止まらない。

「ふんっ。王が力と色いろを欲して何が悪い。私に言わせれば、それくらいの元気がなくて皆を支配できる王になどなれるものか。それよりもだな、夜もふけようという頃ころになって、自室に女を連れ込んでおいて何もしないお前のほうが問題だ。女に恥をかかせるのか？　それでも男か？　女を心身ともに楽しませるのは、男の責務であろうが。だったら、見事その期待に応こたえてみろッ」

「それは男に生まれ変わってから、お前がやれよ」

「私のような絶世の美女が男に生まれ変わる必要があるかッ。シンタロウ、お前は何もわかってないぞ。私はお前が思っているよりも遥はるかに高みで物事を捉とらえ考えているからこそ」

「わかったよ。話は百年後に聞いてやるから、とりあえずお前は静かにしてろ」

「百年後だとッ。今この一瞬に力をそそげないものが、百年後を口にするなどおこがましいぞ。私がお前の価値観の全すべてを塗り替えてやるほどの話をするから、お前は黙って真剣に私の話を聞け」

「はいはい」

　少し歩いて、今は誰も使っていない部屋のふすまを開ける。その中にイリスを放ほうり投げると、慎しん太た郎ろうはふすまを閉めて自室へと戻っていった。

「こら、シンタロウッ。私に対する扱いが酷ひどすぎるぞ。憶おぼえておけ。後悔を遥かに超えた、大後悔をさせてやるからなッ」

　本当にうるさい奴やつだ。見た目だけでなくて声も猫になれば少しは静かになるのに……いや、その場合はニャーニャーと鳴かれて煩わずらわしいだけか。

　考えたら頭痛がしてくるような気がした。なので、うるさい猫のことはこの際忘れたほうがいいだろう。

　再び自室に戻ってくる。香か澄すみは相変わらず背中を向けたままで、慎太郎が入ってきても振り返ろうとはしない。

「悪いな。ちょっと、用事があって……」

　覗のぞきを企たくらんでいた猫を放ほうり投げてきたという真実を語れないことが、少し悲しかった。

「別に謝らなくてもいいけど……誰だれかと話してたの？　さっきの人とは、声が違うみたいだったけど？」

「あれか？　あれはただのアホだから、気にしないでくれ」

「……ふーん。じゃあ、頼まれたって気にもしてやらないけど……」

　会話が途切れると空気が重くなる。かといって、またすぐに部屋を出て行くのも微妙な気がする。しばらくは我慢するしかないなと覚悟を決め、慎しん太た郎ろうは腰を下ろした。

　声がしたのは数分もしてから。かけてきたのは、香か澄すみだった。

「ねえ……」

「うん？　なに？」

「あんたって、何で戦ってるの？」

　意外な質問だったが、予想できないほどのものというわけではなかった。

「何でって言われたら、上う手まくは答えられないけど……」

　頭に浮かんできたのは、赤い涙を流しながら微笑ほほえむ姉の顔だった。

「姉さんの、為ためかな」

　小さな動作で、香澄が毛布を被かぶりなおす。

「姉さんって、さっきの着物を着た人のこと？」

「そう。その人のこと。あの人が、俺おれに戦ってほしいっていうから、俺は……」

「人に言われたからやってるの？　何なのあんた？　自分ってものがないの？」

　手厳しい言葉を貰もらう。だが、言ってることは至極まっとうなことなので怒りは湧わかない。

「……そうだな。今の言い方だと、そう言われても仕方ないよな……悪い。もっとちゃんと言うよ。俺は、あの人にかかった呪のろいを解いてあげたいんだ」

「呪い？」

「ああ」

　思い出すと、瞳ひとみの奥のほうが痛くなってきた。無意識のうちに触れた瞳は、温かかった。

「姉さんが全盲なのは、さっき見ただろう」

「ええ、見たけど……」

「それがどうしたの？」、そう聞かれる前に答えてきた。

「あれは、自分で潰つぶしたんだ」

　その瞳を潰した刃こそ、慎太郎のポケットの中にある、『色しき彩さい虚こ空くう』という名前の刀の刃先だった。

　だから、あのときのことを思い出すと、いつも無意識にそれを握り締めてしまう。

「眼めを潰したって……何で？」

「俺が、一いつ色しきの名前から逃げ出さないためだよ」

　変わらずに空気は重い。ただ、さっきまでとは性質が違っていた。

「両目を潰つぶす。それだけの覚悟を持っていることを示して……俺おれにも、それと同じだけのものを求めてきた。そこまでされたら逃げるわけにはいかないだろ。潰した両目に報むくいるためにも、その眼めを治してあげるためにも……俺には、一いつ色しきの名前と力がいるんだよ」

　香か澄すみにしたらあまり理解できない話だったようだ。ほんのわずかな沈黙の後、畳み掛けるような口く調ちようで話し出す。

「……なにそれ？　頭おかしいんじゃないの？　弟を戦わせるために自分の眼を潰すって、そんなまともじゃ………………」

　それに気がつき、ピタッと言葉が止まる。

「ご、ごめん……ちょっと、言い過ぎた。あの、ええっと……心の底から、ごめん」

「いいよ、別に。もしも立場が違ってたら、俺もあんたと同じことを思ったと思うから」

　口に出したとおり、慎しん太た郎ろうに怒りのような感情はまったくなかった。むしろ逆に、それを気にして謝ってくれたことが嬉うれしかった。

「あの人は一色の名前にとりつかれてるんだよ。だから、それをどうにかしてやりたいんだ。俺が一色になって、その名前と力にそこまでの価値はないってわかれば……あの人はきっと、今より自由で幸せに生きられると思うから」

　静しず華かの顔と声を思い出すと、胸が満たされ温まっていく。

　望むべきものがあるとすれば、それはきっと、最愛の人が幸せでいてくれることだろう。

「……あっそ。聞かなきゃいいこと、聞いちゃったみたいね」

　会話の必然として、今度は香澄が戦う理由を話す番だ。だが、それを拒絶するような香澄の後姿が、慎太郎の言葉を遮さえぎらせていた。

　きっかけを作るのがいいか。待つのがいいか。考えあぐねていると、部屋の外に気配を感じた。大きさや動きから、それは静華のようだ。

「姉さん？」

　戸を開けると、今にも戸を開けようとしている静華と出くわした。

「どうかしたんですか？」

「いえ、ちょっとお客様がいらしたので、慎太郎を呼びにきたのですが……」

「客？」

　心当たりなどこれっぽっちもない。

　香澄に一声かけ、慎太郎は自室を出る。

「客って誰だれですか？　約束とかは、誰ともしてないはずなんですけど」

「誰という表現と、慎太郎にという解釈は、少々誤りがあるかもしれませんね。口で説明するのは難しいので、慎太郎自身が確認をしに行ってください。お客様は玄関のほうに、待たせてありますから」

「はあ……」

　もって回った言い方はいつもと同じなのだが、今回のそれはいつも以上にわかりにくい。自身の眼めで確かめるしかなさそうなので、慎しん太た郎ろうは言われるがまま玄関に向かった。

　玄関にたどり着き、客としてやってきた者の正体を確認する。少々非現実的で、動きが止まった。

「カスミはいるか？」

　挨あい拶さつなどは一切排除され、単刀直入に用件だけを言われる。

　そこにいたのは狐きつねだった。

　中型犬ほどの大きさの狐が、真正面から慎太郎を見み据すえて言葉を発してくる。

「香か澄すみっていうと、相そう馬まのことだよ。それならここにいるけど……ええっと、あんたは？」

　返事もせず、喋しやべる狐は土間を駆け上がって奥へと進んでいく。たまに、顔を沈め匂においを嗅かいでいるような仕草を見せた。

「ちょっ。あんた……」

　戸惑う慎太郎のそばに、落ち着き払った静しず華かが歩み寄る。

「イリス様と、同じ役目を持たれた方のようですね」

　そのヒントで、通り過ぎていった狐の正体を理解する。こういうときの姉の理解力の高さは、さすがの一言に尽きた。

「あいつと同じっていうことは、今のも式しき神がみっていうことですか……」

　同じ式神にしてはずいぶんと雰ふん囲い気きが違う。かたや服を着た偉そうなエロ猫で、かたや主人の下に駆けつける忠誠心を持った威厳ある狐。

　あえて、どちらがいいかは比べないことにした。比べたら、きっと悲しくなるだけだ。

「突然やって来られて香澄様のことを……慎太郎が連れてきた、あの女性のことを尋ねてこられましたので、詳しい事情は存じませんが、家に上げさせてもらいました。問題、ありましたか？」

「いえ。何の問題もありませんよ」

　一歩引き、香澄は軽く頭を下げる。

「では、私は残っている用事を済ませることにいたします。慎太郎……あなたの優しさは、私にとっての誇りと呼べるほどに素晴らしいものですが、全すべての事が、それで済ませられるというわけではありませんよ」

　心の中を簡単に見抜いてくる。視力を失った代わりに、この人は色んなものが見えるようになったと思う。

「わかってますよ。大丈夫です。全部、わかっててやってることですから」

　返事を受け、優しい微笑ほほえみを見せる。

「そうでしたね。今のは、主人に対して礼を逸いつした言葉でしたね。ごめんなさい。私が至らなかったばかりに、慎しん太た郎ろうを不必要に不快にさせてしまいましたね」

「いいですよ。姉さんの言ってることは、何も間違ってないですから」

「……ありがとう。あなたはいつも、そうやって気を遣つかってくれますね」

　少しだけ嬉うれしそうに、静しず華かは呟つぶやいた。

　ふとしたときに見せる笑顔に魅せられる。だけど心は裏腹に、晴々とした気持ちにはなってくれなかった。

　心の中を、姉の言葉が駆け巡る。

　わかってるんですよ。敵に、優しくしてもしょうがないって……

　話をしてどうする？　助け合ってどうする？　助けに来た敵の仲間を見逃してどうする？　いつか出さなければいけない答えを先送りにしているだけで、本質は何も変わってはいない。

　彼女は、敵なんだ。

　慎太郎の望みを叶かなえる邪魔をする……敵なんだ。

　自分の手の平を見る。正当な勝負だったとはいえ、少女を叩たたいた手の平が忌いま々いましかった。

「そうだ」

　先ほどの戦いを思い出すと、あの男の姿が頭に浮かんできた。

「姉さん。新しん堂どう遊ゆう馬まって奴やつを知ってますか？」

　突然現れた、一いつ色しきの実子を名乗る少年。

　慎太郎は知らなくても、一色について詳しい姉なら何かを知っているかもしれない。

「新堂様……ですか」

　顔色は変わらない。だけど、気配は明らかに変わった。静華にしては珍しい、張り詰めた鋭い気配だ。

「それは、一色様のご子息であられる、新堂様のことですか？」

「本人はそう言ってましたけど……姉さん。あいつのことを知ってるんですか？」

「ご本人とお会いしたことはなく、お噂うわさを耳に挟む程度ですが……慎太郎よりは存じていると思います」

「どんな奴なんですか？　印象としては、あんまりいい奴って感じはしませんでしたけど」

「いい奴……………そうでしょうね。慎太郎とあの方では、生き方そのものが違いすぎますから」

　冷や汗が流れ出そうな顔をしていた。何度も言うが、静華のこんな顔は滅めつ多たに見れない。

「『白はく稜りよう事じ件けん』というのは知っていますか？」

「白稜、ですか。名前と、大体のことなら知ってますけど……確か、何年か前に、中学だか高校だか、校舎が一つ燃やされたやつですよね。学生同士の喧けん嘩かが原因とかで、死者も何人か出たって話だったと思いますけど……それがどうしたんですか？」

　すぐには質問に答えない。慎しん太た郎ろうの声が聞こえなかったかのような振る舞いで、静しず華かは丁寧な口く調ちようで順序だって説明を始めた。

「いつか慎太郎にも言ったとおり、一いつ色しきの名前には、王の位くらいと呼ばれるに相応ふさわしいだけの価値と、力があります。故ゆえに敵は多く、その力の秘密を手に入れようと、力によって一色様に近づこうする輩やからも数多くいました。そのような輩をまとめて、一色様は『世界の半分』と呼称しておられました」

「世界の半分ですか？」

「ええ。一色様が世界を自分の望む色に染め上げてしまったとしても、染め上げられたものには、必ず裏というものが存在します。その、力だけではどうすることもできない、染め残した部分を全すべてまとめて、一色様は『世界の半分』と呼称しています。もちろん、そう呼ばれるだけの力は有している人たちです。王に剣を向けようという人たちなのですから、呼称の通り、世界の半分と呼ばれるほどの力と存在感は持っているということです」

　勿もつ体たいつけるような言い方は、静華には相応しくなかった。急せかされるように、慎太郎は話を進める。

「……一色って人の敵が強くて大きいっていうのはわかりましたけど、それと『白はく稜りよう事じ件けん』に何の関係があるんですか？」

　身を切られそうなほどに、静華が纏まとった空気は冷たく、鋭かった。

「『白稜事件』で争ったのは、新しん堂どう様と、『世界の半分』と呼ばれる方たちでした」

「……」

　言葉の意味を完全に理解するため、ほんの少しの時間を必要とした。

「この世の王と称される人に敵対することができる力。そんな力を持った人たちと新堂様は戦われました。その結果が、『白稜事件』というわけです」

「……学校を一つ、潰つぶすほどの戦いだったっていうわけですか。でも、あいつには一色がついてるんでしょ。だったら、勝つこと自体はそんなに難しくは――」

「お一人でした」

　疑うな。そう言われたような気分だった。

「対して、相手となった『世界の半分』と呼ばれた方たちは数名いたと聞いています。わかりますか慎太郎。王に刃向かえるだけの力を持った者数名は、あの方は一人で叩たたき潰されてしまったのです。一夜にして、皆殺しにできるだけの力を持って」

「世界の半分を皆殺しですか……何かの、冗談みたいな言葉ですね」

「事実ですから、仕方ないでしょう。あなたにできますか？　世界の半分とたった一人で戦い、勝つことが」

「……自信はないです。というより、たぶん、無理だと思います」

「そうでしょうね。ですが、それを恥に思う必要はありません。慎太郎が弱いのではなく、あの方が異常なだけなのですから」

　自信は不ふ遜そんでなければ傲ごう慢まんでもなかった。

　あの態度には、態度に相応ふさわしいだけの実績があった。

『世界の半分』を敵にして勝つことができる強さ。

　慎しん太た郎ろうには、想像もできない話だった。

「お会いになったのですか？」

「え？」

「慎太郎があの方のことを聞くということは、そういうことだと予想したのですが……幸運なことに、争いにはならなかったようですね。そうでなければ、今こうして話ができるような状態でいられるわけがありませんから」

「それほどですか？　あいつは」

「それほどです」と、躊ちゆう躇ちよなく静しず華かは言い切った。

「いつかはあの方と争うことになるでしょう。ですが、今はやめておきなさい。今のあなたの、手に負おえる相手ではありませんから」

「心配してくれてるんですか？」

「獅し子しの前に立とうとする弟を心配しない姉はいません。結果のわかりきった勝負で、あなたを失いたくはありませんから」

　そう言って、静華はわずかに肩を落とした。

　そんな姿を見せられたら、反抗できるわけがない。

「わかりました。姉さんの、言うとおりにします」

「そうですか。なら、いいのですか……」

　何か言いたげだったが、結局、何も言わなかった。

　いつかは戦うことになる。そう言ったのは、他の誰だれでもなく、静華なのだ。

　何かを、言えるわけがなかった。

　話が終わると、静華は頭を下げ、台所のほうへと消えていった。

　残された慎太郎は、狐きつねが消えていった後を追い、自室へと向かう。

　開けっ放しになっている戸から、中の様子を窺うかがう。今まで見たこともない、心の底から気を許した顔で、香か澄すみは自分に会いに来た狐を抱きしめていた。

「ルカ……どうしたの？　こんな所まで」

　お互いに顔を寄せ、愛情の深さを見せつける。

「あたしを捜しに来てくれたの？　そう、ごめんね……ルカには、心配ばっかりかけちゃってて……大丈夫よ。見ての通り、あたしは元気だから」

　瞳ひとみを閉じ、相手の温かさを感じようという抱ほう擁ようで、香澄はルカという名前の狐を抱きしめていた。

　間に入る隙すきなど、一ミリもありはしない。

「ごめんね。ごめんね、ルカ……あたしが、もうちょっと強かったら……」

　離れて様子を窺うかがっている慎しん太た郎ろうと目が合う。大切なものを扱うようにルカと離れると、嫌いなものを目にしたように慎太郎を睨にらみつけてきた。

「なによッ。冷めた目で見ちゃって、文句でもあんの？　あるんだったら言いなさいよ」

「いや。文句とかは別になくて、ただ、仲がいいなって思って」

「うるっさいわね。あんたなんかにそんなこと言われる筋合いはないわよッ」

　そばにある木刀を持って、今にも襲い掛かってきそうな雰ふん囲い気きだ。元気になったのはいいが、それを使って暴力を振るうのはやめてほしい。

　この子とは相性が悪いんだろうな。下へ手たに優しくしても余計なお世話だって言われるだけだし……難しいな、女の子って。

　戸惑う慎太郎と香か澄すみの間に、二人とは違う温度の狐きつねが割って入る。

「カスミ。そんな風に言うものではない。不本意とはいえ、お前はその男に助けられたのだろう。だったら、まずは言わなくてはいけないことがある」

「え？　でも、それは……」

「カスミ」

　名前を呼ばれ大人おとなしくなる。それでも張った意地を引っ込めることはできなかったようで、文句のありそうな顔で、軽く会釈をする程度だ。



    

  
    
      



    

  
    
      「……すまないな。少々、気の強いところがあって」

「気にしなくてもいいさ。短い付き合いだけど、その子の性格はだいぶわかったから」

　何気ない一言は、口にした後にそのうかつさに気づく。

　せっかく消えた火が再び点火し、敵意むき出しの顔で香か澄すみが吼ほえてくる。

「わかったって何よ？　あんたにあたしの何がわかるっていうの？　ふざけたこと言わないでよ、バカッ」

　心の中全部を吐き出した香澄を、ルカがそっと制止する。

「だって、ルカ……」

　初めて見せる弱々しい顔と声に、慎しん太た郎ろうはドキリとした。

　ギャップだな。こういう子が急に大人おとなしいところを見せると、こっちが戸惑う。

　それを自覚して、慎太郎は意図的に視線を逸そらした。

　香澄がこちらの様子を窺うかがっている。それを無視していると、香澄は布団の中から身を出し立ち上がった。

　しっかりとした足取りで自分の荷物を手に取る。どうやら、体調のほうは万全のようだ。

　そのままの足取りで、ルカを連れて部屋を出て行こうとする。出口に突っ立っていた慎太郎は、身を引いて通り道を作った。

「あの布団……あんたの？」

　部屋を出る間際、そんなことを聞いてきた。

「そうだけど……何か、問題でもあったか？」

「別に。ただ、ちょっとだけ……」

　困った顔で、香澄は言い淀よどんだ。目線でその先を促うながすが、鼻を鳴らしてそっぽを向くだけだ。

「やっぱりあんたは嫌い。大っ嫌いだから……考えたくもない」

　そして、そんな風に言葉で突き飛ばされた。

「ルカ。帰ろ」

　別人のように優しい顔と声で、足元の狐きつねに話しかける。ルカが返事をすることはなく、瞳ひとみを合わせるだけで二つの意思は通い合った。

「玄関までだけど、送るよ。その先までついていったら、また怒られそうだし」

「……ふん。好きにすれば。あたしは命をかけて、あんたを無視してやるから」

　本音でないのは態度でわかるが、それでも、女の子にそんなことを言われるのは寂しい。

　玄関にたどり着く。

　顔を落としている香澄は、何か言いたそうだった。

　靴を履はき、帰る準備が整う。だが、香澄は一向に玄関の戸を開けようとはしない。「早く帰れば」と、言えるわけもなく、慎しん太た郎ろうは黙って香か澄すみが何かするのを待っていた。

　心配そうに、ルカが香澄を見上げる。それに応こたえる瞳ひとみは、どうしようもなく優しい。

「……あのさ」

　やっと出てきた言葉に、慎太郎が答える。

「なに？」

「明日の放課後……あんた、時間空あいてる？」

「時間だったら、空いてるけど……」

　今日の続きといったものは、勘弁してほしかった。

「じゃあ、付き合ってほしい所があるんだけど」

「どこ？」と聞いて、教えてもらえるとは思えなかった。場所を聞かずに、「行く」「行かない」かで答えるしかない。

「危なくなくて、あんまり遠くじゃなければ、いいけど……」

　大して悩むこともなく、慎太郎は誘いを受けることに決めた。

　だまし討ちなどの心配は、まったくと言っていいほどしていない。なぜなら、彼女はそういうことができる人間ではないからだ。

「そう。じゃあ、放課後に、正門の所で待ってるから」

　話し方から察するに、あまり楽しい所ではないようだ。せっかく異性に誘われたというのに、これっぽっちも浮かれるような気持ちにはならない。

「ああ。じゃあ、また明日にでも……」

　慎太郎の声が聞こえなかったかのような素振りで、香澄は背中を向けて玄関の戸に手をかけた。思えば、この家に連れてきてからというもの、彼女の背中しか見ていないような気がする。

　その事実に寂しくなる慎太郎に、香澄の別れの言葉が飛んできた。

「……ありがと」

　顔を見せず、背中を向けたままの一言だった。

　その一言で全すべてが報むくわれたような気がするのは、きっと自分が単純だからだろう。

　その後は振り返るどころか、気にすることもなく、香澄は玄関を後にした。彼女の代わりに、そばに寄りそう狐きつねが礼儀正しく頭を下げていく。その狐に手を振り、この場はお別れということになった。

「無理だよな……きっと……」

　誰だれもいなくなった後、そう呟つぶやく。そして、今は誰もいない自室へと足を向ける。

「あんな優しい子、倒せるわけないよな……」

　思い出したのは、香澄との戦いだった。

　一いつ色しきという、譲れないものの為ために二人は戦った。今日の結果だけを見れば、慎太郎の勝ちということになるのかもしれない。だが、慎しん太た郎ろうはあれで勝ったとは思っていないし、あれで終わりにできるとも思っていなかった。

　丸腰で、何の魔法も持ってなかった俺おれに対して……あの子は、同じように、自分の武器を封印して戦ってくれた。それが優しさじゃなくてなんだっていうんだ？

　身を守る不思議な光と、触れた物を切り裂く真剣。あのまま戦っていれば、間違いなく香か澄すみが勝ったはずだ。目的の為ために邪魔な人間を、あそこで絶対に排除できたはずだ。

　なのに……

　あの子、本当は戦いたくないんだろうな。そうじゃなければ、あんな風に優しくなんか、できるもんか……

　お互いに本気でなければ勝負とはいえない。そして、あれは彼女が本気ではなかった。またいつか、戦うことになる。そのときは、今日のように誤ご魔ま化かすことはできない。

　気が重いな。そばにいる狐きつねも、いい奴やつみたいだし……

　礼儀正しく威厳があって、主人を心配して、信頼関係も成立させていて――

　そばにいる仲間として、文句のつけようがない。あの姿を意識すればするほど、自分のそばにいる猫が残念で仕方ない。

　いや、悲観的に考えすぎるのはよくないよな。あいつはあいつで良いところがあるだろうから、もう少しあいつのことを知ればいつかは尊敬できるようになるかもしれないし……

　イリスをポイ捨てした部屋の戸を開ける。

　お互いに尊敬し合える関係を作る第一歩として、まずは今までよりも優しくして、イリスの良いところを探す努力をしようと、慎太郎は思った。

「おっ、あっ、うっ……………ううん。これも、中々……まさか、背中を床に擦こすりつけるだけでこんな気持ちよくなるとは……お、あ……駄目だ、このままでは癖くせになってしまう……………ハッ」

　仰あお向むけになり、背中を畳に一生懸命擦り付けている猫。

　戸を開けた慎太郎と目が合うと、見られてはいけないものを見られたという意識から、心身を固まらせた。

　言うまでもなく手遅れなのだが、元々なかった威厳を取り戻そうと、それなりにちゃんとした座り方に座りなおす。

「な、何だシンタロウ……女がいる部屋にノックもなしに入るとは失礼であろう」

　どうしようもないエロ猫なのだが羞しゆう恥ち心しんだけはちゃんとあるようで、一人で喘あえいでいたところを見られて、顔を赤くして恥ずかしがっている。

「別に、お前が一人で何をしようがお前の勝手だけど……客もいたんだから、そういうことは慎つつしめよ」

「まあ待てシンタロウ。その言い方では、人目を気にせずに私が一人で快楽を貪むさぼっていたようではないか」

「貪むさぼってただろ。背中擦こすりつけて気持ちいいって……」

　悲しい。

　尊敬できるところを探そうという気持ちはこれで消え去った。元々無理な話だったのだ。どんなに頑張ったところで、ないものを見つけることはできない。

「どうしたシンタロウ？　そのような悲しげな顔をしてうつむくとは……風邪でも引いたのか？　それは日ごろの鍛錬と、日々の摂生がなってないからだぞ。そんなことでは、私のような偉大な王にはなれないぞ」

　自身を省かえりみず、どうしようもなくポジティブ。

　初めて見つけた、イリスの尊敬できるところであった。





「ほう、敵である者を助けたというのか。聞くだけの身とすれば、心和なごむ美談なのだろうが、ともに戦う身としては、ため息をつかねば最後まで聞けない話だな」

　自室。夕食を済ませて眠る前、今いま更さらながら香か澄すみのことを尋ねてきたイリスに今日の事情を説明すると、どことなく楽しそうにそう言った。

　イリスの寝床として、冗談で用意した土ど鍋なべを、本人はいたく気に入っていた。今は土鍋の中に座ったまま、慎しん太た郎ろうを見上げている。

「わかっているのであろう？　その優しさでは、誰だれも救えないぞ」

　はっきりと、偉そうにものを言ってくる。自分でもわかっている失敗なので、耳を塞ふさいで聞き流すことは許されない。

「わかってるよ。ただ、答えを先延ばしにしただけだっていうんだろ。そんなのわかってるよ。わかってるけど……」

「答えが決まっていても、答えを口にすることが躊躇ためらわれる瞬間というのは誰にでもあるものだ。シンタロウも、そのこと自体を恥じる必要はない……懐かしいな。私も、家庭がある者に求愛された時はどうしようかと戸惑ったものだ」

　遠くを見つめて昔を懐かしむ。

　コイツはいったい、どんな生活を送ってきたのだろう。

「しかもその者は女でな、男女問わず人を惹ひきつけてしまう魅力は確かに私の武器なのだが……強力すぎる武器で、危うく自分の身を滅ぼすところであった」

　うんうんと、自己完結させて猫がうなずく。

　本当にコイツは、どんな生き方をしてきたのだろう。

「自慢話はまだ続くのか？」

　その言葉で、イリスが話に戻ってくる。

「おお、そうだったな。今は私ではなく、シンタロウの話をしていたのだったな。それでどうするつもりだ。次の機会があれば、先送りにしておいた答えを出すつもりなのか？」

「それは……」

　勝って、あの子を叩たたき伏せて、自分の望みを貫き通す。

　単純で簡単なその答えを出せる自信は、今もなかった。

　悩む慎しん太た郎ろうを見ているイリスの眼めは、どことなく楽しそう。

「ふふ。悩むというのは良いことだ。悩む前よりも、確実に成長したことになるからな。ただ、それで思考を止めてしまっては話にならん。答えは自分自身で出すものだ。他者に与えられたところで、価値も意味もない。シンタロウは自分のしたいようにすれば、それでいいのではないのか？」

「……簡単に言ってくれるな」

「簡単な話であろう。難しくしているのは、答えから逃げ出そうとしてるお前の心だ」

「……」

　ぐうの音も出ない見事な答え。

　真剣に向き合って話をすることで初めて知った。イリスは、口が上う手まい。

　自分の意見に満足したイリスが、土ど鍋なべの中で丸くなる。それでも眼だけは、ちゃんと慎太郎を捉とらえていた。

「お前がどのような答えを出そうが、私は文句を言うつもりはない。これはあくまでも、お前の戦いなのだ。人の戦いに口を出すほど、私は暇でなければ野暮でもないからな。せいぜい、苦労することだ」

　楽しげに弄もてあそんでいるような眼で、じっと慎太郎を捉えて離さない。どうやらイリスは、言葉で人をいじめるのが好きなようだ。

「いいのか、そんな風に言って。もしかしたら、俺おれはお前が望んでない答えを出すかもしれないぞ」

「ふふ。それはありえない話だ」

「何でだよ？」

「簡単なことだ。楽な答えに逃げるような男は、最初から悩まない」

「……」

「私のシンタロウは、全すべてを投げ出して逃げるような男ではないということだ」

「……私の慎太郎って、俺がいつお前の物になったんだよ」

「初めて私の姿を見た時からに決まっているであろう」

　自信満々に言い切る。そして、まだ言葉は続く。

「あの瞬間、お前は私の物になったんだ。そして……同じように私も、お前の物になった。それが、私とお前の今の関係だ」

「そ、それは……」

　心の距離を詰めるのが上う手まい。気がついたときには、何も言い返せないくらいすぐ近くにいる。

「まあ、私としては契約をすることで、もっと強くシンタロウに求められたいものなのだが……力の価値もわからん者に、力を与えても仕方がないからな。私の価値と重さと偉大さと優ゆう雅がさと美しさと優しさと……とにかく、私の魅力の全すべてが欲しくなったら私を求めればいい。そのときは、足を舐なめることで今までの無礼を寛大に許してやろうではないか」

　主導権を握った顔で猫が微笑ほほえむ。完全にイリスのペースで話が進んでいることが、どことなく悔しかった。

　だがそれでも、聞きたいことはしっかりと聞いておかなくてはいけない。

「……その、契約ってのをしたら、力が貰もらえるのか？」

「無論だ。先ほどの戦いで娘が使ったのは、光の契約術であろうな。まあ色々と利便性がある術で、ないよりはあったほうが圧倒的に有利なのは、間違いない」

「……力、か」

　力を手にいれた時、自分が何を思っているのか。それがまったく想像できないのが、少し恐こわかった。

「なあ……」

「何だシンタロウ。私の足でも舐める気になったか？　だったら明日にしてくれ。今は心ここ地ち好よいのでここから出たくないのだ」

　土ど鍋なべの中から面倒くさそうに声を出す。

　蓋ふたをして火にかけてやりたい。でも、不ま味ずそうだから食べるのは御ご免めんだ。

「力って、何だろうな」

「また新しい問題か？　一度に多くのことを考えるのはやめたほうがいいぞ。どんなに偉大な王であろうが、一度にできることには限りがあるのだからな」

「別に問題ってほどのことじゃないさ。ちょっと、聞いてみたくなっただけだから」

「そうか。ならば答えてやろう」

　すでに意識はまどろみへと落ちかかっているようだ。土鍋の中で丸くなったまま、イリスは大きなあくびをした。

「シンタロウが生まれてから今までの間で積み上げてきた、全てのものの事だ」

「積み上げてきた、全て……」

「そうだ。ほかの者はどうか知らんが、少なくとも私はそう思って今まで生きてきた。反論があるのなら受けて立つぞ……………受付は、明日の朝からだがな」

　一秒ごとに眠たそうな顔になっていく。話が終わるのは、もうすぐのことだろう。

「そっか……ただのエロ猫だと思ってたけど、たまにはいいこと言うんだな、お前」

「シンタロウは全然私の本質がわかっていないぞ。全すべてを理解したなら、お前はきっと私に頭を下げるのだがな……口くち惜おしい、私の魅力を語るのはまた後日にしよう」

「そう。そりゃ残念だよ」

　決定打となる大きなあくびを一つ。

　まぶたが完全に閉じきる前、イリスは小悪魔のような顔で笑いかけてきた。

「ふふ。男が悩む顔というのはいいものだ。そういう顔を見ているとき、私は女に生まれてよかったと思うぞ……シンタロウ。私は、お前が積み上げてきたものの一つだ。だから、困ったことがあれば、わたしを、たよれば……」

　瞳ひとみを閉じ完全に沈黙する。眠ってしまったイリスの体を、慎しん太た郎ろうは優しく撫なでてあげた。

「私はお前が積み上げてきたものの一つって……俺おれたち、そんなに深い関係じゃないだろうが」

　口にして笑みがこぼれる。気分は、まんざらでもなかった。

　変に魅力がある奴やつだな。こいつに言われたら、根拠がないのに正しいんじゃないのかって思えてくる。案外、王様に向いてるのかもな。

　尊敬できるところが見つかった猫の頭を撫でようとする。すると、眠ったままのくせして、ガブっと強く指を噛かんできた。





　約束どおり、放課後の正門で香か澄すみは慎太郎を待っていた。

　一いち瞥べつだけすると、すぐにそっぽを向く。これといった挨あい拶さつもないまま歩き出す香澄を、慎太郎は従者にでもなった気分で追いかけた。

　会話どころから、相手の顔すら見ることができない。前を歩く香澄の背中を見つめながら、一定の歩調でただついていく。

　傍はたから見たら、一緒に帰っているようには見えないだろう。

「なあ……どこ行くのかは、教えてくれないのか？」

　返事はない。よく聞こえなかったではなく、紛れもない無視である。

　黙ってついていくだけってのも辛つらいよな。何でもいいから、何か一言二言の会話くらいはあってもよさそうなもんだけど……

　数十分は続いた沈黙。ふとしたタイミングで振り返った香澄が、歩きながら話しかけてくる。

「今日は、鞄かばんが違うみたいね」

「え？　ああ、今日はちょっと、荷物が少ないから」

　一番かさばる荷物である、服を着た喋しやべる猫は家にいる。昨日の体験から、今日は家でじっとしていることを選んだらしい。

「ふーん。ま、あたしにはどうでもいい話だけど……」

　言って、髪の毛をかきあげ、また前を向く。二人の会話はその一瞬で終わってしまったようだった。

　参ったな。こっちから何か話しかけても、無視されるか怒られるだけだし、かといってあっちからの会話でも、一瞬で終わっちゃうし……

　しばらくは我慢するしかないということを悟り、慎しん太た郎ろうは黙って歩き続けることにした。

　それからどれくらい歩いただろう。街外れまで歩いた慎太郎がたどり着いたのは、大きな庭がある、大きな病院だった。

「こっちよ」

　ぼうっと景観を眺めていた慎太郎に声をかけ、香か澄すみは院内へと歩を進めていく。慣れた様子で、立ち止まったり地図を見たりをいうことは一度もなかった。

　廊下でも、二人っきりのエレベーター内でもずっと無言。文句も言わずにここまでついてきた慎太郎は、腹をくくって何も聞かないことにした。

　病院内の奥のほう。人の気配はあまり感じない。誰だれもいないかのような静かな個室に、たどり着いた。

　説明もなく、香澄が部屋の扉を開ける。説明を受けず、慎太郎はその後に続いた。

「明あ日す香か。ごめんね。会いにくるのが、久しぶりになっちゃったね」

　真っ白で殺風景な部屋にいたのは、小学生くらいの小さな女の子だった。ハツラツとした笑顔で、香澄と同じように髪の毛を右側でまとめている。

「お姉ちゃんッ。うん、大丈夫だよ。一人でも、寂しくなかったから……………あれ？　その人、誰？」

　女の子の瞳ひとみが慎太郎に向けられる。わけもわからず緊張した慎太郎は、礼儀正しく気をつけをして頭を下げた。

「あ、ええっと、俺おれは……」

「学校の友達よ。今日はちょっと、たまたまここで会っただけで、暇だって言うから連れてきただけよ」

「え、それは……」

「そうよね？」

　声こわ音ねとはまったく違う、恐こわい目で答えを促うながされる。反論して事を荒立てても何の得にもなりそうになかったので、慎太郎は素直に「はい」と返事をした。

「そうなの？　あ、私はお姉ちゃんの妹で明日香っていいます。よろしく願いします」

　ベッドに腰掛けたままだが、きちんと頭を下げて自己紹介をする。反射的に、慎太郎は二度目となる会釈をしてしまっていた。

「き、桐生きりゆうっていいます。こちらこそ、よろしく……」

　自分よりも遥はるかに年下であろう女の子は、きれいな顔をして笑い返してくれた。

「桐生きりゆうは適当に座って。話の邪魔にならなかったら、別に何してても気にしないから」

「あ……なら、適当にさせてもらうけど」

　とりあえず、そばにあった丸まる椅い子すを引き寄せて腰を下ろす。

　何をしていても良いと言われても、この空気の中では何もする気にはならない。

　言われたとおり邪魔にならないことだけを心がけ、慎しん太た郎ろうは香か澄すみと、明あ日す香かという名前の少女を観察することにした。

　香澄の妹という自己紹介は紛れもない事実だったようで、二人は屈くつ託たくのない笑顔で笑いながら会話を続けている。女の子同士特有の仲の良さが浮き彫りになっており、それが慎太郎の疎外感に拍車をかける。

　無視されてる気分だな。でも、この二人の会話に入っていけるわけがないし……

　妹に向ける香澄の笑顔は、お世辞抜きで可愛かわいかった。今まで、厳しい目つきと声しか向けられなかった慎太郎としては、直視することもままならない。

　じっと見つめていると、こっちが照れてしまいそうだ。

「ねえお姉ちゃん。あの人って、お姉ちゃんの彼氏なの？」

　突然、慎太郎に話題が向く。自分の名前が出たので、慎太郎は聞こえないふりをしながらも聞き耳を立てた。



    

  
    
      



    

  
    
      「そんなわけないじゃない。あいつはバカでグズでどうしようもない駄目男なんだから。あたしとは、どう頑張ったってつりあわないわよ」

「そうなんだ。うん、でもそうだよね。お姉ちゃんはきれいなんだから、もっと格好いい男の人じゃないと似合わないよね」

「ふふ、そうよ」

　と言って、妹の頭を撫なでる。

　どうやら、話題に上がってすぐにフラれてしまったらしい。どこにぶつけたいいのかわからない虚むなしさが、心の中を駆け回る。

「じゃあ、明あ日す香かはちょっと待っててね。あたし、あのどうしようもない駄目男を見送ってくるから」

「うん。わかった」

　そばに来た香か澄すみに退室を促うながされる。慎しん太た郎ろうは席から立つと、明日香という少女に向かって頭を下げた。その慎太郎に向かって、少女は姉に聞こえないように、口だけで「頑張ってね」と言った。

　部屋を出て廊下を少し歩く。

　自動販売機で二人分のジュースを買うと、香澄はその前にある長なが椅い子すに座った。

「あんたも、座れば」

　打って変わった、愛想と元気のない声。近づきすぎて怒られないように、慎太郎は少し離れて、香澄の横に座った。

「さっきのって……」

　片手に持ったジュースをぶっきらぼうに突き出してくる。受け取らないと怒られそうだったので、遠慮気味にそれを受け取る。

　そして、ここに来るまでと同じような静せい寂じやくが張り詰めた。

　どういうつもりなんだ？　入院してる妹の所なんかに俺おれを連れてきて。こんなことされても、意味がわからないけど……

　貰もらったジュースを飲もうと蓋ふたに手をかけた瞬間、香澄の声がした。

「明日香はね、もう少ししたら死んじゃうの」

　蓋にかけた、手が止まった。

「血液の病気でね、余命は、あと二、三年しかないんだって」

　かける言葉を探す。だけど唐突過ぎて、何も見つからなかった。

「ここまで生きてこれたのも、運が良かったからなんだって。当然よね、あんなに良い子なんだもん。それくらいの幸運がないと……不公平よね」

　香澄が強く握ったジュースの缶から、パキっという音が聞こえた。

「治療したら治るんじゃないのか？　そのための、入院だろ」

「あんたみたいなバカにはわかんないでしょうけど……入院には二種類あるの。体を治す入院と、命を延ばすだけの入院。あの子のがどっちなのか……バカなあんたでも、これだけ言えばわかるでしょ？」

「……まあ、一応は」

　治るのだったら、こんな話し方はしない。それがわかると、更にかける言葉が見つからなくなる。

「『心しん香こう』っていう、人にはない不思議な力を持ってるから、あたしは相そう馬まの家に引き取られたの。妹はそのついでで、治療費一切とかを面倒見てくれるっていうから、私は喜んで相馬の家の人間になったわ。だけど、それでも治療法だけは見つからなくて……あの子の運命は、変わらないんだって」

「……」

「あの子が、明あ日す香かが生きられるんだったら、あたしは命をあげてもいいって思ったわ。そんなときよ。あたしが相馬の家に引き取られた、本当の理由を知ったのは」

「……一いつ色しき」

　遠くを見たまま、気がつくとその名前を呟つぶやいていた。

「そうよ。その人が持ってる不思議な力があれば、明日香を助けてあげられる。だからあたしは、戦うことにしたの」

　手に持っている缶ジュースを軽く握る。中身が入っている缶に、へこみ一つ入れられなかった。

「……今いま更さらかもしれないが、その話は本当なのか？　助からない病気の女の子を救えるなんて、絵空事みたいなこと……」

「昨日、あたしが使った蛍ほたるみたいな光を見たでしょ？」

「え、ああ……」

　触れたら痛みをぶつけてきた、不思議な光を思い出す。

「一色って人が持ってる力は、そういうのを全部合わせた凄すごい力なんだって。だから、病気を治すことくらい、簡単なんだって」

「じゃあ、最初から、その一色って奴やつに頼めば……」

「そうしたら言われちゃったわ。自分の望みは、自分の力で叶かなえろって」

「……」

「助からない人間を助けていったらきりがないでしょ。だから、一色はそういうことはしないんだって。死んじゃう運命に逆らいたかったら、それだけ強くなれっていうことよ」

「……なるほどね」

　結局、ここでも顔を出すのは力の話。強くなければ、助けてもらうことも許されないようだ。

「明あ日す香かはね、あたしのことを強くて格好いいお姉さんって思ってるの。あの髪型もあたしの真ま似ねよ。そうしてたら、自分も強くなるような気がするんだって」

　鬱うつ陶とうしそうに、髪の毛をかきあげる香か澄すみを思い出す。

　そうか。もう、彼女の意思じゃあ、髪型を変えたくても変えられないんだ。あの子のために、自分を信じてくれている妹のために……この子は、強い人間であり続けないといけないんだ。

『髪の毛……鬱陶しいんだったら切れば』

　事情も知らず、そんなことを言った自分はバカだ。

　香澄が立ち上がる。だけど、それを眼めで追うことはできない。

「あたしは負けない。負けたら、明日香のことを助けられないもの。だから……絶対に、負けたりなんかしない」

　顔が見れなかった。見てしまったら、負けてしまうような気がする。

「何で、俺おれをここに連れてきたんだ？　こういう話を聞かされても、俺がしてやれることなんて、何も……」

「今度戦うときは、ちゃんと準備をしてこいって言いたいのよッ。じゃないと、あたしは本気が出せない……あんたみたいに能天気に戦場に出てきて、普通の顔して生き残ってるのはむかつくって言いたいのよッ」

　心を斬きられたような気がした。

　昨日受けたどんな攻撃よりも、この言葉のほうが遥はるかに痛い。

「ただ、それだけよ。あたしはそれだけの思いを持ってるから……あんたにも、戦う理由があるんだったら……………」

　続きは言わず、代わりに背中を向けた。

「もう帰って。これ以上、あんたと話すことなんて何もないから」

　呼び止める隙すきもなく、香澄は妹の病室へと戻っていった。

　声をかけるどころか、立ち上がることもできない。忌いま々いましく手に持った缶ジュースを握ると、今度は少し、へこみを入れられた。





　病院から出ると、緑の芝生が生え揃そろっている大きな庭と、辺りを染める西日が目に入った。庭では数人の子供たちが追いかけっこをしている。こんな時間まで遊んでいるとは元気なものだと思った。

「キリュウ……だったな」

　名前を呼ばれ、辺りを見渡す。だが、それらしい姿はどこにもない。動く気配を感じて視線を落とすと、そこには昨日の狐きつねがいた。

「ああ。ええっと、そっちは確か……」

「香か澄すみにはルカと呼ばれている。お前との関係で言えば、敵同士ということになるのだが」

「……やめよう。今は、そういう気分じゃないんだ」

「だろうな。少しいいか？　お前とは、話がしてみたいと思っていたんだ」

「俺おれは別にいいけど……多分、面白い話はできないと思うぞ」

「構わぬさ。わたしも、そんな話をするつもりはない」

　場所を移す。人目が少ない裏手に移ると、慎しん太た郎ろうは植え込みのふちに体を預けた。

「それで、話って何だ？」

「決まっておろう。香澄のことだ。お前は香澄のことをどう思っているのだ？」

「どう思ってるって言われても……特に、何も思っちゃいないけど」

「ではなぜ助けた？　話を聞く上では、昨日、お前はあのまま香澄を葬ほうむり去ることもできたのではないか？」

「葬り去る気なんて、最初っからまったくなかったけど……特に意味なんてないさ。あの子は俺に情けをかけてくれた。ただ、それに応こたえたかっただけだ」

「情け？」

「ああ。丸腰で、お前みたいな立派な式しき神がみも持ってない俺に合わせて、あの子は自分の力を抑えてくれたんだ。それが、俺のためなのかどうかはわからないけど……情けをかけられたっていうことに変わりはないからな。それを無視して、俺の勝ちなんて言えるわけがないだろ」

「言えばよかった……いや、正確に言えば、お前はそこでいうべきではなかったのか？　これは、そういう戦いなのだろう？」

「……かも、しれないけど」

「香澄がどんな考えを持ち、どんな行動をとったとしても、お前にとってはどうでいいことだ。だから無視をしたところで、誰だれもお前を責めたりはしない。負けてはいけない戦いをしている以上、あそこでお前は自分の勝ちを主張するべきではなかったのか？」

「そんなことない。責める奴やつなら、ちゃんといるさ」

「誰だ？」

「俺だよ。あれで勝ったなんて言っても、俺は納得できない」

　呆あきれたように、ルカが顔を振る。狐きつねのくせして、感情表現は豊かなようだった。

「勝ち残れない発想だな。お前は本当に、王になろうと思っているのか？」

「さあな。自分でも、よくわからないんだ」

　軽い風が吹く。

　ルカは少しの間慎太郎の顔を見つめると、再び呆れたように顔を振った。

「器うつわではないな。そのうち誰かに殺されて、お前は終わるぞ」

「ああ、俺おれもそう思うよ」

　二つの視線が合う。ルカという狐きつねは、強く、とてもきれいな眼めをしていた。その瞳ひとみを逸そらし、呟つぶやくようにルカが声を発する。

「香か澄すみも、お前と同じようなことを言っていた」

「相そう馬まが？」

「ああ。丸腰のお前に勝っても納得はできなかったらしい。だから、あの子は自分の絶対的な優位を放棄して……お前と同じで、賢い生き方ができないというわけだ」

「そっか……」

　あの子の姿を思い浮かべる。

　気が強くて口が悪くて、意地っ張りで暴力的で……だけど、優しかった。戦った慎しん太た郎ろうだからこそ、それがわかる。

　今度は慎太郎が、ルカに質問をする。

「あんたは、あの子が何で戦ってるのかを知ってるのか？」

「無論だ。秘密を抱えたままで、信頼が成立するわけがないだろう」

「確かに……それで、あんたはどう思ってるんだ？」

「何がだ？」

「このまま、あの子を戦わせるつもりか？」

　流りゆう暢ちように喋しやべる狐は、ここで初めて言葉を詰まらせた。

「俺に器うつわじゃないって言うってことは、あの子に対してもそう思ってるっていうことだろ。俺が言える立場じゃないのはよくわかってるけど……それは、俺も同感だ。あの子は王様になれる器じゃない。あの子の強さは、何かを守る強さなんだ。だから、傷つけあって主張し合うような……王様なんてものを奪い合う、汚い戦いには向いてない」

　気を抜くと、感傷的になる。

　妹と話していたときの優しい笑顔。戦っているときの何百倍も、いい顔をしていた。

「では、香澄に妹を見殺せと言うのか？」

「そういう言い方はやめろ。俺は……」

　今度は、慎太郎が言葉を詰まらせた。

「きれいごとでは誰だれも救えない。人を助けるものは力で、望みを叶かなえるものも力だ。王とは、この世界でも最も強い力を持っている者のことをいう。ゆえに戦い、競い合わなければいけない」

「わかってるよ。わかってるから……」

　何を言おう。

　何を言えば、自分の思いは最も上う手まく、形になってくれるんだろう。

　何も言えず沈黙する。

　何度も考えたけど、何の答えも出ない問題。いや、違う。認めなければいけないのに、認めようとしない答え。

　答えから逃げ出して、たどり着いた先にあったものは、答えられないという現実だった。

「……………香か澄すみが初めて戦った相手が、お前でよかった」

　意外な言葉が、頭の中で鳴り響く。情が込められた眼めで、ルカは慎しん太た郎ろうを見つめていた。

「話はここまでだ。すまなかったな、時間をとらせた」

「いいさ別に。どうせ、帰ってもやることなんてないし……」

　姉が玄関で帰りを待っている。一刻も早く帰らないといけないのに、口は流りゆう暢ちように嘘うそを並べてくれた。

「では、ここでお別れだ。できればお前とは、敵としては会いたくないものだな」

「そうだな。俺おれも、そう願うよ」

　うつむきながら答える。姿を見つめていると情を抱いてしまいそうだったので、慎太郎はあえて相手を見ないことにした。

　そしてルカはいなくなる。

　ポケットの中に手を突っ込む。自分の感情を押し込んだまま、誰だれにも見られないように、血が出るほど強く手の平を握った。





　王様の位くらい。強さ。戦い。奪い合うこと。そして手に入る、望みを叶かなえられる力。

　頭の中は色んなことで一杯だった。

　春先なので、日が落ちるのが少し早い。

　自宅にたどり着く頃ころには、西日も姿を消していた。今は残光があるだけで、暗くら闇やみは少しずつ濃くなっていく。

　まさか、狐きつねにここまで考えさせられるとはな……どんな姿をしてても、神様は偉大っていうことか。

　無性に、あの猫に会いたくなった。

　あの猫は、乱れている心を落ち着かせてくれる言葉を持っている。どんなに根拠がないとしても、あの猫に言われたらそう思える気持ちにさせてくれる。

　あいつは、そんな不思議な魅力を持っていた。

　自宅の門をくぐって中に入る。玄関までは、まだもう少し距離があった。

「シンタロゥ……」

　情けない声が聞こえた。

　いつもそうだ。こっちが尊敬しようという心構えをすると、いつもそれを裏切る醜しゆう態たいを晒さらしてくれる。

　声が聞こえたほうを見ると、自慢の豪壮な服が枝に引っ掛かり、首くび吊つりのように宙に浮いている猫の姿があった。無視をするわけにもいかないので、そばに寄ってやる。

「おお、よく来たシンタロウ。ほらほら、特別に私に触れてもよいという許可をやるから、今すぐ神妙に丁寧に愛情を持って大切に私のことを助けろ」

　首吊り状態のくせして、何でコイツはこんなに偉そうなんだろう。

「……何してるんだよ。自殺でもするつもりか？」

「アホかお前は。自殺するような者が助けを求めるか。しかも相手は私だぞ。私に対する嫉しつ妬とで心を狂わせ、人を追い込むようなことはあっても、追い込まれるようなことなどあるものか」

「あっそ。じゃあ何で、こんな所で宙に浮いてるんだ。新しい遊びか？」

「アホかお前は。遊びでやっているのなら助けなど求めるものか。もっと考えてものを喋しやべれ。私に労力を使わせるな。お前の相手も楽ではないのだぞ」

「あっそ。じゃあそのまま一人で頑張っててくれ」

　そっぽを向くと、急に猫の態度が変わった。

「まあ待てシンタロウ。今の言い方は私のほうにも問題があったかもしれん。そこのところはお互いに頭を下げることで、なかったということにして――」

「ものを頼むのなら言い方ってものがあるだろう。王様になるんだから、それぐらいのことはわかるだろ？」

「うぐッ。王になる身の上の私としても、人に頭を下げるのは礼儀として当然のことだとわかってはいるが……人に頭を下げさせられるのは気に入らんぞ」

「じゃあそのまま頑張るか？」

「今すぐ助けろ。たのむ」

　でっかい態度のままとはいえ、一応お願いをしてきたので、助けてやることにする。

　枝に引っ掛かっている服を取り、猫を自分の肩に乗せる。バランスが悪い場所だが、器用な猫だから大丈夫だろう。

「それで、何であんな所に引っ掛かってたんだ？」

「うん、別に大したことではないぞ。私の領地に足を踏み入れてきた礼儀を知らぬ野良猫を退治しようとしたのだがな、これが意外と中々に強力な戦力を保持しており、いったん転進することにしたのだが……思えば私はこの屋敷の地理というものをあまり知らん。それで懸命に進路を探っているうちに服が枝に引っ掛かってしまい、ああいうことになってしまったというわけだ」

「小難しい説明、どうもありがとう。つまり要点をまとめると、野良猫との縄なわ張ばり争いに負けて、逃げ出しているうちに道に迷って、最後は庭の木に服が引っ掛かったというわけだな」

「全然違うぞ。私は負けていないし逃げてもいない。道に迷ったのではなく道を探っていて……そうだ、こうなったのは全部シンタロウのせいだぞ。どう責任を取るつもりだ？　断頭台にでも上るか？」

　そう言って、爪つめを耳たぶに立ててくる。どこで憶おぼえた小技かは知らないが、地味に痛い。

「何で俺おれのせいなんだよ？」

「そもそも、シンタロウが私にこの屋敷の詳しい地理を教えてないのが悪い」

「家だったらこの前適当に案内しただろ」

「室内だけではないかッ。室外のことはまったく何も聞かされていないぞ。枝が服に引っかかる危険性くらい事前に察知して私に教えておけッ、アホ」

　じゃあ最初から服を着なければいいのに……

「それにだな、私があの野蛮で無知な猫と出くわしたのも、元をたどれば……」

「どうした？　元をたどるとどうなるんだ？」

「別に、なんでもない。ほら、私が落ちかかっているぞ。お前は光栄にも、私という王を扱っているのだ。もっと丁寧に扱え」

「はいはい。わかりましたよ」

　服を掴つかんで位置を直してやる。扱いが粗末だと文句を言って、また耳に爪を立ててきた。

「ただいま」

　玄関を開けて中に入る。いつものように、姉の静しず華かが三つ指をついて帰りを待っていた。

「お帰りなさい、慎しん太た郎ろう。今日は少し、帰りが遅かったようですね」

「すいません。ちょっと、人と話をしてたから」

「そうですか。それは構いませんが……つかぬ事を聞きますが、イリス様を見かけませんでしたか？」

「あいつですか？　あいつだったら……」

　肩に乗っている猫と目が合う。気合の入った顔で、ふんッとそっぽを向いた。

「あいつがどうかしたんですか？」

「ええ、先ほどまでは私の膝ひざの上で一緒に慎太郎の帰りを待っていたのですが……しばらくすると我慢ができなくなったようで、お一人で慎太郎を出迎えにいかれまして……」

「……」

「車や野良猫など、猫であるイリス様にとって、この世界は危険が多いではありませんか。それで、万が一があってはと心配しているのですが……」

　もう一度猫の顔を見る。ふんッとそっぽを向いたまま、唇を尖とがらせていた。

「……そうですか。だったら大丈夫です。元気な姿を確認しましたから」

　帰りを待っててくれたのか。

　そう思ったら、自然と頭を撫なでてやっていた。だが本人はそれが気に入らないようで、頭を撫なでる手を引ひっ掻かいてくる。

「勘違いするなよシンタロウ。偉大なる王になる私が人を出迎えたりなどするか。ちょっと暇だったから、そこらを探索してみただけだ」

「そっか。わかったよ」

　爪つめを立てられることも気にせず頭を撫で続けると、イリスは気に入らないといった具合に、「気安く王の頭を撫でるな」と呟つぶやいた。

　姉と別れ自室に向かう途中、慎しん太た郎ろうは無性に話がしたくなって、縁側に座り込んだ。

　心ここ地ち好よい風が流れてくる。肩に乗せていたイリスを、自分のそばに置いた。

「……どうした？　いつものように、このままお前の部屋に向かうのではないのか？」

「ちょっとな、お前と話がしたくなって」

　その一言に、イリスは機嫌を良くする。

「ふふ。アホなシンタロウも、やっと私とまともに話せる幸せを理解したようだな。それでは何の話をする？　わかっていると思うが、私ほどの女はそう簡単には満足しないぞ」

「お前の話をしてくれよ。そもそもなんで、王様になんてなりたいって思ったんだ」

「何だ、その程度の話か。もっと色いろと欲に絡んだ面白い話ができると思ったのだが……まあ、お子様のシンタロウではしょうがないか」

「ああ、悪かったな。俺おれにはそれくらいの話で精一杯なんだ」

　キョトンとした顔をした後、イリスがいやらしい笑みを浮かべながら慎太郎の体に擦り寄ってくる。どうやらこの猫は、人の弱みが大好物のようだ。

「何かあったのだな。ふふ、弱い男はすぐに女に頼ろうとする。まあ、それが私ほどに魅力的で、理知的な女であれば仕方がないことではあるが」

「ふん、偉そうに言うなよ」

「実際に偉いのだから仕方がない。まあ良いぞ。シンタロウは特別だ。私に甘えることを許してやる。よし、まずは横になれ。詳しい話はそれからだ」

「横になれって……」

　言われるがまま、廊下に体を倒す。足は、外に放ほうり出すことにした。

「よし。これで対等に話ができるな」

　そう言って、横になった慎太郎の体の上に乗ってくる。胸の辺りまでたどり着くと、イリスは体を丸めて横になった。

「お前の言う対等ってのは、相手の体の上に乗ることなのか？」

「無論だ。私は見下ろす。お前は見下ろされる。それでやっと私たちの正しい関係になるのだからな」

「昨日とは言ってることが微妙に違うと思うけど」

「いいのだ。王はわがままが許される生き物なのだからな」

　余裕一杯に笑う。悔しいが、その顔がとてもよく似合った。

「そっか。じゃあこれでいいけど……」

　そのままの姿勢で、廊下の天井を見上げる。体には、猫の適度な重さが感じられた。

「それで、シンタロウは王になるということの話が聞きたいと言ったな」

「ああ、言ったよ。ちょっと考えてみたけど……わからなくなったんだ。何でみんな、王様になりたいのかなって思って」

「簡単なことであろう。望みを叶かなえようと思えば、力を求めることになる。その力を究極までに求めれば、自然と王という位くらいに考えが及ぶ。何か間違いがあるか？　上を見上げる人間がたどり着く場所など、誰だれでも一緒ということだ」

「でも、そのためには戦わないといけないんだろ？　辛つらいぞ、戦うっていうのは……」

「そんなことは知っている。それでも目指すほどの価値があるから、人は血を流すのだ。それが嫌なら、部屋にこもって泣いていればいいだけのことだ」

「厳しいな、お前……そんなにはっきり言うなよ。正しくても、否定したくなるだろ」

「ならば否定すればいい。それもまた、お前が力で行なうことなのだからな」

「……そうだな。お前の言うとおりだよ。生きてたら戦わないわけにはいかないんだよな」

　荒くれていた心に何かが染み渡っていく。

　不思議だ。こいつに言われると、なぜかそういう気持ちになっていく。

「もう疲れたのか？　戦うことに」

「かもな。俺おれはお前みたいに、割り切れるような強さは持ってないから」

「割り切れるではない。信じるだ。自分の道は自分で作って、自分の足で歩く。それが強さであり、それが生きるということだ。そこを理解していないと、王どころか騎士にすらなれないぞ」

「そりゃ残念。で、何でお前は王様になりたいんだ。王になって、お前は何がしたいんだ？」

　一番大切な質問。答える猫は飄ひよう々ひようとしていた。

「約束だ」

「約束？　誰と？」

　答えに興味が湧わき体を起こそうとすると、イリスは驚き気味に文句を言ってきた。

「こら。誰が体を起こしていいと言った。お前は私が許すまで横になっていればいいのだ」

「あ、ああ……」

　怒られたので、再び体を横にする。するとイリスは、満足した顔で「よし」と言った。

「私が王になる姿を見たいと言った者がいたのだ。それで、その者は私のお気に入りだったからな。その者の願いを叶えてやるために、王になってやろうと思ったまでだ」

「人の願いで、王様を目指すか……」

　誰かに似てるな。思って、すぐに気づいた。自分の話と、同じだった。

「やめたくなったり、しないのか？　どうせ人の願いなんだろ。だったら、お前が自分の人生をかけてまで苦労するようなことは……」

「愚問だぞ。シンタロウ」

　自分の上で寝転がっている猫に、一喝された。

「その願いを叶かなえてやろうと決めたのは誰だれだ？　それがわかれば、答えは簡単なものであろう。誰かのためというのは、理由の一つでしかない、その道を選んで、戦っているのは自分だ。全すべて自分が決めたことなのだ。そこに、誰かの望みだからなどという言葉が入る余地などない」

「……」

　似ていたのは外見だけ。中身はまるで違った。

　イリスが口にした言葉を、今の慎しん太た郎ろうが口にすることはできない。姉のためではなく、姉のせいにして戦っている。そう言われても、反論することができない自分に気づいた。

「……凄すごいな、お前は。どうしてそこまで、自信を持って言い切れるんだ？　どうすればそんな風に、自分を信じることができるんだ？」

「自分が生きてきた道。その全てを信じることができるのであれば簡単なことであろう。それとも何だ、シンタロウは自分の生きてきた道すらも信じられないのか？」

「……さあ、よくわからないな」

　どれもこれもピンとはこなかった。

　背負ってきたものと言われても、自分の背中に何かがあるとは思えなかった。

「……ずいぶんと深刻な様子なのだな。どうした？　人の秘密に立ち入るような趣味はないが、話したのなら話してみろ」

　言葉が引き出される。この猫に心を許している自分を自覚した。

「負けてもいいかなって、思えたんだ」

「……」

「その子は俺おれよりも重たいものを背負ってるみたいで、それはどうしようもないくらいに、大切なものみたいで……奪えないんだ。それを奪って、俺のやりたいことをやるなんて……どう頑張っても、俺にはできそうにないんだ」

「ほう。それはまた厄やつ介かいそうな問題だな」

「でもな、俺がそうやって道を譲ったとしても……その子が欲しいものを手に入れられるとは思えなくて……それに、俺にも、欲しいものはあるから……」

　天井に向かって手を伸ばす。何もない虚こ空くうで、掴つかめるものなんてあるわけがなかった。

「なるほど。要は、敵対している者を倒したくないということだな？」

「まあ、そういうことになるかな」

「ふっ。相変わらずアホだな、シンタロウは」

　胸の上で立ち上がり、爪つめを立ててくる。

「ならばやることなど一つしかないではないか。お前の願いとその者の願いを同時に叶かなえたらいいだけのことだ」

「それができないから、俺おれはこうやって悩んで……」

「そのやり方に気づかないから、お前はアホだと言っているのだ」

　今度は、胸に向かってポンポンと肉球を押し当ててくる。偉そうな猫は、完全に慎しん太た郎ろうを支配していた。

「……どうすればいいんだよ」

「自分で気づけ。どうしても教えてほしいというのなら、私の足でも舐なめろ」

「またそれか。何でお前はそうやって、足を舐めさせたがるんだ？」

「そうだな。一言で言えば癖くせだな」

「足を舐めさせるのが癖って……どんな癖だよ」

「別に足を舐めさせるのが癖というわけではない。そう言って、相手の反応を窺うかがうのが癖なのだ」

「反応……」

「そうだ。足を舐めろといってすぐに舐める奴やつは話にならん。かといって、怒って拒絶する奴も、器うつわがしれていて困る。そこはその者独特の返し方で切り抜けるのが正解なのだ。そしてその切り返し方には、普段見せない相手の本性のようなものがある。私はそれが見たいのだ。だから気に入った相手を前にすると、ついそんなことを言ってしまいたくなる」

「……お前、そんなことを考えてたのかよ」

「無論だ。まあ確かに、気に入った相手を這はい蹲つくばらせて足を舐めさせるのも楽しいかもしれんが……今はそれで悦に浸ひたる趣味はないな。第一……相手が男の場合では……私のほうが緊張して、ドキドキしてしまう」

　最後のほうは、少し恥ずかしそうだった。様子からするに、実際に誰だれかに舐められたことはないようだ。

　意外だな……ただ、偉そうなだけの奴だって思ってたのに……ちゃんと計算してるんだ。

　感心する慎太郎の胸でお行儀良く座ったまま、イリスが大きな瞳ひとみで顔を覗のぞきこんでくる。

「今日は少し調子がいいぞ。喜べシンタロウ。もっと夜が深くなれば、お前はこの世で最も幸せな男になれるぞ」

「何が起こるっていうんだ？」

「月の神が降りてくる。それ以上のことは言えないな。シンタロウはせいぜいその言葉の意味を考え、悩み苦しむがいい」

「性格悪いぞ、お前」

「ふふ。凡人には理解できない高みで生きているのだから、仕方あるまい」

　グイっと、イリスが自分の顔を押し出してくる。

「シンタロウ。ここまで付き合ってやったのだから、私も褒ほう美びの一つくらいは欲しいぞ」

「俺おれがお前にあげられるものなんて何もないけど」

「あれをやってくれ。顎あごを指で撫なでるやつ。お前がいないときに静しず華かにやってもらったのだが、お前ほど気持ちよくはなかった。私とお前は相性がいいみたいだな。ほら、いつもみたいに私を気持ちよくしてみろ」

「……だから、そういう人に聞かれた誤解されるようなことは言うなって」

　リクエストに応こたえ、指でイリスの顎あご下したを撫でている。すぐに顔つきは変わり、体をよじって身み悶もだえし始めた。

「あ、あ、うっ……いいぞ、シンタロウ……やっぱり、お前にしてもらうのが一番、きもちいい……あ、うっ……ふぁあ……きゃんっ……だめだ……猫のように、ニャンと言ってしまいそうだ……」

　蕩とろけた顔で快楽を貪むさぼっている。

　まあ、猫だから特に問題ないんだろうけど……女の声でそういうことを言うのはやめてくれないかな。何か、もの凄すごく変なことをしているような気持ちになる……

「あ、ふぁあ……シンタロウ、言葉にできないくらい、きもちいいぞ……………にゃん」

　力尽きて、慎しん太た郎ろうの胸の上で丸くなる。完全に甘えきっている顔を、丁寧に胸にこすりつけてきた。

「シンタロウ……どうしても答えがわからないときは、特別に足を舐なめるということをせずとも教えてやる。だから、一人で悩み苦しむのはやめろ。私は、そのためにシンタロウのそばにいるのだからな」

「お前……」

　余韻を残した顔で、ニャアと鳴く。見た目だけを見ると、どこにでもいる普通の猫と何も変わらなかった。

　野良猫のように、気がつけば住み着いている。そしていつの間にか、それを追い返すことができなくなる。猫の武器は可愛かわいさだとはよく言ったものだ。この猫と一緒なら、荒すさんだ戦いも少しはましになるような気がする。

　軽く、体全体を撫でてやる。普段だったら無礼だと吼ほえてくるのだが、今は気持ちよさそうに顔を手の平に押し付けてきた。

「わかったよ。困ったら、お前を頼りにすることにするよ」

　ぼうっとした気持ちで天井を見上げる。不思議と、遠くに感じた天井が近づいたような気がした。

　やるしかないんだよ。逃げるなんてことは、できないんだから……

　体中の力を抜く。感じるのは猫の心ここ地ち好よい重さだけ。目を瞑つぶれば、そのまま眠れそうだった。

「……………」

　何かが走り寄ってくる気配を感じて体を起こす。慎しん太た郎ろうが突然体を起こしたことで、上に乗っていたイリスは転がり落ちてしまった。

「うわぁッ。何だぁ？　この世界の終わりが来たのか？」

「あ、悪い」

　服を掴つかんで、落ちる危険性がない場所に運んでやる。気持ちよさそうだった顔は一転して、驚き緊張した顔に変わっていた。

「し、心臓がドキドキいっているぞ」

「大丈夫だよ。すぐに治るから」

　お詫わびとして指先で顎あごを撫なでている。顔は蕩とろけたものに戻り、甘ったるい声でニャンと鳴いた。

　イリスの相手を済ませ気配がしたほうを向く。そこには先ほどまで一緒にいた狐きつねがいた。

「ルカ……」

「どうしてここに？」と聞く前に、ルカは吼ほえるように言った。

「恥を忍んでお前に頼みがある。カスミを助けてくれッ」



    

  
    
      


４「蛍ほたる」



　妹を見舞った帰り道。相そう馬ま香か澄すみは自身の式しき神がみである狐のルカと一緒に歩いていた。

　辺りはすでに暗くなっている。このまま時間が経たてば、闇やみが濃くなっていくだけだ。

「ルカ。わざわざ迎えに来てくれてありがとう。ごめんね、遅くまで待たせちゃって」

「いい。カスミがそれを気にする必要はない。それよりどうだったのだ？　妹のほうは」

「うん。いつもどおりよ。良い事も……悪い事もなかった。いつもどおりの、明あ日す香かだったわよ」

　笑顔がきれいだったからこそ、香澄の心に深くて暗い闇を落とす。

　あの笑顔をいつまで見れるのかな？　考えたら、泣きそうになってくる。

「そうか。なら、それでいいのだが……」

　優しくて気が利く自分の式神は、こういうときは気を遣つかって何も言おうとはしない。その優しさが、温かくて嬉うれしい。

　ルカがいなかったら、きっと、いつも辛つらくて一人で泣いていたと思う。

　気を遣わせないために精一杯の笑顔を見せる。それに対し、ルカも精一杯の笑顔を見せてくれた。

　家への道を並んで歩く。

　会話が途切れると、そっとルカがその話題を差し込んできた。

「カスミは、キリュウという人間をどう思っているのだ？」

「どうって……どうしたの？　急に」

「カスミを待っている間、少しだがあいつと話をした。完全に信用する気はないが、それなりに、信用して損はないと思うが」

「……そう。ルカは、そう思うんだ」

　桐生きりゆう慎しん太た郎ろうという少年の顔が頭に浮かぶ。

　温かくて、苦しくて、腹が立って、切なくて――表現できない、不思議な感情が胸の中を渦巻いた。

「あたしは、あいつのことは嫌い……大っ嫌い」

「なぜだ？　そこまでのことを、されたわけではないだろう？」

「それが、嫌なの……」

　嗅かいだ匂においを思い出す。それは、今まで嗅いだどの香りよりも――

「いやなの……あいつの匂いは。戦ってるときも、そうじゃないときも、ずっと、ずっと同じ匂いをさせて……やだ、あんな匂い。嗅ぎたくない」

「……」

「戦ってるのよ。あたしは、あいつを殺しても構わないと思って戦ってたのに……あいつ。ずっと、あたしのことを心配してる匂いを出して……やだ、やだ……あんな優しい匂いを出されても、あたしは……」

　そんな弱音、許されるわけがない。

　それを理解してこの戦いを選び、それを乗り越えてここに立っているはずなのに……あの男は、忘れようとしていた心を呼び起こす。

「カスミ……」

　温かくて、優しい匂い。ルカが感じさせてくれる、一番大好きな感覚だ。

「うん、大丈夫。わかってるよ、ルカ……あたしは負けない。ちょっと、弱音が言いたくなっちゃっただけだから……ごめんね、ルカ。あなたも、あたしじゃなくて、もっと強い人と出会えてたらよかったのに」

「そんなことはない。私は、カスミと出会えてよかったと思ってる」

「ふふ、ありがと。嘘うそでも、凄すごく嬉うれしいよ」

　心を無防備にして、感情のままの顔を見せることができる。

　たった一人の仲間。たった一つの、心を許せる存在。ルカの前では、どこまでも強く、どうしようもなく弱くなれるような気がする。

　でも、そうやって誰だれかに頼ることも、もう許されない。

　戦うのは自分一人だけなのだから、どこまでも、一人で強くならなければいけない。

「カスミ……ここは、家への道とは違うようだが」

「うん。わかってる。昨日ね、あれから一人で考えたんだ。あたしは、本当に一人で戦えるほど強いのかって……」

「今いま更さら、何を？」

　昨日、桐生きりゆうという少年と戦った場所。

　彼とは本気で戦えないかもしれないが、もう一人いた、あの男となら。

「早く、はっきりさせたいんだ。あたしが、勝ち残れるような人間なのかって」

「カスミッ」

　負けてもいいなんて思ってはいない。でも、負けてしまったとしても、あの少年の役に立つことにはなると思う。

　そしてそんな方法でしか、昨日かけてくれた優しさに報むくいることができなかった。

「大丈夫だよ。ルカがあたしにくれた力があるし……それに、明あ日す香かのためにも、あたしは負けられないから」

　昨日は桐生が座っていたベンチに、今日は違う男が座っていた。

　退屈には慣れているようで、特にイラついた様子もなく一人で誰だれかを待っている。

　目が合うと、男はつまらなそうにため息をついた。

「覚悟はあるのか？　死ぬ覚悟と、殺される覚悟……俺おれと戦うっていうのは、そういうことだぞ」

「喋しやべんないでよ。あんたのことをなんか、知りたくもなんともないんだから」

「そうか……じゃあ、勝手にくたばってくれ」

　立ち上がると、新しん堂どう遊ゆう馬まは、純粋なまでに凶暴な殺気を放ち始めた。





　クソッ。馬ば鹿かやろう……あんな奴やつにかかわっても何の得にもならないのに……

　一度しか顔を合わせていないが、それだけで大体のことは理解できた。

　あの男は、新堂遊馬という男は、自分たちと人間としての種類が違う。あれは秩序の中では生きられない、人を傷つけないと自分の存在を確認できないタイプの人間だ。

　自分たちとは戦いに参加している理由が違う。だから、かかわったところで何の価値も見み出いだすことはできないのに……

　ルカとイリスは置き去りにして、慎しん太た郎ろうだけが全速力でこの場に駆けてきた。切れる息、荒れる鼓動も関係ない。

　今は、彼女を助けなければいう気持ちで一杯だった。

　やっとたどり着いた。だけど、もう遅かった。

　立っているのは、新しん堂どう遊ゆう馬まという少年だけ。相そう馬ま香か澄すみは、足元で倒れ伏していた。そのそばには二刀の真剣が落ちている。そのうちの一つは、真ん中から真っ二つに折れていた。

　噴水から水が吹き出る。それを、遊馬は興味のなさそうな眼めで見つめていた。

「……遅かったな」

　視線が変わる。吹き上げられた水が水面に叩たたきつけられる音が響いた。

「見ての通りだ。説明する必要なんて、ないだろ？」

　そばに倒れている香澄の腕を蹴け飛とばす。気を失っているようで、何の反応も返ってはこなかった。

「やめろ……」

　生まれて一番の、むかつきだった。

「弱い奴やつは奪われて、強い奴は奪う。それが理解できてないから、こんなときでもお前はそんなこと言うんだ。助けてくれって言えば、助けてもらえるっていう考えは捨てろよ。一番嫌いなんだ。弱い奴が、一人前の顔をして偉そうなことを言うのが」

　強くこぶしを握りこんだ。だけど、今はその前にやるべきことがある。

　遊馬を無視して香澄に歩み寄る。体に触れ上半身を起こしてあげても、身動き一つしない。慎しん太た郎ろうはそばに落ちている折れていないほうの真剣を拾い、香澄の体を担かつぎ上げようとした。

　触れた腕から赤いものが流れ落ちてくる。彼女の血が、慎太郎の手についた。

「まだ生きてるんだ。それだけでも、良かったと思え」

　筋が、切られていた。これではもう、二度と刀を握ることはできない。

「相馬……」

　香澄の手の平を握る。握り返すなんてことは、なかった。

　優しく丁寧に、香澄の体を運ぶ。ベンチに寝かせると、そのそばに彼女の刀を置いた。

「痛かったよな、悔しかったよな……大丈夫だ、もう、相馬は戦わなくてもいいから……」

　心を走る激情をどうにかしないと、気が狂いそうだった。

　生まれて初めて、人を叩き潰つぶしたいと思った。

「そんな顔して睨にらむなよ。勝ったから、奪っただけだ」

「てめえ……」

「俺おれたちは何をしてるんだ？　戦争だろ。文句があるんなら、弱い奴に言え」

　弾はじけるように駆け出した。それに呼応し、遊馬も駆け出す。

　突き出した右のこぶしを遊馬は軽く左手でいなした。そしてその隙すきをついて、今度は遊馬のこぶしが慎太郎の顎あごを狙ねらって突き上げられる。

　身を引いてかわすと、残った遊馬の左手が慎太郎の肩を掴つかんできた。そのまま力強く引き寄せられ、引き戻した右手が撃ち出される。寸前でそれをかわし、肩を掴んだ遊馬の左手を振り払うと、二人はどちらからでもなく自然と距離を取った。

　空くうを切った右手に視線を送ると、遊ゆう馬まは遊ばせるようにその手を振った。

「お前はなぜ戦ってるんだ？　それは、命をかけるほどの価値があるものなのか？」

「もったいなくて、お前には話す気にもならない」

「……そっか。じゃあ、わざわざ聞いたりはしないが……殺すと、死ぬに、見合うだけのものであれよ」

　振った右手の人差し指を立て、慎しん太た郎ろうの腹を指差す。

「上う手まく避よけろよ。じゃないと、一発で終わるぞ」

　予告？　行動の意味を理解した次の瞬間、間合いはなくなり、遊馬の左腕が腹部にめり込んでいた。

「かあッッ……」

　頭の中が真っ白になり、激痛が体中を駆け巡る。

　見えなかったという程度なら、まだ何とか対処できる。今のは、対処できる範囲の外の出来事だった。

　いつの間に動いた？　やばい。見えないっていうレベルじゃない。何をしてきたのかが、わからなかった……

　痛みで震える体は、怖おじ気けづいたかのように慎太郎に膝ひざをつかせた。顔を上げることができない。打たれた箇所が訴えてくる痛みの対処をするだけで、手一杯だ。

「まだ立てるだろ？　だったらすぐ立て。次が来るぞ」

「くッ」

　脅迫に背中を押され、顔を上げ、気力を振り絞って立ち上がる。それを待っていたように、遊馬の蹴けりが慎太郎の顔を捉とらえた。

　腕を使って蹴りを防ぐ。相手の攻撃には、必殺の気合など欠片かけらも込められてはいない。

　遊馬にとってこれは勝負ではない。ただの、暇つぶしに近いものだというのが、嫌でも伝わってきた。

「もう一度顔に行くぞ。ちゃんと防げよ」

　遊馬が半身になり、足を引く。腕の防御など一切気にすることなく、宣言したとおり、顔を狙ねらって横蹴りを放ってきた。重い衝撃が腕を伝わり、慎太郎の体を突き抜けていく。風に飛ばされる紙切れのように、慎太郎の体は衝撃の方向に飛ばされた。

　受身を取り、不必要なダメージだけは受けないようにする。それでも、元々のダメージが大きすぎて、体は思うように動いてはくれない。

「もう一つレベルを上げるぞ。ついて来いよ。ついてこれなかったら、そのまま死ぬぞ」

　聞きたくもないセリフを吐くと、遊馬は膝を曲げ、自分の影に手を触れた。

　影に伸ばした手を引き上げる。手には、真っ黒な刀が握られていた。

　何だ……あれは？

　香か澄すみが操る不思議な光を見たときと同じ感覚。あれは、慎しん太た郎ろうが持っていない武器だ。

「『黒こく無むの太た刀ち』」

　名を告げると、慎太郎に見せつけるようにそれを振るった。

「何か隠してる物があるんだったら、もったいぶらずに全部出せよ。終わった後じゃあ、何もかもが遅いんだからな」

　流れるように、遊ゆう馬まの体たい躯くが前に出る。音もなく、予告もなく、強い生き物は慎太郎の前から姿を消した。

「ちッ」

　舌打ちと共に、停てい眼がんの力を使う。

　遊馬の言うとおり、出し惜しんでいる余裕なんてない。自分が持っている武器を余さず使いきる覚悟で、痛む両目を黙らせ世界の時を止めた。

　……いない？

　時間が止まった世界で、遊馬の姿を捜す。だが、その姿はどこにもない。この世界で唯一意味を持っている存在である慎太郎の視界の中に、遊馬の姿はなかった。

　見えるところにいないってことは……マジかよ。一瞬で……

　外灯に照らし出される影を見る。自分の後ろに、誰だれかがいる。

　死神は、黒い太刀を持ってすぐ後ろにいた。

　息を呑のみ、全身に力を込める。停眼の力が終わり、時間が動き出すと共に、慎太郎は全力で前に跳んだ。

　先ほどまで立っていた場所に爆音が響く。黒い太刀が地面を叩たたき潰つぶした音だ。

　遊馬から逃げるようにして、更に前に向かって距離を取る。しかしすぐに追いつかれると、慎太郎は襟首を掴つかまれ地面に叩きつけられた。

　やばいッ。

　心の声が、モロに顔に出てしまったと思う。

　ひどく冷めた顔で、遊馬が太刀を振り上げる。そしてそれを、慎太郎の首めがけて思いっきり振り下ろしてきた。

　刃が何かを壊す音。

　音源は、慎太郎のすぐそばだった。

「……惨みじめだろ。弱いってことは」

　黒い太刀が捉とらえたのは、慎太郎のすぐそばの地面。刃は首元ギリギリで、凍ったように止まっていた。

「弱いってことはそれだけで罪なんだよ。だから、強い奴やつに奪われるっていう罰を受ける」

　刀を引く。

　上から慎しん太た郎ろうを見下ろす遊ゆう馬まの瞳ひとみには、哀あわれみのような感情が込められていた。

「お前は何にも守れないんだよ。女も、プライドも、自分の望みも……弱いって大罪を犯したから、全部強い奴やつに奪われるんだ。わかっただろ？　わかったらもう消えろよ。何度も言うが、雑ざ魚この自殺を手伝う趣味はないんだ」

　黒い太た刀ちに添う形で、凶暴なまでの殺気も姿を消していく。慎太郎に対する興味を完全に失うと、遊馬は黙ったまま背中を向けた。

　立ち去ろうとしているのは、一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「待てよ」

　呼び止めてしまった。続きを演じたところで、結果はわかりきっているのに。

「何で……あそこまで相そう馬まを痛めつけた？」

「……」

「それくらい強いんだったら、そこまでする必要はなかっただろ？　もっと上う手まく、あいつをいなすことくらい……簡単だっただろ？　何でッ？」

　妹に向けていた優しい笑顔を思い出すと、尽きようもない怒りが込み上げてくる。

　二人はどこまでも対照的だった。

　激情を吐き出す慎太郎に、遊馬の心がざわめくことはない。

　振り向くと、遊馬は淡々と理由を述べた。

「むかつくんだよ。弱くて惨みじめで、何にも持ってない奴が、偉そうな顔して戦ってるのが」

　体が上げる悲鳴を聞き流し、無理やり上半身を起こす。最初の一撃が思いのほか効いているようだ。下半身が、ついてきてくれない。

　それでも構わず、慎太郎は遊馬に敵意を向けた。

「ふざけんなよ……そんなもんが、人を傷つける理由に――」

「ガタガタ言うなよ。悪いのは、守れなかったお前だろ」

「ッ――」

　真正面からぶつけられた真っ正直な言葉が、慎太郎の心を貫いた。

　吐く息が弱くなっていくのがわかる。その言葉を、認めてしまった自分がいた。

　悔しさが、込み上げてきた。

　弱い自分。相手の言葉を否定できない自分。むかつく言葉を吐く相手。絶対的な、力の差……何もかもが、どうしようもないくらい悔しい。

　何でこんな思いをしないといけないのか？

　考えたら、すぐに答えにたどり着いた。

　弱いからだ。

　力がないから、何も、できないんだ。

　込み上げる感情のまま、慎太郎は自分の手を強く握り締めた。

　たった一つ。

　どうしても、欲しいものがあった。

「言っただろ。弱い奴やつは、奪われるって……それがわかってないから、お前はそんなところで這はいつくばってんだよ」

　刀を振り上げる。眼めで追うことどころか、痛みで顔を上げることすら出来ない。

　全部奪われる。

　夢も、誇りも、望みも――大切な全すべてのものが、強い生き物に奪われ消されていく。

　弱い自分がどうしようもなく許せなくて、慎しん太た郎ろうは、地面を睨にらみつけた。



「顔を上げろシンタロウ。地面には、お前が望むものなど落ちてはいないぞ」



　声に振り向いたのは、二人とも同じだった。

　その先にいたのは、金色の髪の少女だった。

　深い切れ込みがある黒いドレスを着て、両腕を組んでいる。自分を信じて疑っていない瞳ひとみ。自信があるからこそあふれ出ている余裕。気品がある金色の髪と、強さがありながらも澄すんでいる蒼あおい瞳。

　どこかの世界のお姫様のような少女は、どうしようもないくらいに、偉そうだった。

「あいつ……」

　見たことがある姿だった。

　忘れたくても忘れられない。あれは――あの猫の本当の姿だ。

「……誰だれだ？」

　冷たい殺意がそのままイリスに向かう。イリスのために慎太郎は気力を振り絞って立ち上がるが、当の本人はいたって余裕だ。

「誰かと聞かれれば、その男の味方だとしか言いようがないが……どうした？　女が相手でも、武器を向けていないと満足に話せないのか。だとしたらどうしようもない臆おく病びよう者ものだな。底が知れてるぞ」

「……………ふん」

　言葉を受け、遊ゆう馬まは微笑ほほえみを浮かべながら向けた殺意を抑えた。

　それは臆おくせずものを言ったことに対する賞賛のような態度で、この場で最も強い生き物である遊馬を、彼女は言葉だけでなだめた。

「私のシンタロウが世話になったみたいだな。受けた世話を倍にして貴様に返してやりたいところだが……あいにくと私はそんなに強くはない」

「威勢良く登場したにしては、あっさりと負けを認めるんだな」

「事実を誤ご魔ま化かしても仕方がないだろう。それに、そんなものは純粋な力の前では何の意味も持たない。私はアホではないんだ。意味のないことに、時間も労力も裂く気はない」

「……ふん。口は上う手まいみたいだな」

「持って生まれた私の魅力だ。堪たん能のうできただけでも、幸せに思え」

　そう言って、金色に輝く髪の毛を、見せびらかすようにかきあげる。

　戦ったら勝てないと自分で言い切っているのに、イリスは退ひくような構えを一切みせない。対等か、それ以上の態度で遊ゆう馬まに接している。

「それで、お前は俺おれと口くち喧げん嘩かをしに来たのか？」

「そんな戦いでいいのか？　それをしたら、何もできずにお前は私に蹂じゆう躙りんされるぞ」

「そうか……じゃあ、やめておこう」

　イリスが慎しん太た郎ろうに視線を送る。眼めが合うと、イリスはこの場には相応ふさわしくない無防備な顔で笑った。それがあまりにもきれいな顔だったので、慎太郎は照れて、視線を逃のがしてしまった。

　蒼あおい瞳ひとみがもう一度標的を射抜く。黒い太た刀ちが、わずかに揺れた。

「とりあえず、シンタロウを返してもらうぞ。今の様子から察するに、勝負はついているのだろう。だったら、この先は私の意志で、私の好きにさせてもらう」

「お前にそういうことを言う権利があると思ってるのか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「それは貴様が決めればいい。何だ？　女の浅知恵がそんなに恐こわいのか？　まがりなりにも、貴様も王を目指しているというのなら……つまらない小細工など蹴け散ちらしてみせるだけの度量を見せてみろ」

　挑発は止まらない。遊ゆう馬まの態度以上に偉そうな態度をイリスは取り続けている。

　この二人の様子だけを見ていると、どちらが強いのかわからなくなりそうだった。

「今ここで、お前ごと叩たたき潰つぶすって言ったら、お前はどうするんだ？」

　黒い太た刀ちをイリスに突きつける。それは覚悟を問い詰める行為。だが、そんなものでイリスの強さは揺るがない。

「決まっているだろう。この世界から消え去るまで、戦うだけだ」

「勝てないってわかってるのにか？」

「私は臆おく病びよう者ものではないんだ。好んで、自分よりも弱い者と戦うようなことはしない」

「……こいつを連れて行ってどうするつもりだ？　負けるのが、少し後に伸びるだけだぞ」

「お前の全すべてを越えさせる。私には、それだけの力があるからな」

　もう一度、見せびらかすように金髪をかきあげる。

　遊馬は呆あきれたように笑い、太刀を収めた。

「ふっ。ずいぶんと口が上う手まい女だ。わかったよ。お前の好きにすればいい。どうせ、俺おれはもうこいつには何の興味もないんだ」

「そうか。じゃあ、私の好きにさせてもらうぞ」

　鼻で笑うと、遊馬は張り詰めた緊張を解き慎しん太た郎ろうの横を通り抜けていった。

「待てよ」

　遊馬が立ち止まる。背中を向けたまま、顔は合わせない。

「少しでいい。ここで待ってろ。相そう馬まの分も、全部合わせて……俺はお前を否定してやる」

「そうか。じゃあ、期待しないで待っててやるよ」

　再び歩き出した遊馬は、噴水の前で立ち止まると、黙ってその光景を見つめだした。

　ほんのわずかな時間。きっと、彼はその場で暇つぶしの相手を待ち続けるだろう。

「シンタロウ」

　名前を呼ぶと、イリスは手招きで慎太郎のことを呼び寄せた。自分からは一切動こうとしない。どこまでも限りなく、偉そうな態度だ。

「お前、何で？」

「ふん。決まっているだろう。人の姿に戻れるだけの力が溜たまったのだ。どうだシンタロウ。非力で卑ひ小しようで、可愛かわいさ以外何も武器がなかった猫のときとは違うであろう。どうだ？　見み惚ほれるようであれば、そのまま見つめ続けていても構わないのだぞ。そしてその気があるのなら頼み込んでみろ。イリス様の足を舐なめさせてくださいと。お前が猫のとき以上の快楽をくれるというのなら、特別に許可してやってもいいのだぞ」

　本来の姿に戻れたことがよっぽど嬉うれしいのだろう。

　スカートの裾すそを掴つかんで、イリスは白くてきめ細かい自分の足を見せびらかす。姿が変わっても中身はまったく変わっていない。

　色しき情じよう魔まのエロ猫のままだ。

「そっか。ああ、お前の言うとおりお前はきれいだよ。だから見み惚ほれるのは、またの機会にさせてくれ」

「何だ？　面白くない反応だな。私のような絶世の美女を前にしているのだから、もっと興奮してもいいだろう。私の魅力に打ちのめされた眼めをしていないと、私は面白くないぞ」

「悪いな。今は、そういう時じゃないから……」

　香か澄すみを寝かしているベンチを目指す。だが、そこに香澄の姿は見当たらない。

「あの娘だったら、ルカという者と私で移動させておいたぞ。戦いの最中では何が起こるかわからないからな。シンタロウに不利に作用するかもしれないものは、極力排除しておいたほうがいいだろう」

「そ、そうか……」

　考えが行き届いていることに、少なからず驚いた。さっきの遊ゆう馬まとのやり取りもそうだ。慎しん太た郎ろうが思っている以上に、彼女は切れ者なのかもしれない。

　イリスに連れられ、香澄が運ばれた場所を目指す。前を歩くイリスのスタイルがあまりにもきれいだったので、慎太郎は一度も彼女の体を直視することができなかった。

「ほら、ついたぞ。あの娘だったらあそこだ」

　少し歩いた先のベンチに香澄は寝かされていた。街灯の真下、すぐそばにはルカがいる。

「お前は行かないのか？」

　立ち止まったイリスは動こうというそぶりを見せない。偉そうな態度で腕を組んで、慎太郎が先に進むことを促うながしている。

「私が行ったところで、何もしてやれることはないぞ。私はシンタロウの味方であって、あの娘の味方ではないのだ。それに……私のシンタロウが、私以外の女に優しくしているところを見るのはあまり面白くないからな」

　腕を組んだまま、うんうんと頷うなずく。本人は納得しているようだが、慎太郎には意味があまりよくわからない。

「そうか。じゃあ、話が終わったらまた戻ってくるけど……一つ、聞いてもいいか？」

「何だ？」

「お前は何で、俺おれのそばにいるんだ？」

　腕を組んだまま、嬉うれしそうに偉そうに、彼女は笑う。

「無論。お前の力となるためだ」

「……そっか。わかった」

　満足できる答えを受け、慎太郎は香澄のそばに向かった。

　先に顔を向けてきたのはルカで、香か澄すみはわずかに遅れて顔だけを動かした。だが、すぐにそっぽを向く。慎しん太た郎ろうのことなど、見たくもないといった様子だった。

　香澄の頭の辺にわずかに座るスペースがあったので、慎太郎はそこに座った。

「体は、大丈夫なのか？」

　聞くが、答えはない。傷ついていないほうの腕で視界を隠して、か弱く呼吸をしている。

　代わりにルカの顔を見る。心配ないという意味を込めて、ルカは一度だけ頭を下げた。

　そっか。体は大丈夫なんだな……でも、この様子だったら……

　負けてしまった。そして、もう戦いを続けることもできない。彼女の願いは、ここで潰ついえたことになる。

　考えたら、自分のことのように胸が痛んだ。

　助けてって叫んだ少女に、自分は何もしてあげられなかった。そして、この先も……何もして、あげられない。

「あ、あのさ、相そう馬ま……」

　俺おれは何を言おうとしているんだろう。

　力のない慰なぐさめの言葉を口にしようとして、その無力さを悟り、何も言えなくなる。

　弱いってことが、無力っていうことが……こんなにも、無ぶ様ざまなものだとは思わなかった。

「……ありがと」

　聞こえてきた言葉に、声もなく驚いた。

「……相馬」

　腕で顔を隠しているので、表情はわからない。ただ声は、優しかった。

「助けに来てくれたのよね……ありがと。そこまで心配してくれてるなんて、思ってなかった。あんたには……迷惑ばっかりかけちゃってるわね。ごめんね」

「いいさ。そんなの、気にしなくても……」

　気が強かった彼女の面影はない。

　わかっているんだ。もう、どんなに頑張っても自分の願いには届かないって。だから、本当のか弱い彼女が、顔を出した。

「本当は、わかってたんだけどね……私は、強くなんてないって……でもね、明あ日す香かがいるから、あの子のためにも……強くないといけないって、自分に言い聞かせてきたんだけど……駄目ね。もう、終わっちゃったし……」

　違う。まだ、終わってなんか……

「心のどこかで、早く、こうなってほしいって思ってたんだと思う……頑張って、嘘うそついて、戦おうって思ってたんだけど……あたしには、無理みたい。駄目……やっぱり恐こわくて、戦えないよ」

　恐いさ。みんな恐いんだ……だけど無理して、戦って。

「ごめんね桐生きりゆう。あたしのために……謝っても、許してもらえないよね」

　謝ることなんて何もない。だから、そんな風に責めないでほしい。

　気を抜くと、慎しん太た郎ろうのほうが泣いてしまいそうだった。

　妹の助けてあげたいって、一いち途ずに願い、戦い続けてきた。だけど、その夢は壊れて消えてしまって……もう、その願いが叶かなうことはなくて……

「つぅッ」

　受けた傷の痛みが甦よみがえり、慎太郎の表情を曇らせる。こぼれた声に反応して、香か澄すみは腕を放して慎太郎の顔を確認した。

「ルカ」

　そしてそばにいるルカに合図をする。ルカは何も言わずに、香澄が使っていた刀を咥くわえて、彼女に渡した。

「……」

　黙って、その様子を眼めで追った。

　香澄が手に取った刀から、小さな光が浮き上がる。それは戦ったときに見た、淡い光の塊だった。

　それが、慎太郎の体のそばにやってくる。

　温かくて優しい光は。

　そのまま、慎太郎を襲う痛みを取り除いていった。

「『蛍ほたる丸まる』。カスミの剣の名前だ。私との契約で、今は光の契約の証あかしにもなっている。光の使い方は二つだ。一瞬の高熱を与え、相手に痛みを与える方法と……」

　ルカの説明に、続きは要いらなかった。

　言葉なんてなくてもわかる。温かくて優しい光は、慎太郎の痛みの大半を取り除いてくれた。

「自らの熱で、人の痛みを和やわらげること……礼にはならないだろうが、カスミの想おもいだ。受け取ってやってくれ」

　一つだけ、はぐれた光が慎太郎の顔の周りを飛ぶ。温かい光は、差し出した慎太郎の手に乗った。

　何でだ？　何でこんな優しい子の願いが叶わないんだ。何なんだ……何なんだよ、この戦いは……たった一つの願いを奪い合うために……なんで、なんで……

　消えてしまった彼女の願い。



　蛍ほたるは、儚はかなく光っていた。



　王様がそんなに偉いのか？　だったら、こんなつまらないことなんかさせるなよ。力があるんだったら……力を持ってるんだったら……みんなの、願いくらい……………ッ。

　やっと、探していた答えを見つけたような気がした。

　あった。相そう馬まの願いと、俺おれの願いを同時に叶かなえる方法が……

　淡い蛍ほたるの光を握り締める。温かな光は、優しい熱とともに弾はじけて消えた。

「相馬。ありがと。もう大丈夫だから、俺のことは気にしないでくれ」

「桐生きりゆう……」

「お前の想おもいもお前の願いも全部。俺が背負って連れて行ってやる」

「……」

「だから、心配しないでくれ。俺は、負けたりなんかしない」

　立ち上がり、あの少女がいる場所を目指す。

　覚悟していた。でも足りなかった。それが、今やっと全部埋まった。

　死角となる場所で、その少女は慎しん太た郎ろうを待っていた。腕を組んだ偉そうな態度で、慎太郎に向かって微笑ほほえみかける。

「頼みがあるんだ。お前にしかできない、頼みが」

「言ってみろ。シンタロウは特別だ。望むもの全すべてを、与えてやる」

　背負ったもののために。

「力をくれ。邪魔なもの全てを叩たたき潰つぶせて――」

　少年は。

「俺が、王になれるだけの力を」

　王になることを選んだ。

　受けて、少女は笑う。

　全てを手に入れた、王のような顔で。

「いい顔だ。私のそばにいる男なんだ。それくらいの顔ができなくては困る」

　瞬間、二人の契約が始まった。



    

  
    
      


５「あなたの、ために」



「で、突然そんなことを言うということは、あの娘との会話の中で何かあったのか？」

「大したことじゃないさ。やっと、気づいたんだ。お前が言っていた、あいつと俺おれの願いを同時に叶かなえる方法が」

「ほう。どんな答えだ。よければ聞かせてみろ」

　相手を値踏みするような、イリスの視線。腕を組んで、自信が溢あふれる態度で、どことなく楽しそうだ。

「俺が王になって、俺が叶えてやりたい願いを叶えてやる。王にはそれだけの力があるんだろ。だったら、俺はそれを根こそぎ使い切ってやるだけだ」

　楽しげな態度は、嬉うれしげな表情へと形を変えた。

　微笑ほほえむ顔には、気品と愉ゆ悦えつさが同居している。

「ふふ。やっとシンタロウも、その考えにたどり着いたというわけだ」

「……」

「そうだ。問題はそんなに深刻で、難しいものではない。単純な話で、一時的に奪ったものを、後で返してやればいいというだけの話だ。だがな、シンタロウ。単純だからこそ、その生き方は辛つらくて長いぞ」

「……」

「自分の願いに加え、他人の願いも背負うのだ。そして、それを途中で投げ出すことなどは絶対に許されない。どんなに辛くても、お前はその荷物を背負って歩き続けなければいけないのだ。生半可な覚悟と力では、歩き抜くことなどはできない。そして歩きついたとしても、そこにあるのは新たな荷物とあらたな戦いだけだ。それを、敗れて灰になるか、勝ち続けて灰になるか……どちらかの結末にたどり着くまで続けなくてはいけない。それを理解しているか？　そして、そのための力がお前にはあるのか？」

「そのために、お前がいるんだろ」

　嬉しそうに笑う顔は、愛を告白された年とし頃ごろの少女のようだった。

「その通りだ。シンタロウ……お前に王になれるだけの力をくれてやる」

　組んだ腕を解ほどき、右手の甲を慎しん太た郎ろうに向かって差し出そうとする。だが、途中でその手が止まる。

「……うん？　ちょっと待て。契約は、確か……」

　突如として、イリスの顔は真っ赤になった。そして、差し出そうとした手を一気に引き、口く調ちようもたどたどしくなる。

「ちょっと待て、ちょっと待て、ちょっと待て……それは、待て……まだ、心の準備というものが……」

　一人で顔を赤くして、思いっきり照れて慌あわてふためいている。この様子から察するに、契約というのは体のどこかに触れることのようだ。

「どうしたんだよ？　今は恥ずかしがってる場合じゃないだろ。その、契約のやり方っていうのを教えてくれ」

「え、いや、それは……ああっと……」

　顔を赤くしたまま、やっとのことでイリスは言った。

「く、くちづけだ……お前が、私の肌の一部にくちづけすればそれで契約は終了する。だから、私は、手の甲にくちづけをさせようと思っていたのだが……男の唇が触れると思ったら、急に、ドキドキしてきてしまってだな、あの、えっと……」

　イリスの心の準備を待つ時間と余裕などありはしない。

　慎しん太た郎ろうは強引にイリスの手を取ると、その甲に自分の唇を押しつけた。

「こ、こら。まだ心の準備が……………………アッ」

　電気でも流れたような顔で、イリスはその一声を上げた。

　唇を離すと、イリスは手の甲を自分の顔のそばへと運んだ。

　そして愛しげな瞳ひとみで、くちづけされた箇所を見つめている。

「まだ、心の準備ができてないと言っているのに……強引な者は嫌いだ。まあ、だが……あまり悪い気がしなかったから、許してやってもいいが……」

「そういうこと言ってる場合かよ。それより、本当にこれでいいのか？　俺おれ自身は、何も変わってないみたいだけど」

　強い口く調ちようで問い詰めると、イリスは上がった温度を下げるために頭を左右に軽く振った。一度だけ咳せき払ばらいをして仕切りなおし、普段の偉そうな態度と顔つきを取り戻す。

「こほん。そうだ。シンタロウ自身は何も変わっていない。変わったのは私だ。唇での契約により、お前と存在を共有することになった。そうすることによって、私は前よりも楽に自分の力を引き出せるようになった」

「長い説明だったら、勘弁してもらいたいんだけど……」

「要は名実ともに、私はお前のものになったということだ。光栄に思え。この世を照らす蒼あおき月の神を一人のものにしたのだからな」

　余裕の中に色いろ艶つやを混ぜてくる。契約したと同時に、態度も変わったような気がする。

　ふわっと、見せつけるようにイリスが自分の髪をかきあげる。

「何でもいいから、何か道具のようなものは持っていないか？　それをお前と私の契約の証あかしにする」

「道具……」

　思い浮かぶ物はたった一つ。

　この瞬間のために、それを姉から譲り受けたような気がした。

「これでもいいのか？」

　ポケットの中から、本身を失ってしまった刀を取り出す。

　白い布に包まれた、刀の刃先。

『色しき彩さい虚こ空くう』

　全すべての、始まりの道具だった。

「変わった物だな。中身は何だ？」

「刀の、先っぽの部分だよ」

「カタナ？　ああ、こっちの世界の剣のことか。ずいぶんと変わった形をしているのだな。このように細身の刃で、力があるとは思えんが」

「見た目じゃないってことさ」

「なるほど。それならば納得できる」

　受け取った刃先を手の平で握りると、イリスは瞳ひとみを閉じ、胸の前で刃先を抱きしめた。淡く白く光ったのは一瞬だけのこと。すぐに現象は収まり、辺りが静せい寂じやくに包まれた。

　静まり返った夜の世界。

　イリスは――蒼あおき月の神は、その胸に鞘さやに入った宝刀を抱きしめていた。

　瞳を開く。刀を抱きしめたまま、イリスは全てを誇るように慎しん太た郎ろうに微笑ほほえみかけてきた。

「ほら。これをシンタロウにくれてやる」

　差し出される刀を受け取る。鞘から刀を抜く。刀身は、青白く光っていた。

「これが私の力、剣の契約術だ」

　持ち手の部分を握る。刀身自体が呼吸しているような強さが、感じられた。

「これが、お前の力っていうことか？」

「そうだ。それを与えられたことを光栄に思え」

　原理はわからないが、これで、力を手に入れたことになる。

　絶対に負けられない。王になるための戦いを続けるための――力を。

　準備は整った。後は、あの男がいる場所に戻るだけだ。

「シンタロウ。前もって断っておくが、その剣は三度しか振るうことはできん」

　突然聞かされた制約だった。

「だが、三度だけならこの世の全てを切り裂くことができる。代償に見合うだけの力は確実にあるから、後はお前が上う手まく使いこなすことだな」

「三度……何でも斬きれるのはあるがたいが、たったそれだけじゃあ、戦いようが……」

「シンタロウ」

　強い光を宿した眼まな差ざしは、覚悟を植えつける。

「命を懸けた戦いに二度目があると思うか？」

　気がつけば、腕を組んだ、彼女に一番似合う姿に戻っていた。

「一振りに全すべてをかけられない者が何度振ろうが、結果は変わらん。二回はオマケだ。それがあるだけでも、ありがたく思うことだ」

「……そうだったな。負けたら、二度目がないんだよな」

　刀を強く握る。今は、この剣と彼女の言葉を信じるしかない。

「あの男のところに行くのであろう？　先ほどは無ぶ様ざまな姿を晒さらしていたようだが、勝算はあるのか？」

「さあな。でも、勝つしかないんだろう。じゃあ、勝つだけだ」

「いったん撤退するという方法があるぞ。王になるのであれば、負ける戦いは許されない。勝算のない戦いを避けるのは知恵であって、決して臆おく病びようでは――」

「ここで逃げたら、俺おれはずっとあいつから逃げることになる。勝敗じゃないんだ。あいつを潰つぶして前に進まない限り……俺は先には進めない」

　一度逃げたところで、これ以上の力を手に入れられるとは思えない。

　あいつは強い。臆病な心から生まれる過剰評価ではなく、それはどうやっても否定できない絶対的な事実なんだ。だから、それを否定するだけの力を示さない限り――

「勝つさ。負けられないんだ。全部叩たたき潰して……俺が王になる」

　なぜか、イリスは脱力したような顔で慎しん太た郎ろうを見ていた。

　整ったきれいな顔が、不思議なものを見ているような顔をしている。

「シンタロウ……ふふ。面白いな、男という生き物は。少しの間顔を見ないだけで、数年離れていたかのような錯覚を覚えさせる」

　何も言わず、黙って刀から離れた鞘さやをイリスが引き取る。邪魔なものは私が預かろうという、彼女なりの気き遣づかいだった。

　そして、イリスが顔の高さに手を構える。体勢としてはタッチを求めているようだ。

「こちらの世界では、こうやって戦いに行く者を励ますのであろう。ほら、王の祝福だ。ありがたく貰もらっておけ」

　一歩目を踏み出す。もう、後戻りなんてできない。

　勝ち続けて灰になるか、負けて灰になるか。結末は二つしかない。

　掲げられたイリスの手を叩く。パンという音は、夜の闇やみに溶けて消えていった。

　お互いに背中を向けたまま、最後の会話が始まる。

「油断した。一瞬とはいえ、男と触れ合うとやはりドキドキするな。まあ、シンタロウが相手だから我慢してやるが……」

　恥ずかしそうにそう言った後、イリスは真面目まじめな態度で言葉を贈ってくれた。

「シンタロウ……私はこの世界の誰だれよりも、お前のことを信じているぞ」

「よくそこまで信用できるな。出会ってまだ、そんなに日は経たってないだろ」

「月日の問題ではない。心の問題だ。私は私の全すべてをシンタロウに信じてほしいと思っている。だから、私はお前の全てを信じると決めたんだ」

「……」

「私はお前の勝利を一いち途ずに信じている……だから、辛つらくなったら私を思い出せ」

「ああ。そうするさ」

　戦いが始まる。

　強い生き物との、負けられない戦いが。

「勝て。シンタロウ……勝ってお前の全てを証明して来い!!」

　最後の声援を背中に受け、慎しん太た郎ろうはあの男の場所に向かった。





　噴水を見るのは、もうやめていた。

　噴水のふちに腰を下ろして、黒い太た刀ちを持ったまま静かにうなだれている。

　静かだが、存在感と殺気は消し去りようがない。狼おおかみが眠っているかのように、その空間は何かが違った。

「一いつ色しきってのは、敵が多いんだ」

　うつむいたまま、言葉が吐き出される。

「だからすぐに、生まれた子供は養子に出される。それでも、完全に安全ってわけじゃない。獣が一生戦うことを強要されるように……生まれと環境が、普通の奴やつとは違うんだ。一色の子供ってだけで、殺される理由になる」

　顔を上げる。瞳ひとみは、問いかけていた。慎太郎が持っている覚悟は本物かと。

「強いから、俺おれは生き残ってこられた……そう思うだろ。違う、そうじゃない。強いから生き残ってこられたんじゃない。強くなければ、生きていけなかったんだ」

「……」

　立ち上がる。

　見せた顔は、寂しげだった。

「母さんがいた。ごく普通の、優しい母さんだった……でもな、そういうのは一切関係なく、あっさりと殺されたよ。理由は簡単だ。自分の身を守れるほど、強くなかったからだ」

　遠い瞳。

　黒以外、何の色もない。

「何の意味があるのか知らないが、心臓をくりぬかれてみたいでな……俺は見てないけど、酷ひどいもんだったらしい」

「……」

「大切な人がそういう目にあったら、お前はどうする？」

　答えなかった。いや、答えがわかりきっているので、答える必要がなかった。

「決まってるよな。相手を、同じようにぶっ殺すしかない……俺おれはぶっ殺してやったよ。『世界の半分』なんて呼ばれてる奴やつらを、全部まとめて」

『白はく稜りよう事じ件けん』

　新しん堂どう遊ゆう馬まがたった一人で『世界の半分』と戦争をして、勝ち残った事件だ。

「俺にそんなことができたのは何でだと思う？　簡単だ。俺が強かったからだ。強かったから、むかつく奴らを潰つぶせて、強かったから、あの人のために戦うことができた……そして、もっと強かったら……たぶん、あの人を守れた」

　静せい寂じやく。

　動いている時間は止まらない。もう少しで、それは始まる。

「死ぬ前に、俺はあの人と約束をした。強くなるって……だから、俺は戦ってきた。そして、勝ちまくってきた。でも、それでも足りないみたいなんだ……」

　遊馬は黒い太た刀ちを強く握った。それに呼応するように、慎しん太た郎ろうも自分の刀を強く握った。

「あの人の顔が……段々、思い出せなくなってきてるんだ。どんな声で、どんな顔をして、どんなことを言っていたのか……もう、ほとんど忘れちまった。たぶん、足りないからだ。俺の強さが足りないから……母さんが言った強さに、俺はまだ届いてないから……思い出せなくなってきてるんだ」

「……」

「だから、俺には一いつ色しきの力がいる。もっと強くならないと、もっとたくさんのものを奪われる。そんなのは御ご免めんだ。だから……俺には一色の力がいるんだ」

「……何で、そんな話を俺にするんだ？」

「……お前が、あの頃ころの俺に似てるからじゃないのか。何も守れない。誰だれにも勝てない程度の強さしか持ってないのに……一人前に、偉そうなことを言うところが似てて……むかつくんだ」

「そっか。じゃあ、お喋しやべりはもういいだろ」

「そうだな。もう、何言っても……無駄だからな」

　言って、二人の戦いは始まった。

　距離がゼロになるのに、一秒もかからなかった。慎太郎を間合いに捉とらえると、遊馬は強引に太刀を横に払った。持った刀でそれを受ける。激しい音がすると、消し去れなかった力に慎太郎の体は吹き飛ばされた。

　でたらめだな……技も駆け引きも一切ない。ただ単純に近づいて、力いっぱい相手をぶっ叩たたいてるだけだ。

　飛ばされた慎太郎を追いかけ、遊馬も体を宙に舞わす。今度は空中から、両手持ちで思いっきり黒い太刀を振り下ろしてきた。

　横に跳んで逃げる。振り下ろされた太た刀ちは、轟ごう音おんと共にその場の地面を抉えぐり取った。

　二撃やり過ごしても、遊ゆう馬まの攻撃は終わらない。獣が屈強な腕と鋭い爪つめを無造作に振り回すように、素早く慎しん太た郎ろうを追いかけては渾こん身しんの一撃を連発してくる。

　反撃どころか、姿勢を整える暇すら与えてはくれない。地面、ベンチ、木……文字通りありとあらゆる物を叩たたき潰つぶしながら、遊馬の攻撃は続けられた。だが、そのどれもが、慎太郎を仕留めるには至らない。ギリギリで回避、もしくは刀で受け止めることで、全すべての攻撃をいなしていく。

　見える速さで動いてるってことは、まだ全開じゃないってことだな……嫌になる。刀がなければどうしようもないような攻撃を連発しといて、まだ本気じゃないのかよ。

　何度目かの攻撃が徒労に終わると、遊馬は唐突に動くことをやめた。

「いい刀だな。それごと、お前の体を真っ二つにしようと思ってたんだが……手ごたえからすると、そう上う手まくいきそうにないな」

　遊馬が黒い太刀を軽く振るう。獣が走り出す前の、大地を蹴ける行為に似ていた。

「だが、わかってるだろ？　受けてるだけじゃあ、何も変わらないぞ」

　呼吸を止めると、今まで以上に速く、遊馬は駆け出してきた。

　刀を握り締め迎え撃つ。逃げ続けているだけでは勝てないのは、百も承知だった。

　チャンスは、三度だけ……あいつが俺おれを信じてくれたみたいに、俺もあいつを信じるしかない。騙だまされたって後悔はしない。だから、力を見せてみろよ。

　停てい眼がん。

　時を止めると同時に、瞳ひとみに激痛が走る。だがその中でも的確に黒い太た刀ち筋すじを見極めると、慎太郎は正面からそれを迎え撃ち、自らの刀を振るった。

　黒い太刀が、『色しき彩さい虚こ空くう』によって切り裂かれる。触れた箇所から真っ二つに折られると、形を失った刃先は闇やみに紛れて元の影へと戻っていった。

　攻撃の勢いそのまま、遊馬は数歩歩き慎太郎との距離を取る。

　振り向いた顔は素直に驚きよう愕がくしている。だが、まだ余裕の色は消えたりはしない。

「ちっ……使えねえ」

　舌打ちをすると、遊馬は再び自分の影に手を突っ込んだ。そして数秒の後、折ったのと同じ刀が、慎太郎の目の前に現れる。

「そっちの刀は、中々いい物みたいだな。こっちのはなまくらで駄目だ。まあその分、数でどうにかするが」

　遊馬が黒い太刀を構える。威圧は、一刀目と塵ちりほども変わらない。せっかく折った爪は、すぐにまた生え揃そろったということのようだ。

　……参ったな。折っても折っても、きりがないってことか。

　こぼれそうだった弱音を、強い心でかき消す。

　影を刀にするという奇跡を起こしても、遊ゆう馬まは表情一つ変えない。

　まるで、それが、自分にとっての当たり前だというかのように。

「……それが、お前の式しき神がみの力か？」

「シキガミ？　ああ、お前たちが持ってる力のことか。勘違いするなよ。俺おれに、式神なんてものはいない」

「いない？」

　それだと、影を形にするという奇跡の説明ができない。

　驚く慎しん太た郎ろうに遊馬は告げる。

「お前は、一いつ色しきの戦いの本当の意味がわかってないんだ。神がわざわざ、人間なんかの小競り合いに顔を出すわけがないだろ」

　静かに、慎太郎が知らない真実を語りだす。

「式神なんてものは神じゃない。一色の力の、一つだ」

「……異世界からきた、王様候補じゃないのか？」

「それも事実だ。だが、それだけで別の世界なんかにいくわけがないだろ」

　どういうことだ？　それだと、あいつが嘘うそをついてるってことになるが……あいつが嘘をついてるとは思えない。

「式神どもも知らないんだ。この世界で戦う、本当の理由を。一色という名前と力の、本当の意味を」

「……お前に勝てば、それがわかるのか？」

「さあな。俺も詳しいことは知らない。ただ、これだけは言える……一色には、命を懸けて戦うだけの価値がある。だから何年も何度も、お前らみたいな雑ざ魚こを集めて奪い合わせてるんだ」

「雑魚が奪い合うようなものを、お前も欲しがってるんじゃないのか？」

「ああ。それが強さだっていうんなら……俺にはそれがいる」

　会話をしながら二人は熱を帯びていった。その使い道は、一つしかない。

「勝つんだ。勝って生き残ることが強さなんだ……だから、俺は負けない」

　地面が削れるほど強く蹴けると、遊馬は振りかぶりながら慎太郎に飛び掛ってきた。

　手に持った刀で受ける。隕いん石せきに撃たれたような衝撃が体を貫くが、ふらつくことすら許されない。冷静に相手の動きを観察しながら、慎太郎は反撃のチャンスを待った。

　大丈夫だ。何度刀が甦よみがえったって、強度自体は変わってない。あいつの一撃目は俺の刀を壊せなかった。だったら、同じように切り裂けるはずだ。

　距離を取ると、遊馬は地面を蹴って慎太郎に襲い掛かってきた。

　停てい眼がんは必要なかった。駆け引きなどはしない、真正面からの直撃だけを狙ねらってくる攻撃。止めずとも、軌道は見極められる。

　空気、空間、世界。

　全部まとめてぶった切る勢いで、遊ゆう馬まは黒い太た刀ちを振るった。

　臆おくすることなく、正面から受け止める。そして反撃のチャンスを窺うかがう。だが――

　何だ？

　風を切る音。遅れて何かが、黒い太刀と同じ軌跡を描いてやってきた。

　気づいた瞬間に、慎しん太た郎ろうは刀を向けていた。だから、致命となる一撃だけは避けられた。

　強く、限界なく暴力的な力で、体がぶっ叩たたかれる。

　衝撃を逃のがす準備をしていなかった体を、その力は食い破って駆け抜けていった。

「くッ……」

　吹き飛ばされ地面を転がる。体を走る痛みは、先に受けた一撃と同列か、それ以上だ。

　やばい……何が来たのかわからない。だが、間違いなくやばい何かが来た。

　立ち上がって目で確認するが、それらしいものはない。体に残った痛みから、推測できるものは一つだった。

「遅れて、影がきた？」

　慎太郎の声を聞き、冷静に遊馬が語る。

「一度で見抜いたのか？　さすがだな。『剣技・影かげ送おくり』。一刀目と同じ太た刀ち筋すじで、遅れて二刀目がやってくる。小細工っていえばそれまでだが、それなりに力はあるだろ」

　小細工？　あれが……

　車に轢ひかれたような痛み。痛覚がむき出しにされ、鉛なまりを背負ったかのように体が重い。戦力をごっそりと持っていかれる衝撃だった。

『世界の半分』と喧けん嘩かをして、勝つ……か。

　異名は伊だ達てではなかった。これでまだ本気ではないというのだから、その背中はあまりにも遠い。考えたくない言葉が、どうしても頭で踊る。

　勝てる、相手じゃないと。

　一つの痛みを認める度に、体の力が一つ抜けていく。だが、それでも、心だけは折るわけにはいかない。

　どうする？　あいつが俺おれよりも遥はるかに強いとしても、どうにかしないといけないんだ……俺は、絶対に負けられないんだから。

　抜けていった力を呼び戻す。まだ灰になってない。だったら、まだ戦える。

　一刀目と同じ軌跡で飛んでくる二刀目……それを、どうにかできれば……

　先ほど使った停てい眼がんのせいで、瞳ひとみに痛みが走る。その瞳を押さえた瞬間、慎太郎は一つの方法を思いついた。だが、そのあまりにバカげた方法に、心が萎なえる。

　まったく同じ軌跡で二刀目がくる……だったら、こっちもまったく同じ軌跡で迎え撃てば、相手の刀を全部斬きれるが……

　要は、相手の刃の全面に、こちらの刃の全面を、一寸の狂いもなくぶつけるということ。

　少し考えれば、その神技の無茶苦茶ぶりに気づく。

　無理だ……刃を刃で迎え撃つなんて……撃ち出された弾丸を、撃ち落そうとするようなものだ。できるわけが………………

　ならば、他に最善と呼べるような策があるのか？

　体が動くのならば、心が折れていないのであれば――やるしかなかった。

「……ッ……」

　錘おもりつきの体を無理やり動かす。その姿を視認し、遊ゆう馬まが問いを投げかけてくる。

「……そういえば、お前が何で戦ってるのか、聞いてなかったな。話す気があるなら話せよ。どうせ、ここで終わるんだ。隠す必要なんてないだろ」

「理由……か」

　どうしてお前は戦っているんだ？

　聞かれたら、何て答えよう。

　戦うために養子に出され、戦うことだけを最愛の人に求められ、戦うことでしか、眼めに映る人を幸せにする方法が思いつかない。

　自分の境遇を思うと、笑えてきた。

　強くなければ生きていけないのは、慎しん太た郎ろうも遊馬も、同じかもしれない。

「……生きてるうちに、色んなものを背負ったんだ」

　戦い続けないといけない。

　なぜなら、それが――

「俺おれは、それを背負って戦い続けないといけないんだ。だから……戦うだけだ」

　自分で選んだ、ことなのだから。

「……そうか。悪かったな。つまらないことを聞いた。死ぬと殺すの覚悟を持ってる奴やつに、言葉は要いらないよな……………俺たちは、戦争をしてるんだ。だったら、行き着くところまで行くしかない」

　音が消える。

　永遠に続きそうな静せい寂じやくは、刹せつ那なの瞬間に壊され、空に帰っていった。

　全力で駆け出し、全力で撃ち出す。強い生き物は、何の嘘うそもつかずに黒い太た刀ちを振り下ろした。

　直前、停てい眼がんの力を全開にする。

　時は止まり、慎太郎の視力と思考だけがこの世界の全すべてになった。

　よく見ろ。よく見て、見極めろ……俺には、それしかないんだ。

　振り下ろされる太刀の動きは見切った。だが、決心がつかず、時を動かす事ができない。

　ミスったら完全に終わりだ。相手の刃に刃を合わせるなんて神技、本当に俺にできるのか……

　瞳ひとみの痛みが増していく。心が、恐こわさに食いつぶされてしまいそうだった。

『勝て。シンタロウ……勝ってお前の全すべてを証明して来いッ』

　一いち途ずに、勝利を信じると言ってくれた少女の声が聞こえた。

　心に巣食った影が消えていく。

　覚悟は、できた。

　停てい眼がんの力を解くと、慎しん太た郎ろうは見極めたとおりの道に、刀を走らせた。

　二つの刃がぶつかり合う。

　閃せん光こうが輝いたのは――一瞬だった。

「な……に……」

　響いたのは遊ゆう馬まの声。

　全ての余裕が、消し飛んでいた。

「真正面から刃を斬きっただと……」

　遊馬の黒き太た刀ちを全て切り裂きながら、慎太郎の『色しき彩さい虚こ空くう』が彩いろどりのない虚空を斬る。

　初めて来た、最大のチャンスだった。

　もう二度と、無条件で一撃を加えられるようなチャンスなどやってこない。

　手の平を握りつぶすほどに強くこぶしを握ると、慎太郎は自分の手が壊れる覚悟で強く遊馬の顔を殴りつけた。

　見定めての狙ねらい撃ちなら得意技だ。

　その手は確実に遊馬の顎あごを射抜き、彼を数メートル吹っ飛ばした。

「ちぃッ」

　仰あお向むけ状態からすぐに立ち上がろうとするが、遊馬の下半身はいうことを聞いてくれない。見てわかるほどの震えを宿し、脚あしは遊馬の意思に逆らっていた。

「はあ、はあ、はあ……」

　一方で慎太郎は、今いま更さらながらの恐怖に襲われ、呼吸を乱していた。

　今と同じことをもう一度やれと言われても、絶対に再現することはできない。頭の中が真っ白で、どうしてできたのか自分でも説明できない。

　奇跡としか、説明のしようがなかった。

　時間が経たつと、呼吸が収まってくる。そして、今の状況を自覚し始めた。

「……どうする？　まだやるのか？」

　一応、それを聞いてみた。

　武器の優劣がはっきりとし、状況は極めて悪い。普通だったら、ここで終わってもおかしくない。そして、普通の人間だったらここでそれなりの迷いを見せる。

「冗談はやめろ。言ったろ。もう、言葉はいらないんだ」

　脚あしの震えを無理やり押さえつけようとする。だが、遊ゆう馬まの命令とは違うところで、脚はいうことを聞いてくれない。どうするか思案する顔を一瞬見せた後、遊馬はそばに落ちている刀の切れ端を見つけた。

　それは、真っ二つに折られた香か澄すみの刀の刃先のほうで、持ち手がないむき出しの状態で地面に落ちている。

　刃物とは思えないほど無造作にそれを掴つかむと、遊馬は刹せつ那なの迷いも見せず――それを自分の脚に突き立てた。

「ちッ……まだ、俺おれが戦うって言ってるんだ。お前は黙って、俺のいうことを聞いてろ」

　刃を立てた部分にそう話し掛けると、痛みで振るえが止まった脚を突き動かし、遊馬は立ち上がった。

　その際、影に触れ三本目の黒い太た刀ちを作り出す。

　普通だったら終わりにしてもおかしくない場面も、強い生き物にとったら通過点でしかなかった。

　そうだよな。世界の半分より強い奴やつが、こんなところで終わるわけがないよな。

『色しき彩さい虚こ空くう』を強く握る。

　あと一度だけ使える絶対切断。これで、決めなくてはいけない。

　遊馬の呼吸が聞こえる。一度、二度……息を吐いた瞬間、彼は姿を消した。

　停てい眼がんで動きを止め、遊馬の全すべてを見極める。

　視界の中、右手前方にその姿を確認すると、慎しん太た郎ろうは落ち着いて停眼の呪じゆ縛ばくを解いた。慎太郎がいた場所を、黒い太刀が通過していく。それに続き、もう一つの影も突き抜けていく。その後に訪れる絶対的な隙すき。それを、今までの遊馬は自分の力で強制的に排除してきた。だが、今の遊馬ではそれが上う手まくできない。

　自分が思っているよりも脚はいうことを聞いてくれず、神速の反応に置き去りにされるように、脚だけがその場に残った。

「ちッ」

　普段との反応の違いに戸惑う遊馬の隙を、慎太郎が見逃すわけがない。

　右腕。肩と肘ひじの中間辺りを、慎太郎は『色彩虚空』で深く切り裂いた。

　服が裂け、鮮血が舞う。二人が、その朱あかしを目で追うことはない。更なる攻撃を逃のがれるために、遊馬は後ろに跳んだ。

　それを見つめる慎太郎の手から、『色彩虚空』が消える。イリスから貰もらった力はここで終わり。手の平には、刃先だけが残った。

　手の平の刃先に一度だけ視線を落とし、ポケットに仕舞う。心はまだ戦場に残している。だが、意識は終わりを予感していた。

　遊馬が右腕の傷口を押さえる。留とどまることなく流れ続ける赤は、水道から流れ出す水のようで、それが事態の深刻さを雄弁に物語っていた。

　もう、終わりだな……どれだけ意地があったとしても、体が動かないんじゃ話にならない。こっちも、武器がなくなったわけだけど……あっちは、それよりも深刻なんだ。

　体を曲げ、遊ゆう馬まが自分の影に触れる。だが、四度黒い太た刀ちが現れることはなかった。

「血が流れすぎて、刀を作ってる余裕はないってことか……」

　体を起こし、慎しん太た郎ろうを見入る。

　まだやるのかと聞いて、目の前の男が負けを認めて全すべてが終わる。慎太郎の考えでは、それが終着のはずだった。

「まあ、しょうがない……今あるものでどうにかするか」

「……」

　遊馬の言葉には覇気があった。それが、信じられなかった。

　自分の体から流れ出している血の量を、この男は理解していないのだろうか？　確かに、まだ死に至るほどのものではない。だが、あくまでも「まだ」だ。

　放ほうっておけば、確実に体中の血は流れ尽くし、たどり着く場所は一つしかない。

「まだやる気か……わかってるだろ？　かすり傷じゃないぞ。早く手当てしないと……」

「腕がとれたら負けか？　脚あしが斬きりおとされたら負けか？　違うだろ。死ななきゃ負けじゃないんだ。それに……あのときはもっと酷ひどかった」

　あのとき？

　それが、『白はく稜りよう事じ件けん』のときだということに気づいた瞬間、遊馬は走り出した。死にかけの右腕を、一瞬も気にすることなく。

　間合いに入ると同時に、遊馬は左腕で拳けん撃げきを放ってきた。予想できた攻撃で、傷のせいか、速さや脅威は感じない。慎太郎は両腕で、冷静にその攻撃を捌さばいた。

　言ってもわからないんだったら、動けなくするまでだ。

　遊馬の左腕を右手で掴つかみ、慎太郎は残った左手で反撃を試みた。

　その動きで、空間ができた。その空間に、文字通り、遊馬は牙きばを立ててきた。

「なッ―――――」

　すぐには、何が起こったのかわからなかった。

　慎太郎の左肩に遊馬の顔がある。続いて訪れる激痛。遊馬は、全力で慎太郎の左肩を噛かんでいた。

　かみつき？　まさか……

　ありえないほど原始的な攻撃に面食らう。

　肉に喰くらいついたまま、遊馬は一気に顔を上げた。肩にあった激痛が数倍に膨れ上がり破裂する。確認していないが間違いない。肩の肉の一部が、遊馬によって噛み千ち切ぎられた。

　動揺する慎太郎の体を押しながら、脚を引っ掛けてくる。対処できずに倒れこむ慎太郎に馬乗りになると、遊ゆう馬まは左手だけで首を絞めてきた。

　いや、絞めてきたという表現ではまだ足りない。若干の微笑が浮かぶ顔で、遊馬は首を握り潰つぶそうとしていた。

　やばい……

　事態の深刻さをすぐに察知する。

　地面に触れた手でわずかながらの砂を掴つかむと、慎しん太た郎ろうは無我夢中でそれを遊馬の目に叩たたき込んだ。

「ッ……」

　本能的に顔を逸そらす遊馬の隙すきをつき、彼の体を突き飛ばす。喉のどの痛みを気にしつつ、慎太郎は安全だと思える距離まで逃げ出した。

　くそ……何なんだ、あいつ……あんなの、ありかよ。

　離れた場所で、遊馬は自分の眼めを気にしている。砂で奪われた視界は、すぐには戻りそうになかった。

　今がチャンスだ。卑ひ怯きようだといわれても、こういう隙でもないと……

　視界を封じられた遊馬に近づこうとした脚あしが、すぐに止まる。

　左手で、右腕の傷口に触れる。そこから流れ続けている血を手に溜ためると、遊馬はそれで自分の目を洗い始めた。

「………………」

　絶句する慎太郎をよそに、今度は左手で目の血を削そぎ落とす。そして視界は戻り、その視線は慎太郎に向けられた。

　……なんだ。こいつ。

　人間と戦っている気がしなくなる。ありえないほど、新しん堂どう遊馬という少年は、自分の命に無関心だった。

　目が合い、笑うと、遊馬は再び駆け出した。

　逃げ腰でそれに対する。見る影もない神速を落ち着いてかわすと、遊馬はバランスを崩して地面に倒れこんでしまった。

　その姿を見て、慎太郎の思考もわずかに冷静さを取り戻す。

　意識に、体がついていってないんだ。そうだよな。あれだけ血が流れれば誰だれだって……

　遊馬がいた場所が、そのまま血の海になっている。常識で考えたら、どんなに強い生き物だってこれで終わりだ。

　だが……

　右腕が使えないので、左手を使って遊馬が体を起こす。必死になって上半身を起こすと、遊馬はなぜかゆっくりと顔を左右に振り始めた。

　なんだ？

　子供のように無む垢くな行動。

　意味を理解して、戦せん慄りつした。

　……捜してるんだ、俺おれを……あいつ、あんな状態になっても、まだ……

　思い出したかのように、遊ゆう馬まが振り返る。慎しん太た郎ろうを見つけると、何事もなかったかのように立ち上がった。

「血の流しすぎは駄目だな……体がいうことをきかなくなる」

　遊馬の声こわ音ねは、他ひ人と事ごとのようだった。

「オマケに、右手はもう使えないみたいだし」

　慈いつくしむような目で、遊馬が自分の右腕を見やる。当然だ。血の流れすぎて、もう死ぬ寸前なのだから。

「まあそれでも、気付けくらいにはなるか……」

　呟つぶやくと、遊馬は左手で右手を持ち上げ、甲に噛かみ付いた。そして躊ちゆう躇ちよなく肉を噛み千ち切ぎり、ガムを捨てるように、自分の肉片を吐き捨てた。

　ぐちゃっという、嫌な音が響いた。

「舐なめてたな。お前のことを……いや、お前が持ってた刀のことを。切れ味が良すぎる。油断しないで、もっと真面目まじめにやっておけばよかった」

「……」

「でも大丈夫だ。まだいける。まだ……俺は死んでない。死んでないなら問題ない。負けてないんだ……俺は……まだ戦える……」

　そう言った瞳ひとみに敵意の色はなく、むしろ、嬉うれしそうに見えた。

　なぜだろう。

　どうしようもなく、悲しくなってきた。

　そっか。こいつは、姉さんと一緒なんだ……

　思い出すのは、一いつ色しきの名前のために、瞳を潰つぶした、最愛の人の凶行。

　もう、何が正しくて、何が間違ってるとか……そういう次元で、生きてないんだ。ただ、たった一つの思いだけが、心の中にあって……そのためだったら、どんなことだってできて……

　遊馬には約束があった。

　最愛の母親との、強くなるという約束が。

　こいつは、たった一人のために世界の半分と戦争したんだ。そして、勝って、生き残って……それでも、戦いは終わらなくて……刃を振り続けて、自分を傷つけ続けて……強さっていう、たった一つの言葉を追いかけ続けて……だけど、追いつかなくて……

「もう、やめないか？」

　勝手に、その言葉がこぼれた。

「なんだ？　怖おじ気けづいたのか？　死ぬと殺すの覚悟は、ちゃんと持ってるんじゃなかったのか？」

「違うんだよ。お前が言ってる覚悟と、俺おれが持ってる覚悟は……」

「どういう意味だ？」

「お前は、逃げてるだけだっていうことだよ」

「なに……」

　どれだけの時間が経たっただろう？　二つの刃と、二つの意思がぶつかり始めてから。

　数分、数時間……もしかすると、数秒も経ってないかもしれない。

　だけどそれも、もうすぐ終わる。

　時間は止まらない。

　二人の戦いの、終わりが始まる。

「これが勝負か？　こんなの、ただの殺し合いだろ？」

「それが勝負だろ。強い奴やつは生き残って弱い奴が死ぬ。それの何がおかしい？　勝負っていうのは、そういうもんだろう」

「かもな。確かに、お前が言ってることは正しいかもしれない。だがな、お前がやってることは違うって言ってるんだよ」

「なんだと……」

「お前は、死に場所を探してるだけだろ」

　図星をつかれたように、遊ゆう馬まの顔色が変わった。

　冷たくて深くて……悲しい顔だ。

「許せなかったんだろ？　母親を守れなかった自分を。だから、『世界の半分』なんて呼ばれてる奴らと戦争して、全員、ぶっ殺して……それでもまだ許せないから、強くなる約束のためだとか言って、暴れまくって……お前はわかってるんだろ？　お前の母親が言った強さってのはそういうもんじゃないってッ。わかってて、気づかないふりして暴れてるだけだろッ」

　この戦いで初めて、遊馬は痛そうな顔をした。無論、傷の痛みのせいなどではない。

「黙れよ……俺はこれが正しいと思ってるんだ。だから……」

「うそだ。お前は何かが違うってわかってるんだよ。だから、だから――」

「黙れ……………」



「母親の顔を思い出せなくなってるんだろ」



　逃げていた。

　そこには何もないってわかってて、ずっと、強くなるって言葉に逃げていた。

　だから何も残らない。だから、どこにもたどり着かない。

　そこには何もないってことがわかっていたけど、そこしか目指す場所がなくて、強い生き物は――色んなものを壊しながら、逃げ続けていた。

「母親が殺されたこと、守ってやれなかったこと。全部に目を瞑つぶって……お前は逃げて、そのまま死のうとしてるだけだろ。そんなののどこが――」

「黙れって言ってるんだよッッ」

　感情をむき出しにして、遊ゆう馬まは駆け出した。

　左手で慎しん太た郎ろうの右肩を掴つかむ。そして、死んでいるはずの右腕で、遊馬はこぶしを打ち放ってきた。一撃で撲ぼく殺さつできるような重い攻撃が、一度に三発。被弾した瞬間、真っ赤な鮮血が飛び散った。

　やっぱり化け物だな、こいつは……なんでこんな状態で、こんな攻撃ができるんだ。重くて、速くて、痛くて……

　歯を食いしばった。体力や腕力など、全部、些さ細さいなことだった。

　ただ力を込めて遊馬の顔を殴った。同じように、遊馬も力を込めて慎太郎を殴ってきた。ぶっ壊そうと思って、二人はお互いを力いっぱい殴り続けた。

　痛くて、辛つらくて、苦しくて。

　だけど、どうしようもなく、悲しくて。

　戦い始めて、この瞬間に至るまでの時間。もしくはそれ以上の時間を費やし、二人は暴力をぶつけ合った。

　殴られたら殴り返した。

　蹴けられたら蹴り返した。

　噛かまれたら、噛み返した。

　一発、一発がとてつもなく重い。倒れたら、きっと二度と起き上がれない。

　肉が削そげ、骨が砕け、歯が折れても……二人の傷つけ合いは終わらない。

　燃料、弾丸、戦意……全すべてが空っぽになるまで、二人の傷つけ合いは続いた。

　信じられないことがあった。右腕にあんな大おお怪け我がをしているのに、遊馬は慎太郎を圧倒していた。停てい眼がんの力を小出しにしながら、それを何とかやり過ごし時間を潰つぶす。劣勢が続くが、永遠に続くわけではない。

　流れ続ける血だけはどうしようもない。何発目かの攻撃が入ると、すでに戦える状態ではない遊馬は、バランスを崩してヨロヨロと後ろに下がっていった。

　そのそばに折れた刀の刃先を見つける。言葉もなく拾い、それを慎太郎に向けた。

「俺おれは負けない……負けたら、もうあの人の顔を思い出せなくなる。だから勝って……俺は――強い生き物になる」

「来いよ。俺も負けられないんだ。お前の全部を潰して――俺は王になる」

　刃を持ったまま遊ゆう馬まが向かってくる。

　最後の最後。強烈な殺気を放つと、遊馬は神速と共にその姿を消した。

　捉とらえられるものは、たった一つだった。



　全すべての時が止まる。

　空も、大地も、人も、この瞬間はその存在が風景に成り下がる。

　神や王だって、この世界の法則には逆らえない。

　全ての時間が止まった静かな世界。

　この世界は慎しん太た郎ろうの瞳ひとみの存在だけを許し。

　慎太郎のためだけに――

　――呼吸をしていた。



　時が動き出す。

　向けられた刃を、慎太郎は自らの手で握り締めることで制した。手の平が切れ、血が流れ出す。痛みがあったが、気にならなかった。

　近距離。

　目が合った。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして、思いっきり強く――

　慎しん太た郎ろうは遊ゆう馬まの顔面を殴りつけた。

　吹っ飛ばされ、遊馬の体が地面を転がる。仰あお向むけの状態で大の字になると、もう、立ち上がろうとはしなかった。

　立ち上がろうと思えば、きっと、立ち上がれたはずだ。

　だけど遊馬は立ち上がらなかった。立ち上がる意味を、見失っていた。

「なあ……」

　風に乗って、遊馬の声が届く。

「強いって、どういうことなんだ？　どうすれば……あの人は、満足してくれるんだ？」

　それは、強い生き物が始めて漏らした弱音だった。

　だけど、それに応こたえる優しい言葉を、慎太郎は持っていない。

「さあな。そういうのは、自分で見つけてくれ。人に貰もらった答えには、価値も意味もないって、誰だれかが言ってたから」

「……………そうか……………そうだな」

　空を見上げて、遊馬は何かを考えていた。

　終わりが、終わった瞬間だった。

　もうこれ以上、遊馬は戦う意味を見み出いだせない。

　傷つけることが、潰つぶすことが、殺すことが、強さだと思っていた。だけどそれは違っていた。じゃあ、どうして自分は戦ってきたんだろう？　今度は、その答えを探さないといけない。そしてその答えは、戦うことでは見つけられない。

　そんな、戦う意思を失なくした相手と戦う意味は、慎太郎にはなかった。

　ここまで来れば、もう慎太郎がこの場にいる理由はない。戻らないといけない場所を思い出し、そこに向かって歩き始めた。

　一人、夜の公園を進む。

　体の痛みが尋常じゃない。

　車に轢ひかれたほうが、まだマシと思えるほどだった。

　痛いな……くそ。姉さんの言ったとおりだ。あいつにかかわっても、いいことなんて何もない……それにあんな状態でも、あいつはまだ余力があるんだろ。今回何とかなったのも、元々はあいつが油断してくれてたからで、最初から全開だったらどうなったかなんてわからなくて……………格好つけなきゃよかった。相そう馬まを助けた時点で、素直に逃げればよかった。

　情けなく後悔してしまうのもしょうがないと思えるほど、体中が痛い。しかもその痛みの原因は、相手が限界近くなってからの攻撃なのだから、なお始末が悪い。

　偉そうなこと言ったけど……俺おれって強いのかな？

　自信を失なくして、そんなことを考えてしまった。

　やがてたどり着いた場所には、一人の少女が立っていた。その姿を見ると、わずかに痛みが和やわらいだような気がした。

「おお、ちょっと見ぬ間に酷ひどい顔になったものだな。絶世の美女である私のそばに立たないほうがいいぞ。醜い姿がますます際立ってしまう。ま、それが男の魅力なのかもしれないがな」

　黒いドレスを着た金髪の少女は、腕を組んでどうしようもなく偉そうだった。

　慎しん太た郎ろうのそばに来る。赤く、照れた顔で深呼吸をすると、イリスは慎太郎の手を取った。

　手に触れた瞬間、流れる血のように、イリスの顔は真っ赤になった。

「男に触るとドキドキするんじゃなかったのか？」

「シンタロウは黙ってろ。わかっているが、それを王の力量で必死になって我慢しているのだ……だから、あまり意識させるようなことを言うな」

　血が流れる慎太郎の手を、イリスは両手で握り締めた。手を握り締めたまま、恥ずかしそうな顔で――だけど、気品ある美しい顔で、イリスは慎太郎に告げた。

「よく頑張ったなシンタロウ。お前は私の誇りだ。だから、この血の全すべてをお前は誇れ」

　懸命にそう言うと、イリスは限界といった様子で慎太郎の手から離れた。

　その態度の全てが、慎太郎の心に奥に深く焼きつく。

　そして、思い知ってしまう。

　……これが、こいつの手なんだろうな。甘いこと言って、甘いそぶりを見せて……それで相手を自分のいいように使って……わかってるんだよ。わかってるんだけど……くそ。

　いつか、この子の全てに逆らえなくなる。そんな気がした。



    

  
    
      


エピローグ



　三日間眠るはめになった。

　理由はもちろん、姉にするなと言われていたことをしたせいだ。動けるようになったのは三日後の休日。その間の学校は、もちろん全休だ。

　動けるようになったら、まずは姉に説教をされた。言いつけを破ったのが理由で、勇気と無謀は違うといった感じのことを延々と聞かされた。辛つらかったのは間違いないが、言葉の節々から、心配してくれていることが伝わってきたのは、嬉うれしかった。



　玄関の呼び鈴が鳴る音が聞こえた。用事で部屋を出ていた慎しん太た郎ろうは、自分が一番近いからと、静しず華かに一声かけてから玄関に向かった。

　声をかけながら玄関の戸を開けると、相そう馬ま香か澄すみの姿が眼めに入った。休日らしく私服で、慎太郎の姿を確認するとうつむいてモジモジし始めた。

　腕には、傷を隠す包帯が巻かれている。

「……ええっと、どうしたんだ？　何か、用事でも……あ、それより、腕のほうは大丈夫なのか？」

　すぐに返事は返ってこない。しばらくモジモジした後、やっとのことで用件を口にした。

「え、ええ。腕だったら、見た目よりは深い傷じゃなかったから、そんなに大したことはないけど……握力のほうは、しばらくしないと戻らないって」

「そっか。じゃあ……」

「別に気にしなくてもいいわよ。どうせ、私が戦う必要なんてもうないんだから」

　相馬香澄は一いつ色しきの名前を継ぐ権利を失った。姉に聞かされていたので、慎太郎がその言葉に動揺することはない。

　むしろ、背負ったものの重さを認識するだけだった。

「それより、あんたのほうは大丈夫なの？　しばらく学校も休んでたみたいだし……」

「ああ。それなら大丈夫だよ。頑がん丈じようだけがとりえだから」

「そう。じゃあ、心配なんてしてやらないけど……」

　モジモジしながら、たまに上うわ目め遣づかいで慎太郎の顔を見てくる。その仕草が可愛かわいく見えた。

「それで、あのさ……ルカに聞いたんだけど……あんたが、あたしのために戦ってくれるって、ほんと？」

　赤い顔をして、絶対に視線は合わせようとしない。

　意地っ張りだから素直にお礼が言えないんだな。慎太郎はそうとしか思わなかった。

「ああ、それだったら、相馬が思う理想どおりになるかわからないけど……やれるだけやってみるよ」

「そう。それだったら、一応、ありがとうって言っておくけど……何で、そこまでしてくれるの？　そんなことされても、あたしは……」

　つまらないことを気にしている姿が可愛かわいく思え、思わず、猫を撫なでる気分で香か澄すみの頭を撫でてしまった。

「あっ、ちょッ……」

「つまんないこと気にすんなよ。蛍ほたるのお礼だよ。それに、俺おれは相そう馬まのことが好きだから」

「すすす、好きって言われてもッ。あたしは、あの……」

　顔を真っ赤にして固まってしまった。友人としての好きだったのだが、いらぬ誤解を与えてしまったのかもしれない。

　数秒固まっていたが、やがて頭を強く振って、香澄が自分の石化を解く。

「あ、あの……あのさ、桐生きりゆう……」

　真っ赤な顔のまま、不意に胸元を掴つかんでくる。

「ちょっと、匂においを嗅かがせて」

　胸に飛び込むようにして、鼻を首筋に近づけてくる。行動としてかなり大胆なものだったので、さすがの慎しん太た郎ろうも驚いてしまった。

「いい匂い……駄目。やっぱりあたし、この匂いが……」

　ドキドキしていると、急に胸元を掴んでいる力が強まった。

「なッ、ちょッ……何言おうとしてんのよ、あたしってばッ」

　すぐ近くで向かい合う。なぜかは知らないが、香澄はもの凄すごく怒っていた。

「やだ。やっぱりあんた嫌いッ。あたしを変な気持ちにしてばっかりで……大っ嫌い。バカッ」

　威勢のいい声と共に、火花が出るような頭突きをされた。痛かったのは香澄も同じようで、慎太郎と同じようにおでこを押さえている。

「くぅ、もう……痛いじゃない、バカ」

　香澄が悪いのだが、文句を言ったら怒られそうなので何も言わない。

　痛みと赤くなった顔が治まると、香澄は仕切りなおしとして咳せき払ばらいをした。

「まあ、とにかく、あんた一人に苦労をかけるのは嫌だから……あたしも、あんたが一いつ色しきになる手伝いをしてあげる」

　唇を噛かみ、上うわ目め遣づかいで睨にらんでくる。どうやら、彼女としてはあまり口にはしたくない言葉だったようだ。

「勘違いしないでよ。あくまでも、あたし自身と明あ日す香かのためだからであって……別に、あんた自体はどうなったって……」

「わかってるよ。ありがと。相馬が手伝ってくれるって言うんだったら、俺も心強いよ」

　また、顔が赤くなってしまった。

　もしかしたら、熱でもあるのかもしれない。

「ふん……バカ。あんたなんか、どうでもいいっていうのに……」

　顔を赤くしたまま、右側でまとめた髪の毛をかきあげる。どうにかして、虚勢は保とうとしているようだった。

「まあ、そういうことだから。あたしにしてほしいことだったら何でも言って。できる限りのことは、手伝うから」

「よし。だったらまずは服を脱いで裸になってみろ」

「なッ？」

　香か澄すみが絶句して言葉を失う。もちろん、慎しん太た郎ろうはそんな命令など出さない。

「は、裸になれって……あんた……」

　顔を真っ赤にして激しく動揺している。両腕で服を押さえて、脱がされないようにも努力している。

「あ、あ、あ、あんたが……そういうこと言うなんて夢にも思ってなかったけど……わかったよ。そうやって、弱みにつけこむっていうんだったら、あたしだって負けたりなんかしないからッ」

　急に覚悟を決めると、香澄は着衣に手をかけようとした。もちろん、そんなことされても慎しん太た郎ろうは困るだけだ



    

  
    
      



    

  
    
      「いや。逆にお願いだから、服を脱ぐのはやめてくれ」

　香か澄すみを制止して、後ろを振り向く。思ったとおり豪壮な服を着た猫がいて、慎太郎と目が合うと一目散で逃げ出していった。

　あの野郎……四本足で歩くのは屈辱的で嫌だって言ってたくせして、しっかりと四本足で逃げていきやがった。

　心配の種がいなくなったので、あらためて香澄の相手をする。

「や、やめろとか脱げとか、どっちなのよ？　はっきりしないと、あたしだって何もしようがないじゃない」

「気にしなくてもいいよ。相そう馬まは、相馬のままでいてくれたらいいから」

「そ、そう」

　強がった態度で、髪の毛をかきあげる。すでに見慣れた動きだが、冷静に見ると中々可愛かわいらしかった。

「じゃあ、あんたに言いたかったのはそれだけだから、あたしはもう帰るわ」

「ああ。気をつけてな」

「ええ。それじゃあね」

　振り返る動きに合わせて、髪の毛が揺れる。

　去り際、本当に小さな声で、「ありがとう」と言ったのが聞こえた。

　思わず笑いがこぼれた。

　慎太郎は家に上がると、日当たりのいい縁側にいって腰を下ろした。

「おう、シンタロウ。奇遇だな、こんなところで会うなんて」

　偉そうな態度で、豪壮な服を着た猫がそばにやってくる。歩き方はもう気にしていないようで、四足歩行でのんびりと近づいてくる。

「さっきも会っただろ。客に向かって服を脱げとか、そういうエロ猫な事はもうやめろよ」

「しらんな。それは私の偽者ではないのか。それに、エロ猫ではない。王にのみ許された高貴な戯たわむれと言え」

「どこがだよ」

　文句も気にせず、イリスが慎太郎の膝ひざの上に乗る。あまりに気持ちよさそうな顔をしているので、追い返すことはできなかった。

「先ほどのやり取りを見ていたぞ。ああいうやり方で、敵だったものを心服させる方法があるとは思わなかったな。中々やるではないか、シンタロウ」

「別に狙ねらってやったってわけじゃないけど……たまたまだよ」

「私が褒ほめているのだ。謙けん遜そんなどするな。しかし、あそこで何も命令しなかったのは失敗だったな。ああいう人間は命令を受けてこそ、恩に報むくいたと感じる人間なのだ。何も求めないほうが、あの者にとっては辛つらいと思うぞ」

「そう言われても、今は別に命令することなんて何もないし」

「服を脱がせばよかったではないか。裸の一つや二つ、見られても減るものではないのだから」

　普通の顔で、普通にそんなことを言い放つ。

　女としては、文句なしで〇点な発言だった。

「エロ猫。少しはそういうこと以外のことでも考えてろ」

「これが一番楽しいのだ。シンタロウにはわからん、王の戯たわむれだからな」

「あっそ。わかりたくもないな」

　ぽかぽかとした陽気。戦争の真っ最中と思えない、のどかな時間だった。

「シンタロウ」

　イリスは膝ひざの上で体を丸くして、その中に顔をうずめている。一方で慎しん太た郎ろうは、青く澄すんだ空を見上げていた。

「何だ？」

「戦うことは、恐こわくないのか？」

「……恐いさ。恐いけど、何とかやっていくよ」

「そうか。だが安心しろ。お前は一人じゃない」

　温かな陽気。いつまで続くかなんて、誰だれにもわからない。

「私とお前は、二人で一つだ。だから、辛くなったら私に甘えろ。お前だけは、特別にそれを許してやる」

　戦いは続く。だが、それでも構わないと思えたのが不思議だった。

「そういうセリフは俺おれの膝の上で寝てないときに言ってくれ」

　そう言って、慎太郎はイリスの体を撫なでてあげた。



    

  
    
      


あとがき





　こんにちは、星ほし家いえなこです。好きな王は「ミナミの帝王」です。

　今回は王様をテーマに……と、いえるほど前面には出していませんが、王様という呼び名がストーリーにかかわるような作品を書かせていただきました。

　タイトルに月という言葉を入れたのは、昔から月というものは不思議で魅力的なものだと扱われてきたからです。満月の夜は犯罪が増えたり男が狼おおかみに変わったり、吸血鬼が強くなったりと、不可思議な事がよく起こります。それらの事象は全すべて、月が持っている魔性的な部分によって引き出されたもので、その不思議な魅力と、女性が持っている小悪魔的な魅力は重なる部分が多いです。

　今回のヒロインは、そんな小悪魔的な魅力を全開にした少女です。なので、月の中でもダントツにきれいなもの。虚こ空くうに浮かぶ蒼あおい月を、タイトルに入れようと思いました。

「光栄に思え。この世を照らす蒼き月の神を一人のものにしたのだからな」

　照れることなく、恥じることなくそう言い切る、月のような魔性を持った少女イリスの魅力と、その少女と出会うことによって、王になるために戦う決意を固めた慎しん太た郎ろう君の魅力を上う手まく表現できるように頑張っていこうと思います。



　今作の登場人物で気になる人は、なんといってもイリスさんですね。

　僕が今まで書いてきたキャラクターの中で、彼女がダントツに勝手に喋しやべります。そのせいでシーンごとのページ数が膨らむこと、雪山を転がる雪だるまの如ごとしでしたね。もう喋らないでって思っても勝手に喋り続けて、ページ数さえ許せば、延々彼女が喋り続けている話になったような気がしないでもありません。放ほうっとけば勝手に動き回ってくれる子、イリスさんはそういう子でした。

　一方で、香か澄すみさんは中々会話が成立しないで困りましたね。何を言ってもバカという言葉が返ってくるので、中々会話が前に進まない。そのせいでシーンが停滞すること、坂道を登る老人の如しでしたね。会話のためには、まずは彼女の心を開かせないといけないので、その点が結構大変でした。基本的にこっちの都合はあんまり考えない子、香澄さんはそういう子でした。

　静しず華かさんは優等生でした。ずっと彼女が出てたらいいのにと思うくらい、彼女がいたら話が前に進んで助かりました。一言で要点を理解してくれて、一言で要点をちゃんと説明してくれる。僕が何かの監督をするとしたら、静華さんは是非チームに一人はいてほしい人材ですね。まあ、反省会でもの凄すごく耳に痛いことを言ってくるのを、覚悟しないといけないのでしょうけど。



　時間が空あくと、自分のことをよく考えるのですが、そうやって考えているうちに気づいてしまいましたね。僕は結局、バトル系が好きなんだと。頭の中が子供の頃ころのままで、戦っているシーンを見たら単純に興奮してしまいます。だから、書くことがあるうちは、この毛色でいけるところまでいってみようと思います。書くことがなくなったら、さっさと店じまいをして違う毛色に変えますが、それまでは、自分の毛色を大切にしてやっていこうと思います。

　お気に召めしましたら、応援していただければ幸いです。



　執筆にあたり、どれくらいの人にご迷惑をおかけしたのかを考えたのですが、これがもう本当にビックリするくらい多すぎて、結局誰だれにお礼を言えばいいのかわからなくなってしまいました。なので、一人二人とは言わず、森しん羅ら万ばん象しよう全すべてにお礼を言いたいと思います。

　森羅万象全て、どうもありがとうございました。





　ここまで読んでくれた読者様に最上級のお礼を込めて。



星ほし家いえなこ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　星家なこ（ほしいえ・なこ）

　　第３回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　一月六日生まれのＡＢ型で、性格は天邪鬼でいいかげん。

　　物語を考えるのは好きだけど、小説を書くのは結構苦手です。だけど努力して、いつか、透明感のある優しい物語を書けたらいいなと思っています。

　　好きな言葉は「帝王に敗北はない」。



　イラスト

　平つくね（たいら・つくね）

　　11月生まれ。

　　大阪府にて細々と活動中。

　　３度の飯より怖いゲームが大好き。

　　http://route1.info/



    

  
    
      

蒼月のイリス
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